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t C
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 「
や
り
た
い
」を

支
え
た
い

Tanam
ura Yoshihiko

棚
村
好
彦
先
生

山
形
県
立
山
形
東
高
校

生
徒
が
、や
り
た
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦

で
き
る
よ
う
に
す
る

��そ
れ
が
、私
が

学
年
主
任
を
務
め
る
２
学
年
の
基
本
方
針
で
す
。

　
本
校
は
、２
０
１
８
年
度
に
探
究
科
を
設
置

し
、普
通
科
も
含
め
、全
校
で
探
究
学
習
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
探
究
科
の
設
置
に
際
し
、
私
は

全
国
の
探
究
学
習
の
先
進
校
を
訪
れ
、
そ
の
手

法
を
学
ぶ
役
割
を
担
い
、
山や

ま
と
う東

ら
し
い
探
究
学

習
の
進
め
方
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
、

生
徒
の
意
欲
を
後
押
し
す
る
環
境
づ
く
り
で
す
。

高
校
は
、
大
学
で
の
学
び
や
社
会
を
見
据
え
、

生
徒
が
自
分
の
軸
を
探
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の

軸
は
多
様
な
体
験
を
通
じ
て
こ
そ
見
つ
か
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
が
一
歩
引
く
こ
と
で
、

生
徒
が
時
間
に
も
心
に
も
余
裕
を
持
ち
、
や
り

た
い
こ
と
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
次
の
課
題
研
究
は
、
生
徒
が
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み

ま
す
。20
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
研
究
を
進
め
ら
れ

な
い
状
況
で
し
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、「
ど
う
思
う
の
？
」「
な

ぜ
、
そ
う
し
た
の
？
」
と
問
い

か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
内
省

し
、
納
得
の
い
く
研
究
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
途
中
報

告
も
含
め
、
３
回
行
っ
た
研
究

発
表
会
で
は
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
、
生
徒
は
根
拠
を
示
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
自
分
の

考
え
を
聞
き
手
に
伝
わ
る
よ

う
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿
に
、

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
年
度
末
、
２
年
生
全
員
に
書

か
せ
た
志
望
理
由
書
を
読
む
と
、

文
章
は
稚
拙
で
も
、
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
の「
や
り
た
い
！
」と
い
う
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
自
分
の
納
得
の
い
く
道

を
選
び
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く

��

卒
業
ま
で
の
あ
と
１
年
、
生
徒
の「
や
り
た
い
」

を
見
守
り
つ
つ
、
支
え
て
い
き
ま
す
。

た
な
む
ら
・
よ
し
ひ
こ
　
教
職
歴
15
年
。
同

校
に
赴
任
し
て
8
年
目
。
2
学
年
主
任
。
理
科

（
化
学
）。

山
形
県
立
山
形
東
高
校
　
全
日
制
／
普
通

科
・
探
究
科（
理
数
探
究
科
・
国
際
探
究
科
）

／
共
学
／
１
学
年
約
２
４
０
人
／
２
０
２
１

年
度
入
試
合
格
実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大

は
、北
海
道
大
、東
北
大
、山
形
大
、東
京
大
な

ど
に
１
４
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義

塾
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

１
０
０
人
が
合
格
。

山
東
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
と

思
う
の
は
、
自
分
の
興
味
を

と
こ
と
ん
追
究
で
き
る
気
風
が
あ

る
こ
と
で
す
。
模
擬
国
連
や
化
学

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
、
様
々
な
活
動
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
自
分
の
学
び
た

い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
課
題
研
究
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
着
手
が
遅
れ
、
思
う
よ
う
に
実

験
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生

方
に
も
相
談
し
、
今
で
き
る
工
夫
を

し
て
、
納
得
の
い
く
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
状
況
で

も
、
環
境
の
せ
い
に
せ
ず
、
自
分
で

責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、２
０
２
１
年
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。
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新
課
程
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向
け
て
描
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 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

埼
玉
県
立
鴻こ

う
の

巣す

高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

現
代
文

北
海
道
・
市
立
札
幌
平
岸
高
校

對つ

し

馬ま

光こ

う

揮き

地
理

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

三
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0
2
1
年

4
月
号

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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　平素は、弊社並びに弊社の学校事業活動にご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。

　１９７４年に前身の『進研ニュース』が産声を上げ、学校現場や教育機関に
お届けしてまいりました弊社の教育情報誌『VIEW２１』が、2021 年４月、

『VIEW next』へと名称を変更し、新たなスタートを切りました。

　現代は、新型コロナウイルスの感染拡大に象徴されるように、何が起こる
のか、予想がつかない時代です。しかし、予測困難だからこそ、今をしっかり
と見つめ、自らの手で未来を描くことが求められるのではないでしょうか。

　２１世紀のその先も、学校や先生方の今に寄り添い続け、ともに学校教育
の未来を描く、そうした学校教育のパートナーとなることを目指すという決
意を示すべく、新しい名称を『VIEW next』とすることにいたしました。 そ
して、学校や先生方、教育委員会の皆様はもちろん、保護者や地域など、「社
会に開かれた教育課程」実現の担い手と言われるすべての方々にとって、学
校現場の今を捉え、未来を描く際のよりどころのような存在となることを目
指してまいります。

　本誌『VIEW next』高校版におきましては、教育課題の多様化を踏まえ、
多角的な情報を提供するとともに、各情報が、それを必要とする先生方に
しっかりとお届けできるよう、対象読者を明確化したコーナー・誌面構成に
いたしました。また、ご校務・ご指導でお忙しい先生方にとっても読みやす
い誌面となるよう、デザインの面でも様々な工夫を施しております。

　さらに、本誌を基点としたウェブコンテンツを一層充実させることで、情
報発信の質・量の向上を図るとともに、ウェブの特長の１つである速報性を
生かし、情報発信のスピードも向上させてまいります。

　そうした様々な形での情報発信活動の中で、学校や生徒の今を捉え、教育
の未来につながるメッセージを先生方と一緒に創造し、発信することを目指
す『VIEW next』にご期待をいただくとともに、引き続きのご指導、ご教示
のほど、よろしくお願い申し上げます。

編集部 統括責任者　柏木　崇

創刊
創
刊
の
ご
挨
拶

編集部からのお知らせ

2021 年３月にオンラインで開催した「　　　　　創刊記念セミナー」は、
大変多くの方にご視聴をいただきました。将棋棋士の羽生善治九段や國學院
大學の田村学教授の講演など、当日の内容をリポートします。

全国の中高生が取り組む探究・研究を発表
し、学び合うオンラインイベントを、2021
年３月に開催。1,600 回を超える再生数と
なり、大きな注目を集めた中高生の発表内
容や、意見交換の様子を報告します。

今号の「誌上で見学　学びの
next」で紹介した東京都・私
立芝浦工業大学附属中学高
校の「言語技術教育」につい
て、授業内容や生徒の様子、
教師の指導体制・工夫などを
さらに詳しくお伝えします。

「 創刊記念セミナー」リポート

「ベネッセ STEAM
フェスタ」リポート

今後リリース予定のコンテンツ

I N F O R M A T I O N

変化が激しく、将来の予測が困難な社会において必要な
教育とは、そしてそれを実現するための手立てとは─こ
れからの時代、教育にかかわる多くの人が考え続ける問い
だと思います。その答えは１つではなく、それ自体変化して
いくものだからこそ、タイムリーな情報提供が必要である
と考えました。本コーナーでは、最新の教育現場の状況や
取り組み、今求められている情報、現場の教師や識者のオ
ピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

アクセスはこちら！

誌上で見学
学びのnext

https://berd.benesse.jp/magazine/express/

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナーの『VIEW21 express』が

にリニューアル！

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

毎月更新

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！
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情報発信方針

◎巻頭特集は、学校現場の今の課題や関心を
テーマとして取り上げるとともに、各号の
テーマの次なる展望を示す「本特集テーマの
next」のコーナーを末尾に設置。

◎連載コーナーは、『学校全体向け』の For 
School Section と『教師個人向け』の For 
Teacher Section に大きく２区分化。さらに、
各コーナーの対象読者を明確化することで、
情報のリーチ力を向上。

◎２０２０年度に立ち上げたウェブコーナー『VIEW21 express』
を『VIEW n-express』に改称するとともに、以下のように
発信コンテンツを充実。

①『VIEW next』高校版・教育委員会版の記事の先行公開

②『VIEW next』高校版・教育委員会版の記事の補足記事・
補足動画

③『VIEW n-express』オリジナルコンテンツ

④「若手教師・教育創造 MTG」活動リポート

⑤速報的に学校現場に届けるべき情報

  高校版は、新しいコーナー構成・誌面デザインで、
高校教育の今を伝え、未来を描いていきます

ウェブサイトでの情報発信をより充実させることで、
情報発信の質・量・スピードの向上を図ります

各セクションの扉ページには、どの立場・分掌の先生にとって特にお役立て
いただけるコーナーなのかを、コーナーごとに表示。お忙しい時などは、ご
自身の立場やご所属の分掌が表示されたコーナーを中心にお読みください。

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

ベネッセ教育
総合研究所の
ウェブサイト内に

開設
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　教育課程編 成
ブラッシュアップに向けた　つの視点

 3 特集
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新学習指導要領の実施まで１年を切り、２０２２年度入学生の教育課程の編成は大詰めの段階にある（＊１）。
編成上の課題として学校現場から寄せられている、
「教師間で、教科の枠を超えた教育課程に対する理解が不足している」
「所属する教科の都合を主張し、学びの変化に対する他教科との連携についてイメージを共有できていない」
「『歴史総合』『公共』『情報』など、１年次で履修させたい必履修科目が多くて悩んでいる」
といった声（＊２）からは、各校の苦慮がうかがえる。
今号では、新学習指導要領の要点を改めて整理した上で、２校の実践事例と
新教育課程編成に関するデータを基に、自校の編成案をさらに磨き上げるために必要な視点を考える。
毎号の特集テーマの次なる展望を示す「本特集テーマのnext」では、
多くの学校が新教育課程編成の次に取り組むべき課題として捉えている「学習評価」を取り上げる。

＊１　ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」の速報結果（2021年２～３月にウェブとファクスで実施。２０２１年３月１２日時点の回答者233人）では、
75％の学校が編成終盤か教科間の調整段階と回答している。

＊２　『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2021年２月にウェブとファクスで実施）。

P. 4	 新教育課程の編成　課題整理 		
	 新教育課程の編成に向け、新学習指導要領の要点を改めて押さえる

P. 6	 新教育課程の編成　事例1 		山形県・私立山形城北高校
	 学校や生徒の課題を基に教育活動を見直し、新教育課程への移行を機に、学校改革を推進

P. 10	 新教育課程の編成　事例2 		山梨県立吉田高校
	 資質・能力ベースの教育目標に基づき、教科・科目を超えて生徒の成長を支える

P. 14	 ベネッセ文教総研　解説 		
	 新教育課程編成で必要な視点・考え方

P. 18	 本特集テーマのnext 		
	 長野県「学びの指標」から考える これからの学習評価のあり方とは
	 長野県教育委員会事務局	高校改革推進役		内堀繁利 ／	東京都・私立かえつ有明中・高校	副教頭		佐野和之	／
	 広島県・私立英数学館中学・高校	副校長		土屋俊之 ／	ベネッセ教育総合研究所	主席研究員		小村俊平
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　新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
よ
り
よ

い
学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会

を
創
る
」
と
い
う
目
標
を
学
校
と
社
会

が
共
有
し
、
両
者
が
連
携
・
協
働
し
て

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

育
む
こ
と
を
目
指
す
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」（
図
１
）
が
、
理
念
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　そ
の
実
現
に
向
け
た
枠
組
み
を
示
す

た
め
、教
育
課
程
の
基
本
事
項
を
示
す

「
総
則
」を
抜
本
的
に
見
直
し
、「
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
」「
何
を
学
ぶ
か
」

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」な
ど
、教
育
課

程
の
編
成
に
必
要
な
事
項
を
整
理
し
て

提
示
。ま
た
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
」と
い
う
点
で
は
、各
教
科
等
の
学

習
を
通
し
て
育
ま
れ
る
資
質・
能
力
や
、

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質・能力を
踏まえた教科・科目等の新設や

目標・内容の見直し
◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新
科目「公共」の新設など
◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、
目標や内容を構造的に示す

学習内容の削減は行わない

◎生きて働く知識・技能の習得など、新しい
時代に求められる資質・能力を育成
◎知識の量を削減せず、質の高い理解を図る
ための学習過程の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

❶ 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてよりよい社
会を創るという目標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共有していくこ
と。

❷ これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関わり合
い、自分の人生を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何かを、教育
課程において明確化し育んでいくこと。

❸ 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や土
曜日等を活用した社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、
その目指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。

学習指導要領改訂の方向性図２

「社会に開かれた教育課程」とは図１

※中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成。

※中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成。

主体的な学び
対話的な学び

深い学び

課題整理

新
教
育
課
程
の
編
成
に
向
け
、

新
学
習
指
導
要
領
の
要
点
を
改
め
て
押
さ
え
る

２
０
２
２
年
度
入
学
生
の
教
育
課
程
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

こ
こ
で
は
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
」、
教
科
・
科
目
等
及
び
標
準
単
位
数
の
変
更
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

新教育課程の
編成
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学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
資
質
・
能
力
に
共
通
す
る
要

素
が
、育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
の
３

つ
の
柱
と
し
て
整
理
さ
れ
た（
図
２
）。

　
高
校
の
新
教
育
課
程
に
お
い
て
、
卒

業
ま
で
に
履
修
さ
せ
る
単
位
数
は
、
現

行
の
教
育
課
程
と
同
じ
74
単
位
以
上
。

教
科
・
科
目
の
構
成
は
、
社
会
で
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
を
共
通
し
て

身
に
つ
け
る
「
共
通
性
の
確
保
」
と
、

学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
た
め
の
裁

量
や
生
徒
の
選
択
の
幅
と
し
て
の
「
多

様
性
へ
の
対
応
」
を
軸
に
見
直
さ
れ
、

「
国
語
」「
地
理
歴
史
」「
公
民
」「
数
学
」

「
外
国
語
」「
家
庭
」「
情
報
」「
理
数
」「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
、
変

更
や
新
設
が
あ
っ
た
（
図
３
）。

　
以
上
が
、
新
教
育
課
程
の
編
成
の
前

提
と
な
る
。

　
な
お
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し

た
大
学
入
試
は
、
２
０
２
５
年
度
入
試

が
最
初
と
な
る
（
図
４
）。そ
の
実
施
に

向
け
て
、21
年
夏
ご
ろ
に
は
、新
学
習
指

導
要
領
に
対
応
し
た
実
施
要
項
の
見
直

し
に
係
る
予
告
が
発
表
さ
れ
る
。
22
年

度
に
は
各
大
学
の
選
抜
予
告
が
、
24
年

度
に
は
25
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施

要
項
が
発
表
さ
れ
る
予
定
だ
。

高校の各学科に共通する各教科・科目および総合的な探究の時間並びに標準単位数図３

2021年度 2022年度 2023 年度 2024 年度

中学校新教育課程 高校新教育課程→

高３ 高３ 高３ 高３

高２ 高２ 高２ 高２

高１ 高１ 高１ 高１

［５～６月］•検定済み教科書見本公開
［６～７月］•教科書採択
［夏ごろ］•新学習指導要領に対応した大学入学

者選抜実施要項の見直しに係る予告
［10月］•指導書

•新教育課程開始
•指導要録の改善
•各大学の選抜予
告発表

［夏ごろ］•2025 年度大
学入学者選抜
実施要項発表

［年度末］•2025 年度大
学入試実施

新学習指導要領に対応した大学入試の初実施（2025年度入試）までのスケジュール図４

教科 科目 標準単位数 必履修科目

国語

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

2
2
4
4
4
4

○
○

地理
歴史

地理総合
地理探究
歴史総合 
日本史探究
世界史探究

2
3
2
3
3

○

○

公民
公共
倫理
政治・経済

2
2
2

○

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ

3
4
3
2
2
2

○2単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

2
2
4
2
4
2
4
2
4

「科学と人間生
活」を含む２
科目または基
礎を付した科
目を３科目

教科 科目 標準単位数 必履修科目
保健
体育

体育
保健

7～ 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

3
4
4
2
2
2

○２単位まで減可

家庭 家庭基礎
家庭総合

2
4

○

情報 情報Ⅰ
情報Ⅱ

2
2

○

理数 理数探究基礎
理数探究

1
2～ 5

総合的な探究の時間 ３～６ ○２単位まで減可

※ベネッセ文教
　総研作成。

注）赤い下線は、科目構成に変更があるもの。編集部による加筆。
※文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　総則編」を基
に編集部で作成。

■現行教育
	 課程生

■新教育
	 課程生

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点

 高校版  2021 April5

0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 4 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/02
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 5 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
引寺

再
4
念
校

04/07
引寺 − −/−

− − −/−
−

P04-05_view-next-koukou-4g.indd   5 2021/04/07   11:30



　
山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校
は
、

特
進
科
と
普
通
科
（
進
学
教
養
・
幼
教

福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
の
３
コ
ー
ス
）

を
設
置
し
、
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立

大
学
へ
の
進
学
の
ほ
か
、
幼
稚
園
教
諭

や
介
護
福
祉
士
な
ど
、
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
え
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
同
校
は
、
新
教
育
課
程

を
機
に
教
育
活
動
を
刷
新
し
よ
う
と
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
改
革
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
化
に
よ
る

入
学
者
数
の
減
少
や
生
徒
の
学
力
の
多

様
化
が
あ
る
と
、
20
年
度
に
着
任
し
た

大
沼
敏
美
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
少
子
化
が
進
行
す
る
状
況
で
入
学

定
員
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
入
学

者
の
学
力
差
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
開
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
様
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
保
障
す
る

と
と
も
に
、
科
・
コ
ー
ス
ご
と
に
表
面

化
し
て
い
た
様
々
な
課
題
に
対
応
し

て
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
、
選
ば
れ
る
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
設
定
し
て
、
教
育
方
針
を

明
確
に
し
た
の
で
す
」

　
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド

 グランドデザイン（抜粋）図１

※学校資料を基に編集部で作成。

重点目標
	 ❶ＩＣＴを活用した個別最適な学びの提供

	 ❷社会とつながる協働的な学びの実現

（１）山形城北高校で学ぶと、何が身につくの？

（３）山形城北高校では、どんな教育に力を入れるの？（「教育の重点」）

本校では、すべての学習活動で以下の３つの柱に基づく学びを推進し、
社会とつながる協働的な学びを実現します。

〔資質・能力の３つの柱〕
①実際の社会や生活で役立つ知識・技能の習得
②未知のことにも対応できる思考力・判断力・表現力等の養成
③学びに向かう力と人間性（主体性・多様性・協働性等）の涵養
また、生涯にわたり学び、成長を続けていく力として、学校教育全体を
通して、非認知スキルの養成にも力を入れます。

〔ＯＥＣＤによる非認知スキル（社会情動的スキル）〕
①目標を達成する力（忍耐力、意欲、自己制御、自己効力感）
②他者と協働する力（社会的スキル、協調性、共感性、信頼）
③情動を制御する力（自尊心、自信、問題行動のリスクの低さ）

①論理言語力の育成　　　②科学リテラシーの養成
③外国語教育の推進とグローバル化への対応
④主権者教育・消費者教育・ふるさと教育・ＳＤＧｓの推進
⑤道徳教育の充実　　　⑥健康教育・安全教育の推進
⑦特別支援教育の充実

（中略）

事例 1

学
校
や
生
徒
の
課
題
を
基
に
教
育
活
動
を
見
直
し
、

新
教
育
課
程
へ
の
移
行
を
機
に
、学
校
改
革
を
推
進

山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校

少
子
化
に
よ
る
入
学
者
数
の
減
少
や
生
徒
の
学
力
の
多
様
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校
。

よ
り
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
学
校
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
軸
を
定
め
よ
う
と
、

新
教
育
課
程
へ
の
移
行
を
機
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
各
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

新教育課程の
編成

多
様
な
生
徒
が
学
び
合
う
よ
さ
を

生
か
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
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デ
ザ
イ
ン
の
策
定
だ
。
20
年
８
月
、
全

教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
徒

に
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を
調
査
し

た
。
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
力

強
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
と
し
て
、
忍
耐
力
や
協
調
性
、
自
尊

心
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
し
て
、
文
部
科
学
省
の
「
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
」
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提

唱
す
る
「
非
認
知
ス
キ
ル
（
社
会
情
動

的
ス
キ
ル
）」
を
設
定
し
た
（
図
１
）。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
大
学
進
学
が
５

割
、
専
門
学
校
進
学
が
３
割
、
就
職
が

２
割
と
、
日
本
全
体
の
高
校
生
の
進
路

状
況
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。
学
力
層
も

希
望
進
路
も
多
様
な
生
徒
が
混
在
す
る

た
め
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
は
、
学
校
独
自
に
策
定
す
る
の
で

は
な
く
、
汎
用
性
の
高
い
資
質
・
能
力

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
一
人

ひ
と
り
に
と
っ
て
重
要
な
『
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
』
や
『
非
認
知
ス
キ
ル
』

と
は
何
か
、
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め

に
行
う
べ
き
教
育
活
動
は
何
か
な
ど
の

議
論
に
時
間
を
か
け
た
い
と
考
え
ま
し

た
」（
大
沼
校
長
）

　
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
学
び
の
方

針
と
、
重
点
を
置
く
７
つ
の
教
育
を
設

定
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ

せ
た
。
学
校
の
進
む
方
向
性
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
で
、
議
論
は
一
層
活
発
に

な
っ
た
と
、
細
野
敏
明
教
頭
は
語
る
。

　「
そ
れ
ま
で
は
、改
善
策
が
学
校
全
体

の
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
が

実
感
し
づ
ら
く
、議
論
が
進
み
に
く
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
明
確
な
よ
り
ど
こ
ろ
が
で

き
た
こ
と
で
、学
校
全
体
が
ま
と
ま
り
、

前
進
し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
」

　
20
年
12
月
に
は
、再
び
全
教
師
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。コ
ー
ス
間
の
学
力

差
の
是
正
を
ね
ら
い
と
し
て
、新
教
育

課
程
で
は
、普
通
科
の
１
年
次
に
限
り
、

３
コ
ー
ス
混
合
ク
ラ
ス
に
変
更
す
る
案

に
意
見
を
求
め
た
。
教
務
課
長
の
山
村

美
和
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
多
様
な
生
徒
が
学
び
合
い
、
切
磋

琢
磨
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
生

徒
全
員
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
総
合
コ
ー
ス
に
は
、
部
活
動
を

頑
張
る
生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、
将
来

に
向
け
て
学
習
に
励
む
他
コ
ー
ス
の
生

徒
に
接
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合

コ
ー
ス
の
生
徒
も
学
習
へ
意
識
が
向
く

と
い
っ
た
変
化
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
そ
の
案
へ
の
賛
否
は
分
か
れ
た
。
賛

成
派
か
ら
は
「
下
位
層
の
底
上
げ
が
図

れ
る
」
と
、
反
対
派
か
ら
は
「
上
位
層

が
伸
び
に
く
く
な
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
た
。
大
沼
校
長
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
し
、「
育
て
た

い
生
徒
像
」に
掲
げ
た「
多
様
性
を
尊
重
」

と
い
う
方
針
を
重
視
し
て
混
合
ク
ラ
ス

の
導
入
を
決
定
。
さ
ら
に
、
入
学
時
点

で
は
将
来
を
決
め
か
ね
て
い
る
生
徒
が

多
い
状
況
を
考
慮
し
、
２
年
生
進
級
時

に
コ
ー
ス
変
更
を
可
能
に
し
た
。

　「
改
革
に
よ
っ
て
、学
校
に
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
い
と
い
っ
た

考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
双
方
の
意
見
と

判
断
理
由
を
明
記
し
た
プ
リ
ン
ト
を
配

布
し
て
私
の
考
え
を
伝
え
る
と
、先
生

校長

大沼敏美　おおぬま・としみ

教職歴３９年。同校に赴任して１
年目。

副校長

千葉宏宣　ちば・ひろのぶ

教職歴３１年。同校に赴任して３１
年目。

教頭

細野敏明　ほその・としあき

教職歴３４年。同校に赴任して３４
年目。

教務課長

山村美和　やまむら・みわ

教職歴２５年。同校に赴任して１６
年目。数学科。

特進科長

太田英司　おおた・えいじ

教職歴１６年。同校に赴任して１６
年目。外国語科（英語）。

設立　１９２６（大正15）年
形態　全日制／特進科・普通科／共学
生徒数　１学年約３４０人
2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、
山形大、新潟大、青森公立大に７人が合格。私立
大は、東北学院大、東北芸術工科大、東北文教大、
獨協大、北里大、駒澤大、東海大、東洋大、明治大、
同志社大などに延べ１１６人が合格。

学校概要

コ
ー
ス
混
合
ク
ラ
ス
の
設
置
な
ど
、

生
徒
の
成
長
を
促
す
環
境
を
整
備

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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方
は
皆
、決
定
に
同
意
し
て
く
れ
ま
し

た
。初
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全
教
師
に

意
見
を
聞
い
た
こ
と
で
、学
校
改
革
へ

の
参
画
意
識
が
生
ま
れ
、自
分
の
考
え

と
は
異
な
る
結
果
に
な
っ
て
も
納
得
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
大
沼
校
長
）

　
特
進
科
の
現
行
の
教
育
課
程
で
は
、土

曜
日
に
も
授
業
が
あ
り
、部
活
動
に
参
加

で
き
な
い
こ
と
が
、生
徒
募
集
に
お
け
る

課
題
と
な
っ
て
い
た
。特
進
科
に
入
学
で

き
る
学
力
を
備
え
て
い
る
生
徒
が
、部
活

動
に
参
加
し
た
い
が
た
め
に
普
通
科
に

入
学
し
、学
力
を
伸
ば
し
切
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
た
。千
葉
宏ひ

ろ
の
ぶ宣
副
校
長
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
全
国
の
特
進
科
を
持
つ
高
校
を
視

察
す
る
と
、
多
く
の
学
校
が
学
習
と
部

活
動
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
学
校
に
な
ら
い
、
本
校
の
特
進
科

で
も
、
新
教
育
課
程
で
は
土
曜
日
の
授

山形県・私立山形城北高校　2022年度入学者　教育課程　検討案（普通科キャリア探究コース、特進科）図2

注１）学校設定：学校設定科目。注２）（　）内の数字は単位数。　※学校資料を基に編集部で作成。

単
位
数

普通科　キャリア探究コース 特進科
１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

幼児
教育系 福祉系

情報
キャリア
系

幼児
教育系 福祉系

情報
キャリア
系

文系 理系 文系 理系

１ 現代の
国語 
(2)

論理国語 
(2)

論理国語 
(2)

現代の
国語 
(2)

論理国語 
(2)

論理国語 
(2)

２

３ 言語
文化 
(2) 文学国語 

(3)
国語表現 

(3)

言語
文化 
(2) 古典探究 

(3)
古典探究 

(3)４

５ 歴史
総合 
(2)

歴史
総合 
(2)６ 公共 

(2)
日本史探究 / 世界史探究 

(2)
公共 
(2)

公共 
(1)

地理
探究 
(4)

７ 地理
総合 
(2)

地理
総合 
(2)

政治 ･
経済 
(3)

８ 日本史探究 / 世界史探究 
(2)

政治・経済 
(2) 世

界
史
探
究
(4)

日
本
史
探
究
(4)

数学Ⅱ 
(4)

９

数学Ⅰ 
(3)

数学Ⅰ 
(3)10

数学Ⅱ 
（3）

数学Ⅱ 
(3)

世
界
史
探
究
(3)

日
本
史
探
究
(3)

数
学
Ⅱ
(4)

数
学
Ⅲ
(4)

11

12 数学Ａ  
(2)

数学Ａ 
(2)

数学Ⅱ 
(4)

数学Ｂ
(1)

13 科学と人間生活 
(2)

科学と人間生活 
(2)

数学Ｃ
(1)

数学Ⅱ 
(4)

14 化学
基礎 
(2)

数学Ⅱ
(1)　

数学Ⅲ
(1) 数学Ｂ 

(2)
15

体育 (2) 体育 
(3)

物理
基礎 
(2)

物
理
(3)

生
物
(3)

16 生物
基礎 
(2)

数学Ｂ 
(2)

数学Ｃ 
(2)

17 保健 (1) 化学
基礎 
(2)

数学Ｂ 
(2)

18 体育 
(2)

学校設定
ダンス (1) 学校設定 

人文社会 
(2)

学校設定 
ダンス (2)

ビジネス
基礎 
(2)

数学Ｃ
(1)

化学 
(4)

物
理
(4)

生
物
(4)

19 学校
設定 
器楽
(2)

社会
福祉 
基礎 
(2)

生物
基礎 
(2)

化学
基礎 (1) 数学Ｃ 

(2)
20 保健 (1)

情報
処理 
(3)

学校
設定 
器楽
(3) 

介護
福祉 
基礎 
(3)

ソフト
ウェア 
活用 
(3)

生物
基礎 (2)

21 音楽Ⅰ･
美術Ⅰ 

(2)

学校
設定 
造形 
(2)

コミュニ
ケーショ
ン技術
（2）

体育 
(2)

化学
基礎 
(2)22

体　育 
(3)

化学 
(3)23

英語 
コミュニ
ケーショ

ン 
Ⅰ 
(4)

英語 
コミュニケーション 

Ⅱ 
(3)

学校
設定 
造形 
(2)

生活
支援 
技術 
(2)

学校設定
基礎
数学 
(2)

保健 (1) 生物
基礎 
(2)24 音楽Ⅰ･

美術Ⅰ
(2)25

英語 
コミュニケーションⅡ 

(3)

保健 (1) 体育 
(2)

26 学校設定 
実践英会話 / 韓国語 / 消費者教育 (1) 英語 

コミュニ
ケーショ

ン 
Ⅰ 
(4)

英語 
コミュニ

ケーション 
Ⅱ　　　　　　　　　　
(4)

27 家庭
基礎 
(2)

情報Ⅰ 
(2) 英語 

コミュニケーショ
ン 
Ⅲ　　　　　　　　　　
(4)

28 学校設定 
実践英会話 / 韓国語 / 消費者教育 (1)

29 総合的な探
究の時間 (1) 総合的な探究の時間 (1) 総合的な探究の時間 (1)

30 ＬＨＲ ＬＨＲ ＬＨＲ 論理・
表現Ⅰ 

(2)
論理・表現Ⅱ 

(2)
31

論理・表現Ⅲ 
(3)32 家庭

基礎 
(2)

情報Ⅰ 
(2)

33

34 総合的な探
究の時間 (1)

総合的な
探究の時間 (1)

総合的な
探究の時間 (1)

35 ＬＨＲ ＬＨＲ ＬＨＲ
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業
を
課
外
と
し
、
希
望
者
は
部
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
」

　
特
進
科
の
新
教
育
課
程
は
、
現
行
の

教
育
課
程
か
ら
４
単
位
減
の
35
単
位

（
図
２
）
と
し
、
減
少
分
は
課
外
授
業

で
補
完
す
る
と
と
も
に
、
授
業
改
善
を

一
層
進
め
、
指
導
の
質
向
上
を
図
る
方

針
と
し
た
。
特
進
科
長
の
太
田
英
司
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
単
位
数
を
減
ら
す
こ
と
が
、
生
徒

の
学
力
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る

と
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
は

授
業
の
予
習
・
復
習
で
手
い
っ
ぱ
い
の

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
少
し
時
間
に
余

裕
が
生
ま
れ
る
分
、
生
徒
自
身
が
課
題

を
見
つ
け
て
そ
れ
に
取
り
組
む
よ
う
、

指
導
し
て
い
く
考
え
で
す
」

　
新
教
育
課
程
の
検
討
は
、
学
校
改
革

と
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
。

　「
新
教
育
課
程
を
検
討
す
る
中
で
気

づ
い
た
重
要
な
点
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
目
標
と
手
段

を
柔
軟
に
行
き
来
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
し
た
」（
大
沼
校
長
）

　
例
え
ば
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
に

つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
い
う
生

徒
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
「
教
育
の
重
点
」
に
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
」
を
追
記
す
る
と
と
も

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
か
か
わ
り
の
深
い「
地

理
総
合
」
を
１
年
次
に
配
置
し
た
。

　
ま
た
、
現
行
の
教
育
課
程
で
も
語
彙

力
や
読
解
力
を
重
視
し
て
き
た
が
、
そ

れ
ら
の
力
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
お
ら

ず
、教
科
学
習
の
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
教
育
の
重
点
」の
１
つ
に「
論

理
言
語
力
の
育
成
」
を
掲
げ
、「Literas

　

論
理
言
語
力
検
定
」（
＊
２
）
を
導
入

し
、
新
教
育
課
程
で
は
、
授
業
や
朝
学

習
の
時
間
に
検
定
用
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

な
ど
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。

「
就
職
で
学
校
推
薦
を
得
る
に
は
３
級

以
上
」「
大
学
進
学
で
学
校
推
薦
を
得

る
に
は
２
級
以
上
」
の
取
得
を
原
則
と

し
、
検
定
を
企
業
や
大
学
に
対
す
る
学

力
保
障
の
１
つ
と
す
る
考
え
だ
。

　
さ
ら
に
、
各
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
を

考
慮
し
て
新
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
、
す
べ
て

の
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
軸
を
ぶ
ら

さ
ず
に
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
に
合
わ
せ

た
教
育
活
動
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」（
細
野
教
頭
）

　
例
え
ば
、
国
語
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
探

究
コ
ー
ス
（
現
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
コ
ー

ス
）
と
キ
ャ
リ
ア
探
究
コ
ー
ス
（
現
・

幼
教
福
祉
コ
ー
ス
）
の
生
徒
は
、
就
職

試
験
や
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選

抜
で
志
望
理
由
書
な
ど
を
書
く
機
会
が

多
い
た
め
、
３
年
次
に
「
国
語
表
現
」

を
配
置
し
、
加
え
て
、「
文
学
作
品
に

触
れ
さ
せ
て
感
性
を
育
み
た
い
」
と
い

う
国
語
科
教
師
の
思
い
か
ら
、「
文
学

国
語
」
を
２
年
次
に
配
置
し
た
。
特
進

科
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
探
究
コ
ー
ス（
現・

進
学
教
養
コ
ー
ス
）
で
は
、
大
学
入
試

へ
の
対
策
と
し
て
、２・３
年
次
に
「
古

典
探
究
」
を
配
置
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
生
徒

の
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
え
る
た

め
、「
器
楽
」「
造
形
」「
実
践
英
会
話
」

「
韓
国
語
」「
消
費
者
教
育
」
な
ど
、様
々

な
学
校
設
定
科
目
を
設
置
し
た
。

　「
情
報
Ⅰ
」に
つ
い
て
は
、
様
々
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
同
科
目
に
お
け

る
学
習
内
容
の
高
度
化
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ａ
」
を

履
修
し
て
か
ら
の
方
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
デ
ー
タ
処
理
の
理
解
が
深
ま
る
と

い
っ
た
見
解
に
加
え
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
の
対
策
や
講
師
の
確
保
な
ど
の

点
も
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し
、
２
年

次
に
配
置
し
た
。
特
進
科
で
は
、
３
年

次
の
課
外
授
業
を
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習

内
容
と
連
動
さ
せ
る
方
針
だ
。

　
同
校
の
学
校
改
革
は
進
行
形
で
あ

り
、今
後
も
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
い

く
。例
え
ば
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、東
北
芸
術
工
科
大
学
と
連
携
し
、地

域
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
に
目
を
向
け

さ
せ
、自
分
ご
と
と
し
て
問
題
解
決
に
取

り
組
む
探
究
学
習
を
模
索
し
て
い
る
。常

に「
手
段
を
目
的
化
さ
せ
な
い
こ
と
」を

意
識
し
て
改
革
を
進
め
る
考
え
だ
。

　「
手
段
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
教
科

横
断
型
学
習
も
、
目
的
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
教
育

の
目
的
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に

あ
り
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に

意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
失
わ
ず

に
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
も
見
直
し
な
が
ら
、
学
校
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
」（
大
沼
校
長
）

各
科
・
コ
ー
ス
の
特
性
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成

手
段
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
に

学
校
改
革
を
継
続

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。　＊２　ベネッセコーポレーションの検定の１つ。社会で活躍するために必要な力を「語彙運用力」「情報理解力」「社会理解力」の３つの領域で育成・
測定する。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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２
０
１
７
年
度
、
山
梨
県
立
吉
田
高

校
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
検
討
し
、

高
校
３
年
間
を
通
し
て
８
つ
の
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
す

る「
吉
田
高
校
グ
ラ
デ
ュ
エ
―
シ
ョ
ン・

ポ
リ
シ
ー
（
吉
高
Ｇ
Ｐ
）」
を
策
定
し

た
（
図
１
）。
そ
し
て
、
そ
の
達
成
に

向
け
、
年
２
回
行
う
研
究
授
業
を
通
じ

て
授
業
改
善
を
図
っ
た
り
、
学
校
行
事

を
効
果
検
証
に
基
づ
い
て
精
選
し
た
り

と
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
質
向
上
を

推
進
し
て
き
た
。
廣ひ

ろ

瀬せ

志
保
教
頭
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
ま
ず
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
に
基
づ
き
、
現

行
の
教
育
課
程
で
生
徒
の
資
質
・
能
力

を
確
実
に
伸
ば
す
教
育
活
動
を
整
え
て

か
ら
、
そ
の
延
長
線
上
で
新
教
育
課
程

を
編
成
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
学
校
行
事

を
始
め
と
す
る
教
育
活
動
の
精
選
に
は

多
く
の
検
討
を
要
し
ま
し
た
が
、
そ
う

し
た
中
で
本
校
が
目
指
す
べ
き
方
向
が

明
確
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
な
学
校
改
革
の
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
て
教
師
の
姿
勢
が
大
き
く
変

わ
っ
た
と
、古
屋
勇は

や

人と

校
長
は
述
べ
る
。

 「吉田高校グラデュエーション・ポリシー（吉高ＧＰ）」図１

※学校資料を基に編集部で作成。

短所も含めて、自分を認める力を身に
つけます

自己肯定力

他者の意見を謙虚に聴く習慣を身につ
けます

傾聴力

事実を客観的に分析する習慣を身につ
けます 

分析力

物事を鵜呑みにせず、「何故か」を考え
る習慣を身につけます 

思考力

自分の考えを、わかりやすく他者に伝え
る方法を身につけます 

発信力

未来（結果）を考え、想像する力を身に
つけます 

想像力

課題を解決する方法を創造する力を身
につけます

創造力

自身の考えに基づき、行動する力を身
につけます

行動力

1

2

3

4

5

6

7

8

事例２

資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
教
育
目
標
に
基
づ
き
、

教
科
・
科
目
を
超
え
て
生
徒
の
成
長
を
支
え
る

山
梨
県
立
吉
田
高
校

２
０
１
７
年
度
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
学
校
教
育
目
標
を
策
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
改
善
し
て
き
た
山
梨
県
立
吉
田
高
校
。

そ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
教
師
間
の
共
通
認
識
を
土
台
に
、
教
科
・
科
目
の
枠
を
超
え
て
議
論
し
、

生
徒
の
さ
ら
な
る
成
長
を
支
え
る
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

新教育課程の
編成

教
育
目
標
を
生
徒
・
保
護
者
と
も

共
有
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す

10 高校版  2021 April

0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 10 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

03/24
引寺

念
校

04/02
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P10-13_view-next-koukou-4g.indd   10 2021/04/02   14:59



　「
教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
担
当
教
科
・

科
目
や
学
年
、
分
掌
な
ど
、
自
身
の
役

割
や
立
場
と
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
視
点
か
ら
、

教
育
内
容
が
生
徒
の
成
長
に
結
び
つ
い

て
い
る
か
を
自
然
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
３
年
間
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
俯
瞰
し
て
捉

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
臨
時
休

業
と
な
り
、
授
業
時
数
が
減
っ
た
際
に

も
、
冷
静
に
先
を
見
通
し
、
授
業
内
容

を
調
整
す
る
な
ど
の
対
応
が
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
校

を
志
望
す
る
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
に

も
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
説
明
す
る
。
吉
高
Ｇ

Ｐ
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
目
的
意
識
を

持
っ
て
生
き
生
き
と
学
ぶ
た
め
、
卒
業

後
の
進
路
面
も
、
地
域
の
期
待
に
十
分

に
応
え
る
実
績
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

　
新
教
育
課
程
編
成
の
検
討
に
お
い
て

も
、吉
高
Ｇ
Ｐ
は
そ
の
土
台
と
な
っ
た
。

　
20
年
５
月
、
教
務
主
任
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
、
各
教
科
主
任
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
（
以
下
、
Ｃ
Ｍ
委
員
会
）」
で
、

初
め
て
新
教
育
課
程
の
議
論
が
行
わ
れ

た
。
同
委
員
会
は
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
策
定

時
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組
織
だ
。ま
ず
、

古
屋
校
長
が
自
校
の
教
育
方
針
や
教
育

目
標
を
改
め
て
説
明
し
、
そ
れ
ら
を
検

討
の
土
台
と
す
る
よ
う
指
示
。
そ
れ
を

受
け
て
各
教
科
主
任
が
教
科
会
議
で
話

し
合
い
、
同
年
10
月
に
、
各
教
科
の
新

教
育
課
程
へ
の
要
望
を
Ｃ
Ｍ
委
員
会
が

取
り
ま
と
め
た
。

　「
１
学
年
の
総
単
位
数
は
最
大
42
単

位
ま
で
膨
ら
み
ま
し
た
が
、
各
教
科
・

科
目
に
は
現
行
の
教
育
課
程
の
単
位
数

を
維
持
し
た
い
と
い
う
思
い
が
当
然
あ

り
ま
す
か
ら
、想
定
内
の
結
果
で
し
た
。

『
こ
こ
か
ら
は
、
教
科
・
科
目
の
枠
を

超
え
て
、
全
校
で
生
徒
の
成
長
を
支
え

る
視
点
で
議
論
を
深
め
て
い
こ
う
』
と

呼
び
か
け
ま
し
た
」（
古
屋
校
長
）

　
検
討
す
る
上
で
重
視
し
た
の
は
、
３

年
間
の
学
び
を
通
じ
た
生
徒
の
成
長
と

い
う
縦
軸
と
、
教
科
連
携
に
よ
る
学
び

の
相
乗
効
果
と
い
う
横
軸
を
、
教
師
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
だ
っ
た
。
教
務

主
任
の
東

あ
ず
ま

一
孝
先
生
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
吉
高
Ｇ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
教
育
課
程

編
成
の
方
針
の
共
通
理
解
は
既
に
図
れ

て
い
た
た
め
、
す
ぐ
に
建
設
的
な
議
論

に
移
れ
ま
し
た
。
新
教
育
課
程
は
新
し

い
考
え
方
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
従
来
の
教
育
の
延
長
線
上
に
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
行
の
教
育
課
程

で
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
達
成
に
か
な
り
迫
れ
て

い
る
と
、
多
く
の
教
師
が
手
応
え
を
感

じ
て
お
り
、
現
行
の
教
育
課
程
の
よ
さ

を
で
き
る
限
り
生
か
す
こ
と
を
意
識
し

て
話
し
合
い
ま
し
た
」

　
東
先
生
は
、各
教
科
主
任
と
相
談
し
、

教
科
の
状
況
を
聞
い
た
上
で
Ｃ
Ｍ
委
員

会
で
の
検
討
内
容
を
説
明
。
教
科
会
議

と
Ｃ
Ｍ
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
を

行
き
来
し
、
単
位
数
を
調
整
し
た
。
そ

し
て
、
20
年
12
月
、
Ｃ
Ｍ
委
員
会
が
新

教
育
課
程
の
仮
案
を
作
成
（
Ｐ
．12
図

２
）。
そ
れ
を
基
に
、
さ
ら
に
議
論
と

調
整
を
重
ね
、
21
年
３
月
に
最
終
版
を

完
成
さ
せ
て
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
に

提
出
す
る
予
定
だ
。

校長

古屋勇人　ふるや・はやと

教職歴３６年。同校に赴任して１
年目。

教頭

谷内路久　やない・みちひさ

教職歴３３年。同校に赴任して１
年目。

教頭

廣瀬志保　ひろせ・しほ

教職歴２９年。同校に赴任して３
年目。

教務主任

東　一孝　あずま・かずたか

教職歴２９年。同校に赴任して１９
年目。英語科。

「総合的な探究の時間」担当

木下花子　きのした・はなこ

教職歴１９年。同校に赴任して５
年目。国語科。

理数科担任

有野将太　ありの・しょうた

教職歴７年。同校に赴任して３
年目。数学科。

設立　１９３７（昭和12）年
形態　全日制／普通科・理数科／共学
生徒数　１学年約２４０人
2021 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、
東北大、筑波大、お茶の水女子大、東京大、山梨
大、京都大、大阪大などに 97人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、早稲田大、同志社大などに
延べ 573人が合格。

学校概要

全
校
で
生
徒
を
育
む
視
点
で
、

教
科
・
科
目
の
枠
を
超
え
て
議
論

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。
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同
校
の
新
教
育
課
程
の
特
徴
や
議
論

の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
く
。

　
特
徴
は
、
現
行
の
教
育
課
程
の
方
針

を
継
承
し
つ
つ
、
探
究
学
習
を
軸
に
各

教
科
・
科
目
の
連
携
を
発
展
さ
せ
た
点

だ
。
富
士
山
を
間
近
に
望
む
同
校
は
、

02
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）

の
時
間
」
で
、
富
士
山
や
富
士
吉
田
市

を
題
材
と
し
た
探
究
学
習「
富
士
山
学
」

を
実
施
し
て
い
る
。
生
徒
は
、「
自
然
・

環
境
」「
歴
史
・
文
化
」
な
ど
の
５
分

野
か
ら
１
つ
を
選
ん
で
探
究
を
深
め

る
が
、い
ず
れ
の
分
野
で
も
富
士
山
の

山梨県立吉田高校　2022年度入学者　教育課程　検討案図２

注１）「＊」は学校設定科目。　注２）「★」は長期休業中などに実施する科目。　注３） (　) は生徒からの申告により認定
される単位。　※学校資料を基に編集部で作成。

教科 科目
標準
単位
数

１年 ２年 3 年

普通科 理数科
普通科 理数科 普通科 理数科

文系 理系 文系 理系 文系 理系 文系 理系

国語

現代の国語 2 2 2
言語文化 2 2 2
論理国語 4 3 2 2 2 2 2
文学国語 4 3 3 2 2 3 3 3
国語表現 4 2
古典探究 4 2
＊古典講読
＊国語研究 2 2

地理
歴史

地理総合 2 2 2
地理探究 3
歴史総合 2 2 2
日本史探究 3 3 2 2 4
世界史探究 3 3 2 2 4
＊学校設定日本史 2
＊学校設定世界史 2
＊日本史研究 2
＊世界史研究 2

公民
公共 2 2 2
倫理 2 3 3 3 3
政治・経済 2 2 2 2 2 1 1

数学

数学Ⅰ 3 3
数学Ⅱ 4 1 3 4
数学Ⅲ 3 3
数学 A 2 2
数学 B 2 2 2
数学 C 2 1 1 1
＊総合数学α 3
＊総合数学β 2
＊総合数学γ 3

理科

物理基礎 2 2
物理 4 3 4
化学基礎 2 2
化学 4 3 4
生物基礎 2 3 2
生物 4 3 4
地学基礎 2 2
地学 4
科学と人間生活 2
＊理科特論 4

保健
体育

体育 7 〜 8 3 3 2 2 2 3 3 3
保健 2 1 1 1 1 1
＊体育実践 3

芸術

音楽Ⅰ 2 2 2
音楽Ⅱ 2 1
音楽Ⅲ 2
美術Ⅰ 2 2 2
美術Ⅱ 2 1
美術Ⅲ 2
書道Ⅰ 2 2 2
書道Ⅱ 2 1
書道Ⅲ 2
＊芸術探究 3
素描 2
ソルフェージュ 2
＊応用書道 2

外国語

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 5 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4
論理・表現Ⅰ 2 2 2
論理・表現Ⅱ 2 2 2 2
論理・表現Ⅲ 2 3 3 3
＊英語特論 2

家庭

家庭基礎 2 2 2 2
家庭総合 4
生活デザイン 4
フードデザイン 2
＊ライフサポート 2

情報
情報Ⅰ 2 2 2
情報Ⅱ 2

理数

理数数学Ⅰ 6 4
理数数学Ⅱ 8 2 4 4 7
理数数学特論 6 2 2
理数物理 6 3 3 3
理数化学 6 2 1 3 3
理数生物 6 3 3 3
理数地学 6
★理数探究 2 ★ 1 ★ 1
＊理数理科特論 3

校外学修 ＊ボランティア活動 （1） （1） （1） （1） （1） （1） （1） （1）

特活 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 1

総合的な探究の時間 3 〜 6 1 1 1 1 1 1 1

合計単位数 35 36 35 35 36 36 35 35 35 35

探
究
学
習
を
軸
に
、
各
教
科
・

科
目
が
連
携
す
る
学
び
を
目
指
す
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地
形
や
地
質
の
知
識
が
必
要
と
な
る
た

め
、
新
教
育
課
程
で
は
普
通
科
の
１
年

次
に
「
地
学
基
礎
」
を
配
置
し
た
上
で
、

理
科
の
他
科
目
の
配
置
を
検
討
し
た
。

　「
情
報
Ⅰ
」
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
の
出
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る

点
を
踏
ま
え
、
２・
３
年
次
で
の
配
置

も
考
え
た
。
し
か
し
、「
情
報
Ⅰ
」
は
、

数
学
や
地
理
、
さ
ら
に
は
探
究
学
習
と

連
携
さ
せ
た
学
び
が
で
き
る
と
考
え
、

普
通
科
で
は
１
年
次
に
配
置
し
た
。

　
同
校
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
提
供
す

る
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
）」（
＊
１
）
を
活
用
し
て
学
習

を
行
う
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ 

de 

地
域
探
究

実
践
校
」
で
あ
り
、
20
年
12
月
、
内
閣

府
主
催
の
成
果
発
表
会
で
、
生
徒
は
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
探
究
学
習
の
成

果
を
発
表
し
た
。「
情
報
Ⅰ
」
は
他
の

学
び
と
関
連
づ
け
て
発
展
さ
せ
た
い

と
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
担
当

の
木
下
花
子
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
が
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
様
子

を
見
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
全
生

徒
に
必
須
の
素
養
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

『
数
学
Ⅰ
』
や
『
情
報
Ⅰ
』
で
得
た
知

識
と
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
を
、『
富
士

山
学
』
で
連
携
さ
せ
、
横
断
的
な
学
び

に
発
展
さ
せ
て
い
く
計
画
で
す
」

　
理
数
科
で
は
、
１・
２
年
次
に
各
１

単
位
の
「
理
数
探
究
」
を
配
置
し
た
。

生
徒
各
自
の
関
心
に
基
づ
い
て
数
学
や

理
科
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
地
元
の
企
業
や
研
究
所
、
大
学
と

協
働
し
て
探
究
を
進
め
、
大
学
で
の
学

び
に
つ
な
が
る
よ
う
に
す
る
。
理
数
科

担
任
の
有あ

り

野の

将
太
先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
現
行
の
教
育
課
程
で
は
、『
課
題
研

究
』
で
、
数
学
や
理
科
の
枠
を
超
え
た

横
断
的
な
探
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。『
理

数
探
究
』
で
は
、
地
域
の
連
携
先
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
探
究
を
深
め
て
い
く

予
定
で
す
」

　
科
目
構
成
が
大
き
く
変
わ
る
国
語
で

も
、
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
た
。
現
行

の
教
育
課
程
で
「
国
語
総
合
」
を
１
年

次
に
５
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
初
、「
現
代
の
国
語
」
２
単
位
、「
言

語
文
化
」３
単
位
を
考
え
た
。
し
か
し
、

他
教
科
・
科
目
の
単
位
数
を
考
慮
し
て

再
検
討
し
、
最
終
的
に
「
言
語
文
化
」

を
２
単
位
と
し
た
。

　「
そ
の
分
、
例
え
ば
、
手
紙
の
書
き

方
は
、『
富
士
山
学
』
で
関
係
者
へ
の

礼
状
を
書
く
際
に
指
導
す
る
な
ど
、
他

教
科
・
科
目
と
連
携
し
て
補
完
す
る
計

画
で
す
。
本
校
で
は
、
学
年
主
任
や
教

務
主
任
が
中
心
と
な
っ
て
有
機
的
に
教

育
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
他
学
年
・

教
科
に
相
談
し
や
す
い
と
い
う
強
み
が

あ
り
ま
す
」（
木
下
先
生
）

　
数
学
で
は
、「
数
学
Ｃ
」
の
扱
い
が

論
点
と
な
り
、
現
時
点
で
は
、
普
通
科

文
系
は
２
年
次
に
１
単
位
、理
系
は
２・

３
年
次
に
各
１
単
位
の
配
当
と
し
た
。

　
新
教
育
課
程
の
完
成
後
は
、
学
習
評

価
の
検
討
に
移
行
す
る
予
定
だ
。
観
点

別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
に
向
け

て
、吉
高
Ｇ
Ｐ
の
８
つ
の
力
を
、「
知
識・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観

点
に
落
と
し
込
む
。

　
多
面
的
評
価
の
拡
充
も
図
る
。
20

年
度
に
受
験
し
た
ベ
ネ
ッ
セ
の「G

PS-
Academ

ic
」（
＊
２
）
の
結
果
に
よ
っ

て
、
教
師
が
経
験
則
で
捉
え
て
い
た
生

徒
の
成
長
が
可
視
化
さ
れ
た
。そ
こ
で
、

21
年
度
か
ら
同
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
本
格

的
に
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
と
、
谷や

内な
い

路み
ち
ひ
さ久
教
頭
は
語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
到
達
度
は
、

自
己
評
価
を
基
に
測
っ
て
い
ま
し
た
。

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
一
層
推
進

す
る
た
め
に
も
、『G

PS-Academ
ic

』

な
ど
の
客
観
的
指
標
で
も
効
果
検
証
を

行
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

評
価
方
法
を
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
が
可
能

に
な
り
、
教
科
横
断
的
な
学
び
の
充
実

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
今
後
、
地
域
や
大
学
な
ど

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
持
続
可
能

な
教
育
活
動
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

　「
学
校
だ
け
に
利
点
の
あ
る
連
携
は
、

長
続
き
し
ま
せ
ん
。
地
域
や
大
学
な
ど

と
連
携
す
る
中
で
、
本
校
の
生
徒
に
対

す
る
学
校
外
の
評
価
を
把
握
し
、
本
校

が
目
指
す
生
徒
像
が
本
当
に
社
会
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
問
い
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
視
点
を
反
映
さ
せ
た
教
育
活
動

を
行
い
、
地
域
や
社
会
に
と
っ
て
真
に

有
為
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」（
古
屋
校
長
）

単
位
数
の
減
少
を

教
科
・
科
目
間
で
連
携
し
て
補
完

新
教
育
課
程
に
応
じ
た

学
習
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

＊１　Regional Economy Society Analyzing System の略。産業構造や人口動態、人の流れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化するシステム。地方創生の様々
な取り組みを情報面から支援するために、経済産業省と内閣官房が提供している。　＊２　ベネッセのアセスメントの１つで、問題発見・解決に必要な３つの思考力
( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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解説

新
教
育
課
程
編
成
で

必
要
な
視
点
・
考
え
方

多
く
の
学
校
で
、
既
に
２
０
２
２
年
度
入
学
生
の
教
育
課
程
の
編
成
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
５
〜
６
月
に
公
開
さ
れ
る
予
定
の
検
定
済
み
教
科
書
見
本
の
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
編
成
案
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
視
点
や
考
え
方
に
つ
い
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
文
教
総
研
が
解
説
す
る
。

ベ
ネ
ッ
セ
文
教
総
研

所
長西

島
一
博

解説

新たな科目が設置される教科の

検討ポイント
新教育課程編成で鍵となるのが、新学習指導要領で新たな科目

が設置される教科です。ここでは、国語、地理歴史・公民、数学、

情報の検討ポイントを解説します。

国語 選択科目を
どう組み合わせるか

国語は、「実社会に必要な言語能力の育成」と「伝統的な言語
文化に対する理解」という２つの観点で科目が再編成され（図
１）、「論理国語」「文学国語」「国語表現」「古典探究」が選択
科目となりました。選択科目のうち、どの科目をどの年次で履
修させるかが検討ポイントです。育成を目指す資質・能力を踏
まえつつ、大学進学者の多い学校では、「論理国語」「古典探究」
を高校２年次から３年次に履修、就職者の多い学校では、就職
後に生かせる表現力の育成を目的として「国語表現」を履修さ
せるといった考え方ができます。

ベネッセ
文教総研

国語の必履修科目、選択科目と、その接続関係

必履修科目

現代の国語

言語文化

実社会に必要な言語能力の育成

伝統的な言語文化に対する理解

選択科目

論理国語

国語表現

文学国語

古典探究

図１
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※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」速
報結果（回答者233人）より。

標準単位数で実施

31実施しない

53
8

8
減単して実施

学校設定科目で代替

（%）

地理歴史・公民 必履修科目の「地理総合」「歴史総合」
「公共」をどの年次で履修するか

成年年齢の引き下げなどを踏まえて、「公
共」は原則１・２年次で履修することと
されています。地理歴史での探究的な学
びを深めるため、選択科目の「地理探究」

「日本史探究」「世界史探究」を履修させ
たい学校は、低学年次に必履修科目を
修了させたいところですが、「地理総合」
と「公共」は、２年次で履修という学校
も少なくありません（データ１）。

必履修科目の履修予定年次データ１

82

46 47 4

43 52

14 3
1

2

4
1

歴史総合

地理総合

公共

■1年次
■2年次
■3年次
■その他

（％）

歴史総合

地理総合

公共

文
系

理
系

81

47 45 6

44 52

16 3
0

2

4
0

※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」速報結果（回答者233人）
より。

数学 文系における「数学Ｃ」の
履修の有無

2025 年度大学入学共通テストの出題科目として検
討されている「数学Ⅱ、数学 B、数学 C」が、「数
学Ｂ」の２項目の内容（数列、統計的な推測）及び「数
学Ｃ」の２項目の内容（ベクトル、平面上の曲線
と複素数平面）に対応した出題とし、そのうち３
項目の内容の問題を選択して解答させることとし
ている点から、文系における「数学Ｃ」の取り扱
いがポイントの１つになります（データ２）。

文系における「数学C」の取り扱いデータ2

※ウェブセミナー「今から始める新教育課程『情報』の準備」第１回
申し込み者のアンケート結果（回答者207人）より。

１年次

50

16

8
1

1

21

3
未定

（%）その他

１・２年次に
またがって履修
２・３年次に
またがって履修

２年次
３年次

情報 必履修科目の「情報Ⅰ」を
どの年次で履修するか

必履修科目「情報Ⅰ」の履修年次は、１年次とす
る学校が多いようです（データ３）。「公共（情報
モラル）」「数学Ⅰ（データの分析）」などの他科
目や、「総合的な探究の時間」と連携させられる
ことが利点です。一方で、大学入学共通テストの
出題科目として検討されている点を踏まえると、
２年次以降も継続して「情報Ⅰ」の内容を踏まえ
た学習を続けられる工夫が求められます。

「情報Ⅰ」の履修予定年次データ3

「公共」同様、成年年齢の引き下げなどを踏まえて１・２年次の履修が求められる「家庭基礎」の履
修年次、４技能５領域（「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」）
の充実を図る英語の履修パターンなども、検討ポイントとして挙げられます。

その他にも

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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履
修
科
目
・
年
次
検
討
時
の

３
つ
の
視
点

新
学
習
指
導
要
領
で
新
た
な
科
目
が
設
置
さ
れ
る
教
科
を
中
心
に
、今
後
、履
修
科
目・

年
次
の
検
討
を
行
う
際
に
重
要
と
な
る
視
点
と
し
て
、
次
の
３
つ
を
提
示
し
ま
す
。

視点1
自校で育成を目指す資質・能力から考える

教育課程の編成にあたっては、新学習指導要領に「学校教育全体や各
教科・科目等における指導を通して育成を目指す資質・能力を踏まえ
つつ、各学校の教育目標を明確にする」とあるように、資質・能力の
３つの柱を踏まえて、自校で育成を目指す資質・能力を教育目標とし
て定め、その実現のために必要な各教科・科目等の教育内容を組織す
ることが求められます。すなわち、教育目標として掲げる資質・能力
を育成する教育課程になっているかどうかという視点が重要で、「ど
の科目が、目標とする資質・能力の育成に寄与するか」「何年次に履
修させると、その資質・能力を最も向上させることになるか」などと
問いかけながら、履修科目や履修年次を検討するとよいでしょう。

育成を目指す資質・能力として、資質・能力の３つの柱と
OECDの「非認知スキル」を設定。各科・コースの特徴を生
かした教育課程とするため、就職試験や総合型選抜・学校推
薦型選抜で志望理由書などを書く機会が多いコースでは、３
年次に「国語表現」を履修させるようにし、大学入試受験者
が多い科・コースでは、２・３年次に「古典探究」を履修さ
せるようにした。さらに、土曜日の授業を課外にすることで
部活動に参加しやすくするなどの改革を推進する。
� 【詳細はP.6〜 9】

育成を目指す資質・能力（吉高GP）を踏まえ、現行の教
育課程のよさをできる限り生かしながら、３年間の学び
を通じた生徒の成長という縦軸と、教科連携による学び
の相乗効果という横軸を意識して教育課程を編成。その
特徴の１つとして、富士山や富士吉田市を題材とした「総
合的な探究の時間」（「富士山学」）を軸に、「地学基礎」「情
報Ⅰ」「理数探究」を１年次に履修させるようにするなど、
各教科・科目の連携を発展させた点が挙げられる。

【詳細はP.10〜 13】

卒業後に就職する生徒も多い本校は、
育成を目指す資質・能力として「表現力」を掲げているので、

「国語表現」を履修させよう

自校で育成を目指す資質・能力の１つである
「情報活用能力」は、低学年次から育成したいので、

「情報Ⅰ」は１年次に履修させたい

事例１ 山形県・私立山形城北高校 事例２ 山梨県立吉田高校

３つの視点を踏まえて改めて見る、本特集の事例
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生
徒
が
自
由
に
使
え
る
可
処
分
時
間
の
確
保
や

教
師
の
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
な
ど
も
考
え
る

と
、
教
育
課
程
編
成
で
「
で
き
る
こ
と
」
の
限
界

を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
教
育
課

程
を
含
む
教
育
活
動
の
総
体
で
実
現
さ
れ
る
も
の

で
す
。ど
の
よ
う
な
資
質・能
力
を
、ど
の
時
期
に
、

ど
の
分
野
・
単
元
に
お
い
て
、
ど
ん
な
指
導
・
教

育
活
動
を
通
じ
て
育
成
す
る
の
か
を
、
シ
ラ
バ
ス

な
ど
に
整
理
を
し
て
、
そ
れ
を
教
師
・
生
徒
が
共

有
し
、さ
ら
に
学
習
評
価
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

教
育
課
程
は
真
に
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
ま
で
１
年
を
切
っ
た
今
、
教

育
課
程
に
命
を
吹
き
込
む
取
り
組
み
が
、
各
校
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
課
程
の

確
定
に
向
け
て

大
切
に
し
た
い
こ
と

３
つ
の
視
点
と
と
も
に
、
各
年
次
の
総
単
位

数
や
教
員
配
置
な
ど
の
観
点
も
踏
ま
え
て
調

整
し
な
が
ら
、
教
育
課
程
を
確
定
さ
せ
る
上

で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

視点2視点3
「総合的な探究の時間」を要に

教科等横断的に考える
生徒の希望進路の実現から

考える

各教科間はもちろん、新学習指導要領解説総則編
に「総合的な探究の時間において教科等の枠を超
えた横断的・総合的な学習が行われるようにする
ことなど、教科等間のつながりを意識して教育課
程を編成することが重要」とあるように、「総合的
な探究の時間」を要に各教科等を有機的につなぐ
ことができれば、自校が教育目標に掲げる資質・
能力を育成する教育課程の実現に近づくでしょう。

「総合的な探究の時間」×「数学Ⅰ」×
「公共」×「情報Ⅰ」

「総合的な探究の時間」でデータの分析方法や情報モ
ラルといったスキルや知識が必要になるため、それ
らが学べる「数学Ⅰ」（データの分析）、「公共」（情
報モラル）、「情報Ⅰ」は１年次に履修させる。

「情報Ⅰ」×「数学Ａ」
「情報Ⅰ」の「コンピュータとプログラミング」の内
容に含まれる「モデル化とシミュレーション」は、「数
学Ａ」の「場合の数と確率」と関連が深いことから、「情
報Ⅰ」は１年次に履修させる。

教育課程は、生徒の希望進路の実現を支援するもの
でもあることから、その編成においては、就職先の
仕事の実態や業界の課題を理解したり、進学先とな
る大学などの選抜試験で課される科目を確認した
りすることなどを通じて、生徒の進路先でどのよう
な資質・能力が必要とされているのかを把握するこ
とが重要です。「国語の選択科目は、大学入試で課
されると予想される『論理国語』『古典探究』を履
修させる」「国公立大学志望者が多い本校は、大学
入学共通テストの出題科目として検討されている
『数学Ｃ』を、文系も履修させる」といった方針を
打ち出している学校もありますが、入試科目は、大
学での学びや社会において、どのような資質・能力
が必要なのかを伝える、大学からのメッセージです。
入試で必要とされるからということだけではなく、
その科目を入試で課すことを通じて、生徒のどのよ
うな資質・能力を見ようとしているのかを教師間で
理解した上で、視点１や視点２も踏まえて、教育課
程に組み込むことが求められます。

例

例

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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―
先
生
方
が
考
え
る
理
想
の
学
習
評

価
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
課
題
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

内
堀
　学
習
評
価
の
役
割
は
、生
徒
の

学
習
の
状
況
や
成
果
を
、教
師
が
的
確

に
把
握
し
、
授
業
改
善
等
に
役
立
て
る

こ
と
、そ
し
て
、生
徒
が
自
身
の
学
習
状

況
を
メ
タ
認
知
し
、次
な
る
学
習
に
つ

な
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。絶

対
評
価
や
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
は

現
行
課
程
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
校
で
学
習
評
価
と
言
え
ば
、相
対
評

価
を
思
い
浮
か
べ
る
教
師
が
現
在
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　偏
差
値
な
ど
の
相
対
的
な
指
標
は
、

進
路
指
導
等
に
お
け
る
活
用
の
仕
方
次

第
で
、
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
に
寄
与
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
そ
の
指
標
に
よ
っ
て
生

徒
は
、
時
に
保
護
者
や
教
師
の
期
待
に

応
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
苦
し
み
、

学
習
意
欲
や
自
己
肯
定
感
を
低
下
さ
せ

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
偏
差
値

や
大
学
合
格
実
績
を
偏
重
す
る
評
価
観

を
改
め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
次
の
学

び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
評
価
観
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野

　生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、
一

生
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
み

た
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の
教
師
の
本

音
で
す
。
評
価
と
し
て
必
要
な
の
は
、

極
論
を
言
え
ば
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
そ
の
結
果
、
自

身
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
、
目
標
や
理
想
の
実
現
に
向
け
て
進

ん
で
い
く
た
め
の
教
師
と
生
徒
の
対
話

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
身
の
歩
み

を
記
録
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
を

基
に
、
教
師
は
生
徒
の
学
び
を
ど
れ
だ

け
支
援
で
き
る
か
が
、
学
習
評
価
と
し

て
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

土
屋
　学
校
行
事
や
部
活
動
で
実
績
を

上
げ
る
こ
と
と
、
学
習
で
成
果
を
上
げ

る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
等
し
く
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

進
学
実
績
の
方
に
価
値
を
置
く
教
師
や

保
護
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
価
値
観
を
変
え
る
こ
と
に
加
え
て
、

た
と
え
思
う
よ
う
な
結
果
を
出
せ
な
く

て
も
、
自
身
で
目
標
達
成
に
向
け
て
努

力
し
た
姿
勢
や
、
周
囲
と
協
働
し
て
取

り
組
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
資
質
・
能
力
に
価
値
が
あ
る
と
い
っ

た
認
識
を
、
学
校
や
家
庭
で
共
有
す
る

こ
と
が
、
評
価
観
を
変
え
る
第
一
歩
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
村
　学
習
評
価
は
、
学
校
外
で
設
定

さ
れ
た
尺
度
に
生
徒
を
あ
て
は
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
が
何
を
目

指
す
の
か
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
育
っ

て
ほ
し
い
の
か
を
、
教
師
や
保
護
者
、

そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
共
通

理
解
の
下
に
設
定
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
生
徒
が

前
向
き
に
な
れ
た
の
か
、
教
師
が
生
徒

長
野
県
「
学
び
の
指
標
」
か
ら
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
と
は

新
教
育
課
程
編
成
の
次
な
る
課
題
と
し
て
、
多
く
の
学
校
・
教
師
が
挙
げ
る
の
が
、
学
習
評
価
だ
。

長
野
県
は
２
０
２
１
年
度
、
県
立
中
学
校
・
高
校
で
「
学
び
の
指
標
」
を
試
行
す
る
。
検
討
に
か
か
わ
っ
た
教
師
や
外
部
有
識
者
た
ち
が
振
り
返
る
、

学
び
の
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
の
同
指
標
作
成
の
背
景
や
経
緯
、お
よ
び
今
後
の
展
望
に
耳
を
傾
け
、こ
れ
か
ら
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

本特集テーマの

生
徒
が
自
己
の
変
容
を

実
感
で
き
る
評
価
が
重
要
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を
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
何
度
も
問
う
べ
き

で
す
。

　
一
方
で
、
社
会
で
生
き
て
い
く
限
り
、

常
に
周
囲
か
ら
の
評
価
が
つ
き
ま
と
い

ま
す
。そ
の
意
味
で
は
、ど
う
す
れ
ば
周

り
か
ら
自
身
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の

か
、前
向
き
に
考
え
る
マ
イ
ン
ド
や
ス

キ
ル
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。生
徒

は
理
想
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

い
る
こ
と
を
教
師
に
評
価
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
め
、教
師
は
そ
れ
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
る
と
い
っ
た
関
係
づ
く

り
も
、
課
題
の
１
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
長
野
県
で
は
、
ま
さ
に
今
挙
げ
ら

れ
た
課
題
に
取
り
組
み
、
学
習
評
価
の

あ
り
方
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

伺
い
ま
し
た
。

内
堀
　
本
県
で
は
、
２
０
１
９
年
に

外
部
有
識
者
や
県
内
の
校
長
か
ら
成

る
「
学
び
の
指
標
検
討
会
」
を
立
ち
上

げ
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
評
価
が
必
ず
し

も
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
も
の
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
意
識

に
基
づ
き
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
整
理
し
て
、
学
び
の
成
果
を
適
切

に
測
る
指
標
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
て
と
り
ま
と
め
た
新

し
い
「
学
び
の
指
標
」
は
、そ
の
導
入・

活
用
に
よ
っ
て
、
生
徒
個
人
と
社
会
の

W
ell-being

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指
標
な
の

で
し
ょ
う
か
。

内
堀
　「
学
び
の
指
標
」で
は
、
全
県
共

通
質
問
と
学
校
独
自
質
問
を
設
定
し
、

生
徒
に
「
自
分
自
身
を
ど
う
見
る
か
」

「
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
」
を
問
い
ま
す
。

　
全
県
共
通
質
問
は
、県
全
体
の
学
び

の
充
実
度
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
自
分
な
り
の
価
値
観
や
考
え
方
を

も
っ
て
い
る
」「
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
き
た
い
か
を
考
え
て
い

る
」「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
う
」の
３
つ
で
す
。学
校
独
自
質
問
は
、

各
校
が
生
徒
と
と
も
に
学
校
教
育
目
標

や
特
色
に
応
じ
た
内
容
を
設
定
し
ま
す

（
Ｐ
．20
図
）。

　
生
徒
に
対
し
て
は
、
面
談
や
日
常
の

対
話
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
や
保
護

者
と
も
「
学
び
の
指
標
」
の
理
念
と
活

用
方
法
を
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
本
指

標
は
あ
く
ま
で
も
生
徒
の
自
己
評
価
に

用
い
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
、
各
教
科・

科
目
の
評
価
・
評
定
に
用
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
課
程
の
見
直
し

や
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
た
検
討
時

の
活
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

―
21
年
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
学

校
現
場
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ

り
ま
し
た
か
。

内
堀
　
検
討
過
程
で
は
、高
校
以
外
に

も
、大
学
や
専
門
学
校
、中
学
校
、企
業
、

若
者
の
自
立
支
援
を
行
う
団
体
な
ど

と
、広
く
語
り
合
い
ま
し
た
。学
校
だ
け

を
変
え
て
も
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い

広
島
県
・
私
立
英
数
学
館
中
学
・
高
校

　副
校
長

土
屋
俊
之 

つ
ち
や
・
と
し
ゆ
き

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
学
び
の

指
標
検
討
会
」
に
実
践
発
表
・
助
言
者
と
し
て
ゲ
ス

ト
参
加
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

　主
席
研
究
員

小
村
俊
平 

こ
む
ら
・
し
ゅ
ん
ぺ
い

「
学
び
の
指
標
検
討
会
」
座
長
。

長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

高
校
改
革
推
進
役

内
堀
繁
利 

う
ち
ぼ
り
・
し
げ
と
し

長
野
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
長
、
長
野
県
上
田

高
校
校
長
等
を
経
て
、
現
職
。
中
央
教
育
審
議
会
「
新

し
い
時
代
の
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
Ｗ
Ｇ
」
委
員

等
も
務
め
る
。

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

副
教
頭

佐
野
和
之 
さ
の
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。「
学
び
の

指
標
検
討
会
」
に
実
践
発
表
・
助
言
者
と
し
て
ゲ
ス

ト
参
加
。

個
人
と
社
会
の

W
ell-being

を
目
指
す

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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か
と
い
う
こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
、

個
性
を
尊
重
す
る
と
い
っ
た
価
値
観
を
、

学
校
だ
け
で
な
く
、地
域
社
会
に
も
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
れ

が
学
校
教
育
を
変
え
る
土
壌
に
も
な
る

と
い
う
考
え
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
そ
の
理
念
に
は
誰
し
も
賛
同

し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
が
、
実
際
の
運

用
方
法
や
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
指

摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
例
え
ば
、「
評
価
観
の
転
換
は
、

指
標
を
作
れ
ば
実
現
す
る
よ
う
な
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
」「
指
標
の
質
問
自

体
に
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
る
生
徒
も

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指
摘

で
す
。
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
引
き
続
き
関
係
者
と
対
話
を

重
ね
て
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
運
用
方
法
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

―
「
学
び
の
指
標
」
で
は
、
褒
め
て

励
ま
す
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
学
習
状
況
が
芳
し
く
な
い
生

徒
に
は
、
ど
う
い
っ
た
支
援
を
想
定
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

内
堀
　
長
野
県
の
学
び
の
改
革
で
は
、

学
習
者
で
あ
る
生
徒
主
体
の
学
び
へ
の

転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
学
び
の
指

標
」
で
も
、
叱
咤
や
方
向
づ
け
で
は
な

く
、生
徒
と
教
師
が
対
話
す
る
中
か
ら
、

生
徒
が
自
分
な
り
の
答
え
を
見
い
だ
す

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野
　
経
験
が
豊
か
な
教
師
ほ
ど
、
生

徒
個
々
に
応
じ
た
指
導
を
し
ま
す
が
、

自
身
の
考
え
を
生
徒
に
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
て
生
徒
に
今

後
の
自
身
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
る
支

援
が
基
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
堀
　
自
立
と
は
、
自
分
の
人
生
に
責

任
を
持
ち
、
自
分
で
判
断
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
他
者

が
一
方
的
に
要
求
や
評
価
を
押
し
つ
け

て
、
自
立
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が

問
題
で
す
。

小
村
　「
学
び
の
指
標
」
を
ノ
ウ
ハ
ウ

と
し
て
捉
え
る
と
、「
褒
め
て
励
ま
す

指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
受

け
止
め
が
ち
で
す
。
し
か
し
、「
生
徒

の
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
喚
起
す
る
」

と
い
う
理
念
を
押
さ
え
ら
れ
れ
ば
、
支

援
は
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
よ
い
こ

と
が
分
か
る
は
ず
で
す
。大
切
な
の
は
、

自
己
効
力
感
や
成
長
の
手
応
え
に
結
び

つ
く
評
価
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
学
び
の
指
標
」
が
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
あ
り
方
を
、
教
師
が
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

内
堀
　「
学
び
の
指
標
」
は
、
各
校
の

目
標
や
実
情
に
応
じ
て
運
用
さ
れ
ま

す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
関
連
づ
け
て
「
学
び
の
指
標
」
を

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。「『
学
び
の
指
標
』
の
考
え

方
は
未
来
の
担
い
手
で
あ
る
生
徒
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
で
あ
る
」
と
共
鳴

し
て
も
ら
え
る
学
校
を
県
立
校
以
外
に

も
増
や
す
こ
と
も
、今
後
の
課
題
で
す
。

土
屋
　
学
校
外
に
も
「
学
び
の
指
標
」

が
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き

て
い
く
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育

成
に
努
め
る
学
校
に
、
よ
り
光
が
あ
た

れ
ば
、
同
様
の
志
を
持
っ
て
教
育
活
動

に
励
む
全
国
の
教
師
を
勇
気
づ
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 学校独自質問の参考例（抜粋）図

※「長野県立中学校・高等学校　新しい『学びの指標』」を基に編集部で作成。
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/goannai/kaigiroku/r2/
teireikai/documents/1071_h4.pdf

質問項目の例 質問の例 出典

リ
テ
ラ
シ
ー

読解力・
表現力

目的に応じて文 章を読 み、
内容を解釈して自分の考え
を広げたり深めたりしている

国立教育政策研究所　全
国 学 力・学 習 状 況 調 査　
生徒質問紙　一部抜粋

科学的
考察力

現象を科学的に説明するこ
とができる

国立教育政策研究所　生
徒の学習到達度調査（PISA）
2018 年調査国際 結果の
要約　一部改

データと証拠を科学的に解
釈することができる

学
ぶ
力
・
学
び
を

支
え
る
力

探究力・
論理的
思考力

目の前にある課題やその解
決のための内容を論理的に
掘り下げて考えている

福島県立ふたば未来学園
高校　ふたば未来学園で
育てたい力（人材育成要件・
ルーブリック）　一部改

「自分軸」
の確立

自分の価値観、考え方、態度・
行動などを見つめ、整理し、
自分の言葉で説明すること
ができる

学校法人嘉悦学園　かえ
つ有明中・高校　６年間
で身につける知識と資質・
能力　参考

社
会
性

キャリア
デザイン力

これから先、どのように生き
ていきたいかを考えている 杉 並 区 教 育 委 員 会　 杉

並区立済美教育センター　
平成 31 年 度 杉並区　特
定の課 題に対する調 査、
意識・実態調査報告書

シチズン
シップ・

社会貢献
への能動性

日本や世界で問題になって
いることについて、自分なり
の考えを持っている

自
他
を

認
め
る
力

自己効力感
自分で社会を変えられると思
う

日本財団　18歳意識調査
第 20 回社会や国に対す
る意識調査詳細版（日本）
一部改

学
校
外
に
も
「
学
び
の
指
標
」
が

浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
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進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 22

P. 26

P. 30

P. 34

P. 38

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

埼玉県立鴻
こうの

巣
す

高校

改革の歯車を回し続けるために、
教師一人ひとりの当事者意識を育む

秋田県立湯沢高校

育成を目指す資質・能力の設定と実践
生徒の実態から育成を目指す資質・能力を設定し、
科目別ルーブリックで授業改善を図る

大阪府・私立興
こ う こ く

國高校

組織的な学校改革
全教師によるボトムアップの改革で、学校存続の危機を乗り越え、
一人ひとりの希望進路を実現

北海道・私立札幌光星中学校・高校　高３学年団

進路指導ストーリーの共有を徹底
大所帯でも「温度差」なし

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

学校の危機管理の基本

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
１
８
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年 

を
迎
え
た
埼
玉
県
立
鴻
巣
高
校
で
は
、

永
井
一
博
校
長
の
下
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
の
設
定
と
教
科
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
、
そ
し
て
、
指
導
と

評
価
を
つ
な
げ
る
教
育
活
動
全
体
の
改

革
が
進
行
中
だ
。
17
年
度
に
同
校
に
赴

任
し
て
以
来
、
取
り
組
み
を
牽
引
す
る

出で

井い

孝
一
教
頭
は
、
新
た
に
始
ま
る

１
０
０
年
を
念
頭
に
、
育
て
た
い
生
徒

像
と
資
質
・
能
力
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

と
振
り
返
る
。

　「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
は
、

自
校
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る

方
針
を
示
す
も
の
で
す
が
、
生
徒
の
進

路
実
現
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

が
独
り
善
が
り
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
普
通
科
と
商
業
科
を
設
置

す
る
本
校
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
も

多
様
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
校
の
生
徒

の
進
学
先
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
を
す
べ
て
確
認
し
、
そ
れ
を
参
考

に
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
定

め
、
教
育
課
程
を
編
成
し
ま
し
た
」

　
18
年
度
末
に
は
、
各
教
科
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
そ
の
達
成
の

た
め
の
具
体
的
な
授
業
方
法
を
明
文
化

し
、
そ
れ
ら
を
基
に
各
教
科
の
３
学
年

分
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
制
定
し
た

（
図
１
）。
新
教
育
課
程
の
編
成
を
主
導

す
る
荒
木
海は

る
か

先
生
は
、
自
身
が
担
当
す

る
授
業
に
お
い
て
資
質
・
能
力
の
育
成

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
改
め
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
他
教

科
の
取
り
組
み
を
可
視
化
す
る
機
会
に

も
な
っ
た
と
、
各
教
科
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　「
私
の
担
当
教
科
は
国
語
で
す
が
、

例
え
ば
、
秋
に
は
英
語
科
が
留
学
希
望

者
を
中
心
に
検
定
の
学
習
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
同
時
期
を
留
学

に
必
要
な
志
望
理
由
書
を
書
く
意
識
づ

け
の
機
会
と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
図

る
上
で
は
、
教
育
活
動
の
精
選
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
科
の
枠

を
超
え
て
自
教
科
の
指
導
を
考
え
る
視

点
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
は
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
」

改革の歯車を回し続けるために、
教師一人ひとりの当事者意識を育む

埼玉県立鴻
こうの

巣
す

高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

目
指
す
学
校・生
徒
像
を
定
め
、校
内
で
共
有

生
徒
の
進
学
先
が
求
め
る

資
質
・
能
力
を
つ
ぶ
さ
に
分
析 カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介
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各
教
科
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

は
、
進
路
行
事
と
と
も
に
、「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
で
の
具
体
的
な
活
動

と
そ
の
ね
ら
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（
図
１
・
枠
Ⓐ
）。
そ
れ
は
、
各
教
科
に

お
け
る
資
質
・
能
力
の
育
成
と
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
の
資
質
・
能

力
の
育
成
を
連
携
さ
せ
る
た
め
だ
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
運
営
委
員
会

委
員
長
の
金
澤
み
な
み
先
生
は
、「
各

教
科
の
授
業
で
身
に
つ
け
る
資
質
・
能

力
は
、『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
進
路
実

現
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
意
識

を
、生
徒
に
定
着
さ
せ
た
い
」
と
語
る
。

　「
私
の
担
当
の
地
理
歴
史
の
授
業
で

は
、デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
た
り
、グ
ラ
フ

を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

読
解
力
や
論
理
的
思
考
力
の
育
成
を
し

て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
は『
総
合
的
な
探

究
の
時
間
』で
も
度
々
活
用
す
る
資
質
・

能
力
で
あ
り
、大
学
入
試
の
小
論
文
や

面
接
な
ど
で
も
求
め
ら
れ
ま
す
。教
科

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、教
科

学
習
、『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』、進
路

学
習
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
で
、生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
意
義
を
感
じ
な
が
ら
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ
の
結
果
、生
徒
た
ち
の
進
路
意
識

は
、進
路
学
習
だ
け
で
な
く
、高
校
の
諸

活
動
の
中
で
早
期
に
醸
成
さ
れ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
13
の
資

質
・
能
力
を
、
5
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
示
し
、
生
徒
と
教
師
が
共
有
し
て

い
る
。
進
路
指
導
主
事
の
平
田
光
子
先

生
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

念
頭
に
置
き
、
21
年
度
入
試
か
ら
新
し

い
様
式
と
な
っ
た
調
査
書
に
教
師
が
対

応
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。
生
徒

が
自
身
の
学
習
状
況
や
生
徒
会
活
動
、

育成を目指す資質・能力を念頭に、「なぜ学ぶのか」「どのように学ぶのか」「何ができる
ようになるのか」の視点で、各教科においてグランドデザインを検討・作成した。「総合的
な探究の時間」などにおける地域と連携した教育活動を、教科学習の中にも取り入れな
がら、学んだ知識が生きて働く実感を味わわせる指導の実現にも留意したという。
※学校資料をそのまま掲載。

設立	 １９１８（大正７）年

形態	 全日制／
	 普通科・商業科／共学

生徒数	 １学年約２８０人

２０２０年度進路実績（現役のみ）　
４年制大は、お茶の水女子大、国士館大、駒澤大、大東文
化大、東京電機大、東洋大などに延べ110人が合格。短大・
専門学校進学117人。就職は、武蔵野銀行、吉見町役場、
埼玉県央広域消防、上尾市消防などに40人。

教科のグランドデザイン（英語科・１学年）図1 育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

生
徒
が
３
年
間
か
け
て
自
己
評
価

School Profile
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育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
設
定

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
及
び
各

教
科
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
の

際
に
、
同
校
が
重
視
し
た
の
が
教
員
研

修
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま
え
た

上
で
実
際
に
授
業
を
行
う
の
は
、
教
師

一
人
ひ
と
り
で
す
。
す
べ
て
の
教
師
が

学
校
改
革
の
方
向
性
を
理
解
し
、
改
革

の
当
事
者
と
な
る
よ
う
に
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
教
員
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
」（
出
井
教
頭
）

　
新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
周
知
や
観

点
別
の
評
価
規
準
な
ど
の
研
修
を
担
当

し
て
き
た
進
路
指
導
部
の
森
廣
祐
介
先

生
は
、「
先
生
方
の
理
解
度
に
鑑
み
て
、

研
修
内
容
を
柔
軟
に
組
み
立
て
た
」
と

説
明
す
る
。

　「
20
年
度
は
、
各
教
科
で
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
到
達
状
況
を
評

価
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生

方
か
ら
、
到
達
度
を
明
確
に
表
現
す
る

の
が
難
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
た

め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
関
す
る

研
修
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
放
課
後
の
職
員
室
に
お
い
て
、
先

生
方
が
他
校
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
参
考

に
、
本
校
の
生
徒
に
合
っ
た
評
価
規
準

に
つ
い
て
議
論
す
る
様
子
が
よ
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
ほ

か
に
も
、
自
己
評
価
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

活
用
し
な
が
ら
、
生
徒
か
ら
自
分
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
言
葉
と
し

て
引
き
出
す
た
め
の
面
談
方
法
や
、
教

師
が
調
査
書
を
作
成
す
る
際
に
、
生
徒

の
成
長
を
的
確
に
表
現
す
る
記
述
方
法

な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
研
修
を
行
っ
た
。

学
校
行
事
と
い
っ
た
特
別
活
動
を
振
り

返
る
た
め
の
自
己
評
価
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
作
成
（
図
２
）。
20
年
度
か
ら
全
学

年
で
運
用
し
て
い
る
。

　「
新
様
式
の
調
査
書
に
お
け
る
『
指

導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
』
の
6
項
目

に
つ
い
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
さ
れ
た
各
段

階
の
状
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
自
分

は
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を

生
徒
自
身
が
そ
の
裏
づ
け
と
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
記
載
し
ま
す
。
生
徒

は
、
自
分
の
志
望
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
今

後
ど
う
い
っ
た
資
質
・
能
力
を
高
め
る

べ
き
か
、
入
試
で
は
何
を
ア
ピ
ー
ル
す

れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
、
高
校
生
活
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。出
願
時
に
は
、

私
の
元
に
生
徒
の
自
己
評
価
と
と
も
に

担
任
が
記
入
し
た
調
査
書
が
集
ま
る
の

で
す
が
、
そ
の
記
載
内
容
を
見
る
だ
け

で
、
私
が
直
接
知
ら
な
い
生
徒
で
も
、

ど
う
い
っ
た
高
校
生
活
を
送
り
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
て

き
た
の
か
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。『
こ
の
調
査
書
な
ら

ば
、
大
学
に
も
生
徒
の
よ
さ
が
伝
わ
る

は
ず
だ
』
と
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」

教科学習、特別活動、部活動等の６項目において、育成を目指
す１３の資質・能力のうちのどれが、どの程度身についたのかを、
生徒が自己評価する。担任との面談や調査書の作成に活用する。
※学校資料を抜粋して掲載。

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

教
師
の
改
革
推
進
力
を
高
め
る

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

柔
軟
に
研
修
を
実
施

育成を目指す資質・能力の自己評価フォーマット図2
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教
科
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定

や
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
検

討
を
行
う
中
で
、
定
期
考
査
に
思
考
力

を
測
る
問
題
を
一
定
数
盛
り
込
む
教
科

が
出
て
く
る
な
ど
、
同
校
の
教
師
の
意

識
改
革
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
完

成
さ
せ
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を
行
う
の
か

を
検
討
し
て
い
く
。

　「
他
校
の
先
生
か
ら
、『
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
な
ぜ
か
う
ま
く

機
能
し
な
い
』
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
大
き
な
歯
車
を
作
っ

た
だ
け
で
、
授
業
と
い
う
小
さ
な
歯
車

が
回
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま

　
出
井
教
頭
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が

様
々
な
場
面
で
成
功
体
験
や
失
敗
経
験

を
積
み
な
が
ら
、
学
校
改
革
推
進
の
力

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
説
明
す

る
。創
立
１
０
０
周
年
記
念
行
事
で
は
、

全
教
師
を
何
ら
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ

ニ
ッ
ト
に
配
置
し
、
自
ら
の
責
任
で
判

断
・
実
行
す
る
こ
と
を
経
験
さ
せ
た
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
運
営

委
員
会
委
員
長
で
あ
る
金
澤
先
生
は
、

19
年
度
の
苦
い
経
験
が
自
身
の
成
長
の

糧
に
な
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「
生
徒
が
問
い
を
自
分
ご
と
に
で
き

な
い
ま
ま
グ
ル
ー
プ
活
動
に
入
っ
た
た

め
、
調
べ
学
習
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
探
究
の
前
提
と
な
る
部
分
で

失
敗
し
た
こ
と
に
悔
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
私
に
、
出
井
教
頭
や
先

輩
方
は
引
き
続
き
探
究
の
推
進
役
を
任

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
20
年
度
は
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
他
校

の
探
究
の
発
表
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、
個
人
探
究
と
グ
ル
ー
プ
活
動
の

接
続
な
ど
を
改
善
し
ま
し
た
」

す
。
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
小
さ
な
歯

車
を
回
し
始
め
れ
ば
、
失
敗
も
経
験
す

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
教
師
に
は
、

失
敗
を
乗
り
越
え
た
先
の
成
功
体
験
が

必
要
で
す
。
先
生
方
か
ら
様
々
な
場
面

で
『
変
え
て
み
た
い
』
と
い
っ
た
、
挑

戦
を
望
む
声
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る

よ
う
に
、
皆
が
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
出
井
教
頭
）

教頭

出井孝一　

でい・こういち

教職歴３０年。同校に赴任して４年目。

進路指導主事

平田光子　

ひらた・みつこ

教職歴３１年。同校に赴任して２年目。商
業科。

進路指導部

森廣祐介　

もりひろ・ゆうすけ

教職歴１１年。同校に赴任して９年目。教
員研修担当。数学科。

教務部

荒木　海　

あらき・はるか

教職歴７年。同校に赴任して８年目。教
育課程委員会委員長。国語科。

渉外部

金澤みなみ　

かなざわ・みなみ

教職歴５年。同校に赴任して６年目。「総
合的な探究の時間」運営委員会委員長。
地理歴史科。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

「
授
業
」と
い
う
小
さ
な
歯
車
を
安
心
し
て
回
せ
る
よ
う
に

若
手
教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

授
業
改
善
の
自
主
Ｐ
Ｔ
が
始
動

改
革
を
牽
引
す
る
教
師
に
は

成
功
や
失
敗
の
経
験
が
必
要

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。
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吉
田
功
教
頭
　
本
校
は
、
２
０
１
９
年

度
か
ら
秋
田
県
の
探
究
活
動
等
実
践
モ

デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業

改
善
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近

年
、
本
校
で
も
、
生
徒
の
気
質
の
変
化

や
入
学
段
階
で
の
基
礎
学
力
の
低
下
な

ど
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
地
域
の
進
学
校

と
し
て
、
生
徒
や
保
護
者
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
学
校
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
秋
田
県
担
当
者
に
相
談
し
、資
質・

能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
た
教
育
活
動

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て

考
え
た
時
、
目
の
前
の
生
徒
に
は
ど
ん

な
資
質
・
能
力
が
不
足
し
て
い
る
の
か

を
言
語
化
す
る
中
で
、本
校
の
教
師
に
、

い
わ
ゆ
る
「
見
え
に
く
い
学
力
」「
見

え
な
い
学
力
」
を
も
っ
と
生
徒
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が

で
き
て
い
き
ま
し
た
。

田
口
朋
美
先
生
（
探
究
活
動
推
進
委
員
）　

研
修
で
は
、「
生
徒
は
素
直
だ
け
れ
ど

教
師
間
の
対
話
の
中
で

「
湯と

う
こ
う高
力り

ょ
く

」の
土
台
を
形
成

育成を目指す資質・能力の設定と実践

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21年度は、新課程に
向けた計画とその先行実践を通じた授業と評価の改善が求められる。
充実した新課程初年度に向け、実践事例や解説記事によって現場の
疑問や課題を解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

生
徒
の
実
態か
ら
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定
し
、

科
目
別
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
授
業
改
善
を
図
る

秋
田
県
立
湯
沢
高
校

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
活
動
を
検
討
し
た
経
緯

生
徒
に
対
し
て
感
じ
て
い
た
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
を
教
師
間
で
語
り
合
う
中
で
、
授
業
を
始
め
と

す
る
教
育
活
動
の
改
善
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た

秋
田
県
立
湯
沢
高
校
で
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で

の
教
育
活
動
の
見
直
し
に
着
手
。
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た

授
業
改
善
の
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
22
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
実
施
の
素
地

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

設立	 １９４３（昭和18）年
形態 	 全日制／普通科・理数科／共学
生徒数	 １学年約２００人
２０２０年度入試合格実績（現役のみ）　
国公立大は、岩手大、東北大、秋田大、山
形大、新潟大などに79人が合格。私立大は、
東海大、東洋大、日本大、明治大、神奈川
大、同志社大などに延べ１５５人が合格。

実践レポート
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も
、
も
っ
と
主
体
性
が
ほ
し
い
」「
土

台
と
な
る
体
験
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
知
識
は

あ
っ
て
も
課
題
が
自
分
ご
と
に
な
っ
て

い
な
い
」
な
ど
、
生
徒
に
つ
い
て
感
じ

て
い
た
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
整
理
し

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
、
各
教
科
・
科
目

平
田
恵
子
先
生
（
探
究
活
動
推
進
委
員
）
　

私
た
ち
が
参
考
に
し
た
の
は
、
青
森
県

立
青
森
高
校
の
取
り
組
み
で
す
（『
Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
19
年
４
月
号
P.
６

〜
９
）。
19
年
12
月
に
は
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
「
湯
高
力
」
を
、
本

校
の
校
訓
と
「
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
」
と
ひ
も
づ
け
な
が
ら
、
８
つ
に
設

定
し
ま
し
た
（
図
１
）。
そ
し
て
、「
学

び
の
段
階
」
と
名
づ
け
た
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
自
分

の
到
達
状
況
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
3
か
月

ほ
ど
か
け
て
、
各
教
科
団
で
、
科
目
ご

と
の
「
湯
高
力
」
の
到
達
段
階
を
言
語

の
授
業
と
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」、

そ
し
て
特
別
活
動
を
往
還
す
る
資
質
・

能
力
の
育
成
に
取
り
組
む
そ
の
後
の
活

動
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

研
修
で
話
し
た
内
容
が
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
「
湯
高
力
」
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

※学校資料をそのまま掲載。

ミ
ド
ル
層
に
よ
る
牽
引
で
、

改
革
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
行

育成を目指す資質・能力「湯高力」図1

改
革
に
取
り
組
ん
だ
１
年
間
で
の

進
捗
と
そ
の
成
果

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
「
湯
高
力
」
に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
へ
と
落
と
し
込

ん
だ
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化
し
て
い
き
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、

青
森
高
校
の
先
生
を
本
校
に
お
招
き

し
、
教
育
目
標
や
校
訓
を
自
校
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
落
と
し
込
む

際
の
考
え
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

田
口
先
生
　「
湯
高
力
」
の
検
討
の
中

心
的
な
役
割
が
、
30
代
か
ら
40
代
の
ミ

ド
ル
層
の
教
師
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
、
改
革
の
推
進
力
を
高
め
ま
し
た
。

生
徒
の
課
題
を
自
身
の
経
験
を
基
に
語

る
こ
と
が
で
き
、
学
校
を
変
え
よ
う
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
世
代
の
教
師

が
議
論
を
牽
引
し
ま
し
た
。

平
田
先
生
　
20
年
5
月
に
は
、
改
め
て

「
湯
高
力
」の
必
要
性
と
そ
れ
を
軸
に
し

た
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
校
内
研

修
を
行
い
ま
し
た
。資
質・能
力
の
育
成

に
つ
な
が
る
授
業
実
践
に
は
、「
湯
沢
高

校
生
の
目
指
す
姿
」に
対
す
る
教
師
の

深
い
理
解
が
不
可
欠
で
す
か
ら
、そ
の

後
も
様
々
な
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

吉
田
教
頭
　「
湯
高
力
」
は
、
各
授
業

に
お
い
て
生
徒
の
学
び
に
変
化
を
起
こ

し
て
初
め
て
浸
透
し
た
と
言
え
ま
す
。

私
は
物
理
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、定
期
考
査
の
各
問
題
に
「
湯
高
力
」

の
段
階
を
表
示
す
る
試
み
を
始
め
て
い

ま
す
（
写
真
）。
生
徒
の
意
識
づ
け
だ

け
で
な
く
、
私
自
身
の
作
問
の
姿
勢
に

も
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

小
西
雅
典
先
生
（
教
務
主
任
）　
こ
れ

ま
で
の
学
習
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
与

え
ら
れ
た
問
題
を
た
だ
解
い
て
い
く
だ

け
の
単
調
な
営
み
に
陥
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
学
習
に
意
味
や
目
標
が

見
い
だ
せ
れ
ば
、
日
々
の
学
習
に
も
っ

と
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
は
ず
で
す
。
そ
の

意
味
で
は
、「
湯
高
力
」
を
各
科
目
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
落
と
し
込
み
、
評
価

方
法
も
一
覧
化
し
た
の
は
大
き
な
一
歩

で
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
各
単
元
の
目

標
も
「
湯
高
力
」
で
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
授
業
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

小
松
弘
樹
校
長
　
私
は
20
年
度
に
本
校

に
赴
任
し
ま
し
た
。
既
に
改
革
は
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
私
は
、
先
生

方
に
高
い
視
座
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
探
究
学

習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
先
進
校
の
教
師
や

管
理
職
、
さ
ら
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
専
門
家
を
学
校
に
招
き
、
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

19 年度末には、すべての科目において、育成を目指す資質・能力の到達状況を３段階で示し、評価
方法を一覧化。20 年度は、授業改善につながるよう、公開授業、研究授業などの機会に、「湯高力」
の育成を目指した授業のあり方を各教科で話し合った。
※学校資料をそのまま掲載。

吉田教頭は、担当する物理の定期考査の各問題に
「湯高力」の段階を示した（写真上）/各教室の黒
板には、「湯高力」を明記したマグネットシートを設
置。授業の内容に応じて生徒に示すことで、「湯高
力」と「授業」のつながりを意識させている（写真右）

科目における「湯高力」のルーブリック（『国語総合』）図2

「湯高力」の育成に向けた実践写真
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小
西
先
生
　
22
年
度
か
ら
始
ま
る
新
課

程
の
編
成
を
進
め
る
中
で
、
今
ま
で
以

上
に
授
業
中
心
主
義
を
徹
底
さ
せ
る
た

め
、
1
コ
マ
あ
た
り
の
時
間
を
見
直
す

と
と
も
に
、
朝
補
習
を
廃
止
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
が
、
朝
補
習
の
廃
止
や
授

業
時
間
の
見
直
し
は
、
22
年
度
を
待
た

ず
に
今
年
度
か
ら
先
行
し
て
実
施
し
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
の
ね
ら
い
を

意
識
し
な
が
ら
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と

で
、
補
習
に
頼
ら
な
く
て
も
「
学
力
」

を
含
む
「
湯
高
力
」
は
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
生
徒
に

強
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

小
松
校
長
　「
湯
高
力
」
の
生
徒
へ
の

浸
透
の
状
況
を
見
な
が
ら
、「
湯
高
力
」

そ
の
も
の
や
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
改
良

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。特
に
、「
湯
高
力
」

が
、
教
育
活
動
の
本
丸
で
あ
る
授
業
の

改
善
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
し
っ

か
り
と
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、「
湯
高
力
」
を

単
元
別
の
授
業
計
画
に
落
と
し
込
み
、

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
検
討
と
実

践
を
通
じ
て
、
学
校
全
体
の
教
育
改
革

を
推
進
す
る
こ
と
が
最
大
の
テ
ー
マ
と

な
り
ま
す
。
特
別
活
動
や
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
に
も
「
湯
高
力
」
を
ひ

も
づ
け
、
各
活
動
の
充
実
を
図
り
、
授

業
と
往
還
さ
せ
な
が
ら
、生
徒
に
資
質・

能
力
を
豊
か
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

校長

小松弘樹　

こまつ・ひろき

教職歴３５年。同校に赴任して１年目。

教頭

吉田 功
よしだ・いさお

教職歴３２年。同校に赴任して２年目。理
科（物理）。

教務主任

小西雅典　

こにし・まさのり

教職歴３１年。同校に赴任して１年目。数
学科。

教務部・
探究活動推進委員

平田恵子　

ひらた・けいこ

教職歴１８年。同校に赴任して３年目。国
語科。

探究活動推進委員

田口朋美　

たぐち・ともみ

教職歴２０年。同校に赴任して２年目。芸
術科（美術）。

新課程に関する情報は、
『ハイスクールオンライン』で

お届けします！

観点別学習状況の評価のポイント

新教育課程の参考になる特設コーナー設置

有識者による
新課程の動画解説も満載

授
業
を
中
心
と
し
た

教
育
改
革
を
推
進

新
課
程
１
期
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

21
年
度
は
ど
の
よ
う
な
１
年
と
す
る
の
か

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
・
検
証
し
、
現
行
課
程
の
教
育
活

動
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
新
課
程
１
期
生
を
迎
え
る
準
備
を
進
め

る

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程 からアクセス
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毎
年
２
５
０
０
人
以
上
い
た
、大
阪
府
・
私
立
興

國
高
校
へ
の
志
願
者
数
が
２
０
０
０
年
度
高
校
入
試

で
半
減
し
、同
校
に
激
震
が
走
っ
た
。少
子
化
が
そ

の
一
因
で
は
あ
っ
た
が
、理
由
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。

普
通
科
と
商
業
科
を
擁
し
て
い
た
当
時
の
同
校
は
、

特
色
を
打
ち
出
せ
て
お
ら
ず
、大
学
進
学
実
績
も
低

迷
。生
徒
指
導
に
苦
慮
す
る
場
面
も
多
く
、地
域
か

ら
問
題
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　「
こ
の
ま
ま
で
は
、学
校
の
存
続
に
か
か
わ
る
」と
、

強
い
危
機
感
を
抱
い
た
草く

さ

島じ
ま

葉
子
理
事
長
（
当
時
、

事
務
局
長
）
は
、
先
代
理
事
長
と
と
も
に
、
全
校
に

呼
び
か
け
て
学
校
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
、
全

教
師
が
学
校
案
内
を
手
に
中
学
校
を
訪
問
し
、
同
校

に
対
す
る
評
価
を
肌
で
感
じ
、危
機
感
を
共
有
し
た
。

そ
し
て
、「
学
園
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
組
織
」
と

し
て
、「
学
力
不
振
・
習
熟
度
別
学
習
検
討
」「
国
際

化
検
討
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
10
の
チ
ー
ム
（
図

１
）
を
立
ち
上
げ
、
全
教
師
が
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
現
状
と
今
後
の
対
応
を
議
論
し
た
。そ
の
結
果
、

実
に
50
に
及
ぶ
取
り
組
み
が
実
行
さ
れ
た
。

　「
各
取
り
組
み
は
、
す
べ
て
教
師
が
企
画
し
ま
し

た
。
そ
の
実
行
に
お
い
て
は
責
任
を
伴
う
半
面
、自

分
が
学
校
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
た
め
、
や
り
が
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。自
ら
考
え
、行
動
す
る
創
造
的
な
教
師

集
団
に
生
ま
れ
変
わ
れ
た
こ
と
が
、改
革
を
進
め
る

大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
」（
草
島
理
事
長
）

　
自
走
す
る
教
師
集
団
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
改

革
が
学
校
を
活
性
化
さ
せ
、大
学
進
学
者
数
も
増
加
。

一
時
１
０
０
０
人
を
切
っ
た
全
校
生
徒
数
を
２
３
０
０

人
に
ま
で
回
復
さ
せ
た
。
そ
の
軌
跡
を
見
て
い
く
。

　
改
革
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
01
年
度
に
行
わ
れ

た
商
業
科
の
「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
へ
の
改
編
だ
。

変
革
の

志
願
者
の
急
減
を
受
け
て
、

全
校
で
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

背
景

教
師
の
生
徒
へ
の
思
い
を
形
に
、

現
場
主
導
で
コ
ー
ス
改
編
に
取
り
組
む

変
革
の
一
手 学校概要

◎設立	 1926（大正15）年
◎形態	 全日制／普通科・ＩＴビジネス科／男子校
◎生徒数	 １学年約 750人
◎2020 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大
は、京都大、大阪大、神戸大、広島大、札幌医科
大、大阪市立大、大阪府立大などに 91人が合格。
私立大は、同志社大、立命館大、関西医科大、関
西大、近畿大、関西学院大、兵庫医科大などに延
べ約800人が合格。

No.272
指導変革の軌跡

大
阪
府
・
私
立
興こ

う
こ
く國
高
校

組
織
的
な
学
校
改
革

全
教
師
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
改
革
で
、
学
校
存
続
の

危
機
を
乗
り
越
え
、一
人
ひ
と
り
の
希
望
進
路
を
実
現
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簿
記
な
ど
の
資
格
取
得
だ
け
で
は
他
校
と
の
差
別
化

は
図
れ
な
い
と
判
断
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
も
力
を
入

れ
る
学
科
に
し
た
。
資
格
取
得
に
つ
い
て
も
、
取
得

後
を
見
据
え
た
指
導
に
重
点
を
置
い
た
。
例
え
ば
、

３
年
次
の
探
究
学
習
で
は
、
１
年
次
に
学
ん
だ
簿
記

の
知
識
を
応
用
し
て
企
業
分
析
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
発
表
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。

　
さ
ら
に
、
19
年
度
に
は
、
従
来
の
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
に
加
え
、
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム
＆
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス

コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、
社
会
状
況
に
合
わ
せ
て
学
び

を
進
化
さ
せ
た
。

　
同
科
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
以
前
は
専
門
学
校
進

学
や
就
職
が
大
半
だ
っ
た
が
、
現
在
は
難
関
国
公
立

大
学
に
進
学
す
る
者
や
公
認
会
計
士
を
目
指
す
者
も

い
る
。
資
格
取
得
後
を
見
据
え
た
指
導
で
生
徒
の
学

習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
後
述
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
活
用
に
よ
り
、
生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
て

い
る
こ
と
が
進
路
の
変
化
の
要
因
で
あ
る
と
、
Ｉ
Ｔ

ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任
の
大
山
直
樹
先
生
は
語
る
。

　「
当
時
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
く
な
か
っ
た
私
は
、学
科
改

編
に
戸
惑
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、学
校
が
変
わ
る

た
め
に
は
教
師
が
変
わ
る
し
か
な
い
と
考
え
、
学
科

一
丸
と
な
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
や
教
材
研
究
を

進
め
ま
し
た
。資
格
取
得
だ
け
が
目
標
に
な
り
が
ち

な
生
徒
に
、取
得
し
た
資
格
の
生
か
し
方
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
指
導
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
問

題
視
し
、真
正
面
か
ら
そ
の
解
決
に
尽
力
し
ま
し
た
」

　
学
科
改
編
へ
の
挑
戦
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
大
学
進
学
の
両
立
を
目
指
す
ア
ス

リ
ー
ト
ア
ド
バ
ン
ス（
Ａ
Ａ
）コ
ー
ス
の
誕
生
に
つ
な

が
っ
た
。部
活
動
が
盛
ん
な
同
校
の
強
み
を
生
か
し

つ
つ
、学
力
・
進
路
を
保
障
し
、生
徒
の
可
能
性
を
広

げ
た
い
と
願
っ
た
現
３
学
年
主
任
の
宇う

渡わ
た
り

智
之
先
生

が
企
画
し
、管
理
職
に
提
案
。08
年
度
に
新
設
さ
れ
た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
秀
で
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と

は
、
保
護
者
も
私
た
ち
も
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
強
豪

の
部
活
動
の
顧
問
も
、
思
い
は
一
緒
で
す
。
難
関
大

学
の
一
般
選
抜
に
も
対
応
す
る
文
理
別
・
習
熟
度
別

授
業
の
体
制
を
整
え
、文
字
通
り
、文
武
両
道
の
コ
ー

ス
を
新
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。模
擬
試
験
も
、

受
験
に
向
け
た
調
整
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
員
が
受
験
し
ま
す
。
新
コ
ー
ス
設
立
を
実
現
で
き

た
こ
と
は
、
私
の
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
改
革
が
実
り
、
現
在
、
同
コ
ー
ス
は
難
関
大
学
合

格
者
や
日
本
代
表
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

多
数
輩
出
し
て
い
る
。
進
学
後
も
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち

込
み
な
が
ら
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
、
大

学
院
進
学
や
資
格
取
得
を
目
標
に
勉
学
に
励
む
「
文

武
両
道
」
の
卒
業
生
の
姿
は
、
生
徒
に
は
理
想
に
、

教
師
に
は
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

チーム名 取り組み内容

アドバンス
（特進）
コース検討

「学力を伸ばし、結果を出す」ことを目標に、そ
れまでになかったカリキュラム編成と、それに
伴う教師の準備について検討。３年間の学習ス
ケジュールを具体的に作成し、生徒に提示する。

学力不振・
習熟度別学習
検討

学力不振者に対する具体策として、学習スタイル
の転換、教材の選び方などについて検討。工夫
された特色ある指導を考える。

ＩＴビジネス科
検討

商業教育の未来形を常に考え、より実践色を濃
くした教育活動を検討。特に、学校内でも先駆
者的な取り組みが望まれる。

本校独自
設定科目
検討

生徒が「分かる授業」「参加できる授業」づく
りを目的に、教科・科目の捉え方を改め、教科
書重視から、本校らしい教科教育を構築する。

生徒・保護者・
家庭指導
かかわり検討

生徒との接し方、保護者との連携について、全
教師で統一したスタイルを検討する。保護者へ
の新聞作成は急務とする。

国際化検討
本校で取り組みが遅れていた国際化に対応する
ための教育を導入する。語学研修やホームステ
イ等の実施も検討。

クラブ活性化
本校の強みである部活動をより活性化させるた
めの仕組みを構築する。重点クラブの強化、施
設の有効利用についても要検討。

クオリティー
コントロール
推進

生徒や保護者が「どう捉えているのか」「何を
望んでいるのか」を調査し、本校が真に求めら
れている姿を的確に把握する。

担任体制
検討

３年間持ち上がりの担任体制を検討。各学年の
指導方針を明確化し、生徒が個性豊かな教師と
より多く触れ合う機会を得られるようにする。

教職員
活性化
取り組み

学校として統一した業務スタイルの構築を検
討。ＰＴＡや同窓会との連携、教職員のメンタ
ルヘルスケアなどに取り組む。

※学校資料を基に編集部で作成。

図１	 10 のチームと取り組み内容（抜粋）
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学
校
推
薦
型
選
抜
）
で
進
学
し
た
卒
業
生
が
大
学
を

中
退
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　
ま
ず
、
基
礎
学
力
不
足
が
大
学
中
退
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
、
一
部
の
コ
ー
ス
の
み
で
実
施
し
て
い
た

模
擬
試
験
を
全
コ
ー
ス
に
導
入
。
学
校
全
体
で
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
指
導
を
強
化
し
た
。
着
目
し
た

の
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
の
Ｄ
３
の
数
だ
。
そ
の
数

を
減
ら
そ
う
と
、
全
コ
ー
ス
で
朝
学
習
を
実
施
。
基

礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
、
英
単
語
テ
ス
ト
、
朝
学

習
で
の
課
題
を
そ
の
日
の
う
ち
に
提
出
す
る
「
毎
日

課
題
」、
社
会
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
指
定
校
推
薦
入
試
希
望
者
に
対
し
て
、

年
10
回
を
超
え
る
補
習
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
教

材
を
忘
れ
た
り
、
遅
刻
が
続
い
た
り
し
た
場
合
は
、

推
薦
の
取
り
消
し
も
辞
さ
な
い
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
、
推
薦
入
試
の
合
格
者
に
も
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受

験
を
奨
励
し
た
。

　
難
関
大
学
の
受
験
指
導
も
、
全
コ
ー
ス
で
模
擬
試

験
を
実
施
し
た
こ
と
で
変
わ
っ
た
。
コ
ー
ス
に
か
か

わ
ら
ず
、
学
力
の
高
い
生
徒
を
把
握
し
、
そ
の
情
報

を
学
年
団
で
共
有
し
て
、
面
談
な
ど
で
生
徒
の
背
中

を
押
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
個
別

指
導
を
徹
底
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
大
学

進
学
希
望
者
数
が
増
え
て
い
っ
た
。
進
学
指
導
部
長

の
髙
橋
亮
先
生
は
、
そ
う
し
た
指
導
が
可
能
に
な
っ

た
要
因
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
担
任
は
、
生
徒
と
の
面
談
で
授
業
態
度
や
家
庭

学
習
の
方
法
、
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
を
確
認
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
丁
寧
に
見
取
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
把
握
し
た
各
ク
ラ
ス
の

状
況
は
、
週
１
回
の
学
年
会
で
共
有
さ
れ
る
と
と

も
に
、
重
要
事
項
は
学
年
主
任
会
議
に
上
げ
、
他
学

　
同
校
の
特
色
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
放
課
後
の
学

び
舎
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
寺
子
屋
」
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
生
ま
れ
た
。
大
学
入
試
対
策
や
資
格
取
得
、

英
語
な
ど
の
語
学
、
料
理
や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
実
技
の

中
か
ら
、
生
徒
は
１
日
１
講
座
を
受
講
で
き
る
。
生

徒
の
興
味
・
関
心
を
広
げ
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を

育
む
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
、
こ
こ
で
才
能
を
開
花

さ
せ
、
自
信
を
深
め
る
生
徒
が
現
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
師
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
指
導
に
力
を
入

れ
て
き
た
こ
と
が
、同
校
の
躍
進
の
一
因
で
あ
る
と
、

２
学
年
主
任
の
ウ
ェ
ル
チ
春
雄
先
生
は
語
る
。

　「
教
師
に
よ
っ
て
指
導
の
基
準
が
異
な
る
と
、
生

徒
は
反
発
し
ま
す
。
教
師
が
時
間
厳
守
や
身
だ
し
な

み
に
つ
い
て
同
じ
基
準
を
持
ち
、
そ
の
大
切
さ
を
粘

り
強
く
説
明
す
る
と
、生
徒
は
理
解
を
示
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。一
方
で
、
生
徒
本
位
を
第
一
に
、
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
指
導
方
針
の
見
直
し
も
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、以
前
は
持
ち
込
み
禁
止
だ
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
は
、リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
重
視
し

た
上
で
、
現
在
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
」

　
17
年
度
に
は
、
全
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向

け
て
、
進
学
指
導
部
の
主
導
に
よ
る
学
力
向
上
策
に

本
格
的
に
着
手
し
た
。
当
時
は
学
習
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
生
徒
が
多
く
、指
定
校
推
薦
入
試
（
現・

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。
＊１　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15段階で評価される。　＊２　新聞を活用した教育活動。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
指
導
で
、

希
望
進
路
実
現
へ
の
挑
戦
を
後
押
し

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任
、
１
学
年
主
任

大
山
直
樹　
お
お
や
ま
・
な
お
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

商
業
科
。

進
学
指
導
部
長

髙
橋

　亮　
た
か
は
し
・
り
ょ
う

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

国
語
科
。

理
事
長
・
校
長

草
島
葉
子　
く
さ
じ
ま
・
よ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

英
語
科
主
任

松
田
真
平　
ま
つ
だ
・
し
ん
ぺ
い

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
。

２
学
年
主
任

ウ
ェ
ル
チ
春
雄　
う
ぇ
る
ち
・
は
る
お

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

英
語
科
。

３
学
年
主
任

宇
渡
智
之　
う
わ
た
り
・
と
も
ゆ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

国
語
科
。
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年
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
生
徒
個
々
の
学
習
状

況
を
、
管
理
職
を
含
め
て
学
校
全
体
で
共
有
し
て
い

る
こ
と
が
、
本
校
の
強
み
で
す
」

　
英
語
の
指
導
も
17
年
度
か
ら
強
化
し
て
い
る
。
定

期
的
な
英
単
語
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
学
習
習
慣
の
定
着

を
図
る
と
と
も
に
、
全
コ
ー
ス
で
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
英
検

な
ど
の
外
部
検
定
試
験
を
導
入
し
、
英
語
４
技
能
の

育
成
も
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒

で
も
学
習
し
や
す
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
4
線
で
構

成
さ
れ
た
教
科
書
本
文
用
と
単
語
学
習
用
の
２
種
類

の
学
校
独
自
の
英
語
ノ
ー
ト
を
作
成
。
全
生
徒
に
配

布
し
、
徹
底
的
な
基
礎
固
め
を
行
っ
た
。
ノ
ー
ト
の

使
い
方
が
上
手
な
生
徒
は
、
終
業
式
で
全
校
生
徒
の

前
で
表
彰
す
る
ア
ワ
ー
ド
タ
イ
ム
を
つ
く
り
、
英
語

の
学
習
意
欲
を
高
め
る
よ
う
努
め
た
。
英
語
科
主
任

の
松
田
真
平
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
英
単
語
テ
ス
ト
や
外
部
検
定
試
験
、
英
語
ノ
ー

ト
は
、
生
徒
が
学
習
成
果
を
実
感
し
、
学
習
意
欲
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
成
果
が
出
た

こ
と
で
自
信
を
持
ち
、
他
教
科
・
科
目
の
学
習
に
も

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
海
外
進
学
も
視
野
に
入
れ
た

指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
一
連
の
改
革
に
よ
り
、
京
都
大
学
を
始
め
と
し
た

国
公
立
大
学
合
格
者
数
が
急
増
。
卒
業
生
の
大
学
中

退
率
も
激
減
し
た
。
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
卒
業
生
が

進
学
先
の
大
学
で
学
部
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
大

学
で
の
活
動
を
誇
ら
し
げ
に
報
告
す
る
た
め
に
母
校

を
訪
れ
る
卒
業
生
も
増
え
た
。

　「
学
力
的
に
厳
し
い
と
思
っ
て
い
た
先
輩
が
難
関

大
学
に
合
格
し
、
進
学
後
も
輝
い
て
い
る
姿
に
、
在

校
生
も
教
師
も
自
信
を
深
め
て
い
ま
す
。
難
関
大
学

合
格
は
遠
い
夢
だ
と
尻
込
み
し
て
い
た
の
は
、
我
々

教
師
だ
っ
た
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」（
髙
橋
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、「『
自
己
目
標
』設
定
シ
ー
ト
」（
図

２
）
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
生

徒
の
自
立
・
自
律
を
促
す
指
導
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
だ
。

　「
本
校
は
面
倒
見
が
よ
い
と
い
う
評
価
を
学
外
か

ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、第
１
志
望
に
こ
だ
わ
り
、

自
ら
情
報
を
集
め
、
自
身
の
夢
を
語
る
生
徒
が
現
れ

る
な
ど
、
自
立
し
た
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
が
夢
や
目
標
を
見
つ
け
て

自
ら
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
草
島
理
事
長
）

図２	「自己目標」設定シート（１年生の記入例）

2001年度の改革当初から、全学年・全コースで導入している「『自
己目標』設定シート」。現在は、学期の初めに、目標とその達成
に向けた取り組みを書き、学期末に、目標の達成状況の確認と
改善の方向性の検討、目標の振り返りを行い、長期休業中の目
標について記入する書式にしている。20 年度の１年生３学期の
シートでは、2学期と冬季休業中の行動を振り返り、３学期の目
標とその達成に向けた方法を記入させ、３学期末には、１年間
の振り返りとして出席状況や成績などを振り返った上で自己評価
を行い、２年生に向けた目標を立てさせた。そして、それを担任
が確認し、進級に向けたアドバイスを送った。

※学校資料をそのまま掲載。

指導変革の 大阪府・私立興國高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

自
立
・
自
律
を
促
す
指
導
を
強
化
し
、

自
ら
成
長
で
き
る
生
徒
を
育
む

１年生３学期　始業式・終業式
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進路指導ストーリーの共有を徹底
大所帯でも「温度差」なし
北海道・私立札幌光星中学校・高校　高３学年団

「地の塩、世の光」を校訓とし、キリスト教
の教えに基づいて、他者の幸せのために力を
発揮でき、世の中をよりよくしていける人材
の育成を目指す。中学・高校での学びは将来、
平和で豊かな社会をつくり上げるために生か
されることを生徒に繰り返し伝えながら、生
徒一人ひとりの志望を実現するため、希望進路に合ったコース分けと少人
数制指導を取り入れたきめ細かな教育を行う。フェンシング部、ゴルフ部、
テニス部などは、全国大会出場経験を持つ。

大学入学共通テストの実施を
始めとする様々な制度変更が
ある2021年度大学入試に、
生徒も教師もどのように向き
合えばよいのか―具体的な情
報が少ない中、学年主任の
三浦先生が重視したのは、一
つひとつの教育活動の目的を
学年団で共有すること、そし
て生徒への重要なメッセージ
を、15クラスすべてにおいて
同じ熱量で伝えることだった。

設立　1934（昭和９）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　３学年約 1100 人（高校）
2021 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、旭川医科大、北海道大、
東北大、筑波大、大阪大、札幌医科大などに163人が合格。私立大は、上智大、
中央大、東京理科大、明治大、早稲田大、関西大などに合格。

学校概要◎三浦学年団は、生徒数が過去最多

の約５５０人、クラス数が15となる

中、同学年団に参加した教師には、

担任経験の豊富な教師が少なかっ

た。

◎大学入学共通テストの導入など、

高大接続改革が進む一方で、各大学

の入試の具体的な内容が見えず、手

探りの状態で進路指導をスタートし

なければならなかった。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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北
海
道
・
私
立
札
幌
光
星
中
学
校
・
高
校
の

２
０
１
８
年
度
・
高
校
１
学
年
団
は
、
そ
れ
ま
で
の

学
年
団
と
は
様
々
な
点
で
異
な
る
ス
タ
ー
ト
を
迎
え

て
い
た
。
同
校
へ
の
入
学
志
願
者
の
増
加
に
よ
り
、

高
校
１
学
年
は
15
ク
ラ
ス
と
過
去
最
多
、
担
任
15
人

の
う
ち
、
高
校
３
年
生
の
担
任
経
験
の
な
い
教
師
が

７
人
で
、
う
ち
５
人
は
担
任
そ
の
も
の
が
初
め
て

…
…
。
21
年
度
大
学
入
試
か
ら
実
施
さ
れ
る
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
の
受
験
生

を
育
て
る
学
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
、三
浦
利
文
先
生
は
、

「
３
年
間
か
け
て
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く

の
か
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
生
徒
を
支
援
す
べ
き

な
の
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
ま
ず
は
学
年
団
で
共

有
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
初
担
任
の
先
生
が
多
い
こ
と
は
、
あ
ま
り
気
に

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
で
も
『
最
初
』
は
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
。
気
が
か
り
だ
っ
た
の
は
、
ク
ラ
ス

数
の
多
さ
で
し
た
。
共
通
テ
ス
ト
対
策
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
整
備
、
さ
ら
に
探
究
学
習
な
ど
、
学
年

団
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
山
積
す
る
中
で
、

各
大
学
の
入
試
の
具
体
的
な
内
容
が
ま
だ
見
え
て
い

な
い
状
況
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
浮
き
足
立
つ
こ

と
な
く
、ど
の
よ
う
に
生
徒
を
成
長
さ
せ
る
の
か
を
、

一
つ
ひ
と
つ
の
教
育
活
動
の
目
的
と
と
も
に
、
し
っ

か
り
と
学
年
団
で
共
有
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
ま
ず
、
三
浦
先
生
は
、
職
員
室
の
机
の
配
置
を
変

え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
学
年
主
任
で
英
語
科
の
三

浦
先
生
の
近
く
に
は
、
外
部
検
定
試
験
対
策
を
始
め

と
す
る
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
た
英
語
科
の
教

師
の
席
を
配
置
し
、
い
つ
で
も
気
軽
に
話
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
す
る
な
ど
、
同
校
の
慣
例
と
異
な
る
配

置
を
検
討
し
た
。

　
各
担
任
に
持
ち
味
を
発
揮
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

大
所
帯
で
あ
っ
て
も
、
学
年
と
し
て
伝
え
る
べ
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
生
徒
に
同
じ
熱
量
で
伝
え
た
い
。

特
に
進
路
指
導
に
お
い
て
は
、
担
任
間
で
温
度
差
が

あ
る
と
、
3
年
後
、
生
徒
の
進
路
意
識
の
差
も
大
き

く
な
り
、「
団
体
戦
」
と
し
て
受
験
に
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
経
験
を
通
し
て
分
か
っ
て

い
る
。
生
徒
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
、
教
師
と

生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
歩
む
た
め
の
羅
針
盤
が
必
要

だ
…
…
そ
う
確
信
し
た
三
浦
先
生
が
3
年
間
を
通
し

て
重
視
し
た
の
が
、学
年
集
会
と
学
年
通
信
だ
っ
た
。

　
１
学
年
時
、
学
年
集
会
は
毎
月
１
回
、
時
間
割
に

組
み
込
ま
れ
て
必
ず
実
施
さ
れ
た
。
生
徒
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
の
は
、
学
年
団
に
所
属
す
る
教
師

の
１
人
で
あ
り
、
進
路
・
学
習
指
導
部
に
も
所
属
す

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
信
念
は
何
で
す
か
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

学
年
主
任
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

学
年
主
任
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

学
年
団
が
迎
え
た
最
大
の
ピ
ン
チ
は
？

こ
の
学
年
団
は

ど
ん
な
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
か
？

先
生
方
に
安
心
し
て
仕
事
を
し
て
も
ら
え
る

チ
ー
ム
で
す
。

先
生
方
に
任
せ
て
、思
い
切
り
や
っ
て
も
ら
っ
て
、

責
任
は
自
分
が
取
る
、
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
全
員
が
希
望
進
路
を
実
現
す
る

こ
と
で
す
。

難
し
い
な
ぁ
…
…
。
細
か
い
こ
と
は
う
る
さ
く
言

わ
な
い
と
こ
ろ
、
で
し
ょ
う
か
。

集
中
し
て
い
る
時
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
対
応

が
素
っ
気
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
臨
時
休
業
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

若
い
先
生
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
、
と
て
も
よ

い
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

QQQQQQQ AAAAAAA

伝
え
る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

同
じ
熱
量
で
全
生
徒
に
伝
え
た
い

学
年
集
会
と
学
年
通
信
を
通
じ
て

進
路
実
現
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
力
を
育
む

学
年
主
任
に
聞
く！

7
つ
の

Q
&
A
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る
中
村
大
輔
先
生
の
役
割
だ
っ
た
。

　「
1
か
月
後
、
3
か
月
後
に
ど
う
な
る
べ
き
か
、

目
指
す
状
態
か
ら
逆
算
し
て
、
こ
の
時
点
ま
で
に
こ

う
な
っ
て
お
こ
う
と
、
生
徒
に
、
そ
し
て
先
生
方
に

訴
え
ま
し
た
。
担
任
が
目
の
前
の
こ
と
に
精
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
分
か
り
ま
す
が
、
進
路
指

導
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
場
合
、
誰
か
が
先
を
見
通

し
た
発
信
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　
学
年
団
の
１
人
、
髙
澤
昌
稔
先
生
は
、「『
ス
ト
ー

リ
ー
』
と
い
う
言
葉
を
中
村
先
生
は
よ
く
使
っ
て
い

た
」
と
、
学
年
集
会
の
様
子
を
振
り
返
る
。

　「
目
指
す
状
態
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
自
分
は
ど

ん
な
道
を
歩
い
て
行
く
の
か
、
進
路
実
現
の
た
め
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ

と
、
中
村
先
生
は
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
未
来

を
今
に
引
き
つ
け
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
が
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
私
自
身
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
」

　
目
指
す
状
態
か
ら
の
逆
算
が
な
い
指
導
は
形
骸
化

す
る
と
、
中
村
先
生
は
断
言
す
る
。

　「
例
え
ば
、
学
習
記
録
表
や
活
動
ご
と
の
振
り
返

り
シ
ー
ト
も
、
提
出
す
る
こ
と
が
目
的
化
す
る
と
、

生
徒
は
熱
心
に
は
取
り
組
ま
な
く
な
り
ま
す
。
な
ぜ

今
こ
の
活
動
に
生
徒
が
取
り
組
む
の
か
、
こ
の
活
動

は
１
年
後
、
２
年
後
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
と
い
う

進
路
実
現
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
教
師
が
理
解
し

た
上
で
、
各
ク
ラ
ス
や
生
徒
の
実
情
に
合
っ
た
運
用

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
週
に
１
、２
号
の
頻
度
で
中
村
先
生
が
執
筆
し
て

き
た
学
年
通
信
も
、
生
徒
、
教
師
の
目
線
合
わ
せ
の

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　「
15
人
の
担
任
を
通
し
て
聞
こ
え
て
く
る
、
そ
の

時
々
の
生
徒
の
言
動
に
対
す
る
学
年
団
と
し
て
の
思

い
、
考
え
を
書
き
ま
し
た
」（
中
村
先
生
）

　
20
年
２
月
に
発
行
さ
れ
た
学
年
通
信
第
62
号
で

は
、
中
村
先
生
は
「
塾
・
予
備
校
に
行
く
と
成
績

が
上
が
る
の
か
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
た
（
図
１
）。

３
年
生
０
学
期
を
迎
え
、
受
験
に
対
し
て
焦
り
を
感

じ
た
た
め
か
、
塾
や
予
備
校
に
通
う
こ
と
を
検
討
す

る
生
徒
が
現
れ
始
め
た
か
ら
だ
。
学
年
団
の
１
人
、

津
川
容
子
先
生
は
「
当
時
、
進
路
実
現
の
た
め
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
自
信
を
持
っ
て
描
け
な
く
な
っ
て
い
た

生
徒
に
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　「
第
62
号
に
記
さ
れ
た
の
は
、
安
易
に
塾
・
予
備

校
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、『
自
分
が
今
、
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
自
分
で
把
握
し
よ
う
』
と
い
う
、

そ
れ
ま
で
も
大
事
に
し
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し

た
。
こ
の
学
年
通
信
の
配
布
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
臨
時
休
業
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
宅
で
1
人
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
生
徒
に
、
学
年
通
信
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
思
い
ま
す
。
臨
時
休
業

図１ 学年団発行の学年通信（２0年２月発行）

学年通信を書く際に中村先生が心がけたのは、「こうでなければいけない」と
教師の考えを押しつけるのではなく、「あなたはどう考えますか？」と、答えを
生徒自身で出させる姿勢だ。教室では、生徒が学年通信の内容について語り
合う様子も見られた。※学校資料をそのまま掲載。
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は
、
生
徒
に
と
っ
て
、
あ
る
べ
き
学
び
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
実
践
す
る
機
会
に
も
な
っ
た
は
ず
で
す
」

　
た
く
さ
ん
の
書
き
込
み
が
入
っ
た
学
年
通
信
を
、

一
冊
に
ま
と
め
た
自
身
の
フ
ァ
イ
ル
を
手
に
、
髙
澤

先
生
は
「
学
年
通
信
の
内
容
を
、
生
徒
が
理
解
し
き

れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
時
は
、
自
分
な
り
の
言
葉
で

補
っ
た
り
、
生
徒
に
質
問
し
て
理
解
を
促
し
た
り
し

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
三
浦
先
生
は
、「
生
徒
が

３
年
生
に
な
る
頃
に
は
、
私
が
伝
え
た
い
こ
と
が
、

担
任
を
通
し
て
確
か
な
熱
量
を
伴
っ
て
生
徒
に
伝

わ
っ
て
い
る
と
、
手
応
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
し
、『
こ
れ
は
大
事
だ
な
』
と
私
が
思
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
が
説
明
す
る
前
に
先
生

方
か
ら
質
問
や
確
認
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
学
年
団
の
成
長
を
語
る
。

　
学
年
団
の
結
束
が
強
ま
る
中
で
、
津
川
先
生
、
髙

澤
先
生
は
、
学
年
団
の
教
師
に
自
分
の
担
当
す
る
英

語
の
授
業
の
参
観
を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
2
人
の
授

業
で
は
、
普
段
は
発
言
が
少
な
い
生
徒
も
、
発
表
の

際
に
は
堂
々
と
英
語
で
話
す
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
各
担
任
が
担
当
す
る
授
業
の
中
と
は
異
な
る
生

徒
の
姿
を
見
て
、
生
徒
を
多
角
的
に
理
解
す
る
機
会

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
次
第
に
、

津
川
先
生
、
髙
澤
先
生
以
外
の
学
年
団
の
教
師
の
授

業
も
見
に
行
く
教
師
が
増
え
、
生
徒
の
様
子
が
学
年

団
で
の
会
話
の
中
で
そ
れ
ま
で
以
上
に
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
20
年
度
、
初
め
て
3
年
生
を
担
任
し
た
津
川
先
生

は
、「
同
僚
の
助
言
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」
と
語
る
。

「
共
通
テ
ス
ト
受
験
後
の
個
別
入
試
へ
の
出
願
に
つ

い
て
、
学
年
団
の
先
生
方
か
ら
、『
全
体
に
対
す
る

声
か
け
は
、
よ
い
結
果
が
出
る
こ
と
を
前
提
に
行
う

分
、
個
々
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
は
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
て
丁
寧
に
や
っ
て
い
こ
う
』『
入
試
本
番

を
迎
え
た
か
ら
こ
そ
、
志
望
大
学
の
合
否
の
先
に
あ

る
、
そ
の
生
徒
が
目
指
し
て
い
る
も
の
を
大
事
に
し

て
い
こ
う
』
と
、
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
な

り
に
自
信
を
持
っ
て
3
年
生
に
向
き
合
え
ま
し
た
」

　
学
年
団
の
ス
タ
ー
ト
時
、
全
国
規
模
の
模
擬
試
験

の
成
績
が
、
過
去
5
年
間
で
一
番
振
る
わ
な
か
っ
た

生
徒
た
ち
は
、
21
年
度
入
試
に
お
い
て
、
過
去
最
多

の
国
公
立
大
学
現
役
合
格
者
数
を
記
録
す
る
ま
で
に

成
長
し
た
。
約
５
５
０
人
の
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
実
現
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
き
、
そ

れ
を
実
現
し
た
の
だ
。

学
年
団
の
教
師
が

互
い
の
授
業
に
足
を
運
ぶ

髙
澤
昌
稔　
た
か
ざ
わ
・
ま
さ
と
し

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
・
学
習
指
導
部
。
英
語
科
。

津
川
容
子　
つ
が
わ
・
よ
う
こ

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

生
徒
指
導
部
。
英
語
科
。

中
村
大
輔　
な
か
む
ら
・
だ
い
す
け

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

進
路
・
学
習
指
導
部
副
部
長
。
地
理
歴
史
・

公
民
科
。

高
３
学
年
主
任

三
浦
利
文　
み
う
ら
・
と
し
ふ
み

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
17
年
目
。

進
路
・
学
習
指
導
部
副
部
長
。
英
語
科
。

生徒に同じ熱量でメッセージを
伝えることを重視

生徒の成長や進路実現を逆算し
たストーリーを学年団で共有

学年集会、学年通信で、生徒の
状況に合ったテーマを発信

学年団　輝きのポイント

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

輝く
学年団を訪ねて
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生
徒
が
毎
日
元
気
に
笑
顔
で
登
校
す
る
こ
と
は
、

学
校
教
育
に
お
い
て
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
ま
た
、

生
徒
が
学
校
の
管
理
下
に
あ
る
間
は
、
生
徒
の
安
全

に
対
し
て
学
校
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
判
例
は
何
度

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
心
・
安
全
が
日

常
的
に
あ
る
が
故
に
、
非
常
時
の
備
え
が
後
回
し
に

な
り
が
ち
な
状
況
も
否
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
危
機

管
理
は
教
育
活
動
の
大
前
提
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め

て
学
校
現
場
と
共
有
し
た
く
、
本
連
載
で
解
説
し
て

い
き
ま
す
。

　
危
機
管
理
は
、
次
の
２
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

◎
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

校
内
で
起
こ
り
得
る
危
機
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
を

未
然
に
防
ぐ
環
境
や
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

◎
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
故
や
事
件
、
災
害
な
ど
の
発
生
時
に
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
対
応
と
、
事
後
に
行

う
心
の
ケ
ア
や
再
発
防
止
策
の
こ
と
。

　
こ
の
２
つ
は
学
校
危
機
管
理
の
両
輪
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
万
全
な
備
え
が
必
要
で
す
。
ど
ん
な
に
予
防

策
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
事
故
や
災
害

等
は
起
こ
り
ま
す
。
想
定
外
の
事
態
を
見
越
し
て
準

備
す
る
。
そ
れ
が
、
危
機
管
理
の
鉄
則
で
す
。

　
学
校
危
機
管
理
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
２
０
０
９
年

に
施
行
さ
れ
た
学
校
保
健
安
全
法
で
す
。同
法
で
は
、

事
故
や
災
害
等
に
お
い
て
取
る
べ
き
対
応
を
明
記
し

た「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
が
、す
べ
て

の
学
校
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の

調
査
（
＊
）
で
は
、
そ
の
作
成
率
は
、
公
立
高
校
は

＊　「学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査」（2018 年度実績）。

押さえておきたい学校危機管理の基本

「リスクマネジメント」「クライシスマネジメント」は、危
機管理の両輪であり、双方をバランスよく備えておく。

年１回、必ず自校の「危機管理マニュアル」を見直す。

年度初めに、異動者も含めて、自校の危機管理を確
認する研修を実施する。

危機を自分ごとと捉える想像力と、日頃のチームワー
クが、いざという時の迅速な対応につながる。

学校
危機管理
基 礎 講 座

学
校
の
危
機
管
理
の
基
本

テーマ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
機
に
、
学
校
の
危
機
管
理
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
災
害
や
い
じ
め
問

題
、
保
護
者
対
応
な
ど
、
様
々
な
事
案
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
備
え
て
お
く
べ
き
か
、
学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
新
連
載
。
第
１
回
は
、
危
機
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

危
機
管
理
の
鉄
則
は
、

想
定
外
の
事
態
を
見
越
し
た
備
え

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。教職員支援機構などで
スクール・コンプライアンス体
制の確立に向けた活動を展開。

解説者
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１
０
０
％
で
す
が
、私
立
高
校
は
約
92
％
で
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
危
機
回
避
の
行
動
を
迅
速
に
取
れ

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
作
成
率
が
１
０
０
％

に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
そ
の
作
成
後
も
重
要
で
す
。
ま

ず
求
め
ら
れ
る
の
は
、
定
期
的
な
見
直
し
で
す
。
全

体
の
約
90
％
の
高
校
が
、
定
期
的
ま
た
は
必
要
に
応

じ
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
（
図
）、
望
む
べ

く
は
年
１
回
の
見
直
し
で
す
。
教
師
の
異
動
や
入
学

し
た
生
徒
の
状
況
、
通
学
路
の
事
情
な
ど
、
何
ら
か

の
環
境
変
化
が
生
じ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
通
学

路
の
周
辺
に
商
業
施
設
が
で
き
れ
ば
交
通
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、交
通
事
故
対
策
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
新
た
な
安
全
上
の

課
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
子
力
災
害
や

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
係
る
対
応
な
ど
、
危
機
と
想

定
さ
れ
る
事
態
が
、
文
部
科
学
省
が
数
年
お
き
に
実

施
す
る
調
査
（
＊
）
の
度
に
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
教
職
員
へ
の
周
知
徹
底
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
っ
た
も
の
の
、
教
職
員
が
そ
の
内
容
を
知
ら

ず
に
行
動
し
、
危
機
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
案
が
複
数

あ
り
ま
し
た
。
年
度
当
初
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読

み
、
各
自
の
担
当
と
非
常
時
の
行
動
を
確
認
す
る
研

修
を
、
異
動
者
も
含
め
て
行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
研
修
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
想
像
力
」
で
す
。
原

則
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
ま
す
が
、
臨
機
応
変
な
対

応
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

　
私
が
講
師
を
務
め
る
研
修
で
は
、
具
体
的
な
状
況

を
提
示
し
、
そ
の
最
善
策
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
す
。
実
際
に
起
き
た
最
悪
の
事
態
を
例

示
す
る
と
、
大
抵
の
先
生
は
思
考
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
状
況
を
自
校
に
あ
て

は
め
て
想
像
し
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
考
え
て
お

く
こ
と
が
備
え
と
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

本
当
に
そ
れ
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
迅
速
に

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
次
被
害
を
食
い
止
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
学
校
に
よ
っ
て
環
境
は
異
な
り
、
１
つ
の
正
解
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
校
に
と
っ
て
の
危

機
の
優
先
順
位
を
つ
け
、
そ
れ
ら
を
４
〜
５
人
で
話

し
合
う
と
い
っ
た
研
修
も
一
案
で
す
。

　
日
頃
の
教
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
、
い
ざ
と
い

う
時
の
対
応
を
大
き
く
変
え
ま
す
。
管
理
職
の
出
張

中
に
事
故
が
起
き
た
り
、
深
夜
に
地
震
が
起
き
た
り

す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
事
前
に
決
め
た

担
当
者
が
不
在
で
も
、
役
割
を
補
完
し
合
う
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
迅
速
に
対
処
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
保
健
安
全
法
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、

地
域
や
保
護
者
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。災
害
時
の

生
徒
の
避
難
先
が
記
さ
れ
て
い
る「
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」は
、保
護
者
や
地
域
と
も
共
有
し
た
方

が
、事
後
の
速
や
か
な
対
処
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
安
全
教
育
の
重
要
性
が

改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
に
安
全
に
関
す
る
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
も
、
学
校
の
危
機
管
理

の
1
つ
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2011 2013 2015 2018

100

90

80

70

60

50

（％）

（年度）
0

公立高校

全高校

国立高校

私立高校

94.1

86.5

76.5

69.1

90.3

82.4

72.9

94.7

90.2
82.4

78.1

93.1

86.5

68.9

82.1

85.786.5

82.4

72.9

教
職
員
へ
の
周
知
徹
底
は

本
当
に
な
さ
れ
て
い
る
か
？

学
校
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
も
重
視

「危機管理マニュアル」の作成率は100％に近いが、見直しの実施率は多少下が
る。特に私立高校は、約 2割が見直しを行っていない（2018 年度）。
※文部科学省「学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査」（2011、2013、
2015、2018 年度実績）を基に編集部で作成。

図　 定期的または必要に応じて危機管理マニュアルの見直しを
行った学校（高校）
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１年生秋 ２年生春 ２年生秋 ３年生春 進学先

B

A
先行維持パターン
２年生春に「A」に上がり、

そのままキープ

7.6％
紆余曲折パターン

「B」以下に下がらず、３年生までに
一度は「A」の経験あり

23.9％
逆転パターン

３年生春まで「B」をキープし、
「A」相当の大学に進学

45.5％

学習の仕方

成長のパターン

ただ暗記するのではな
く、理解して覚えるよ
うに心がけている（%）

重要なところがどこか
考えて学習するように
している（%）

習ったこと同士の関連
をつかむようにしてい
る（%）

何から学習したらよい
か順番を考えるように
している（%）

自主学習時間（分）

２年生
春

２年生
秋

３年生
春

２年生
春

２年生
秋

３年生
春

２年生
春

２年生
秋

３年生
春

２年生
春

２年生
秋

３年生
春

２年生
春

２年生
秋

３年生
春

先行維持パターン 70 71 82 66 67 78 49 55 69 48 48 74 91 107 130

紆余曲折パターン 64 64 77 63 64 74 44 49 61 49 48 72 83 92 114

逆転パターン 58 58 72 60 60 71 39 41 54 46 49 68 67 75 98

ピックアップデータ ベネッセコーポレーション「スタディーサポート」

高い志望の実現には
「学習内容の俯瞰」が鍵に

データから考える！　指導 のnex t

　
生
徒
の
学
力
を
Ｓ
１
か
ら
Ｄ
３
ま
で
の
15
段
階

で
評
価
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
学
力
指
標
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ

（
＊
）。「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
受
験
者
で
一

番
多
い
の
は
、学
力「
Ｂ
」の
生
徒
だ
。そ
の
う
ち
、

１
年
生
の
秋
は
「
Ｂ
」
で
、
最
終
的
に
「
Ａ
」
相

当
の
大
学
に
進
学
し
た
生
徒
の
成
績
推
移
を
見
る

と
、大
き
く
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る（
デ
ー

タ
１
）。

　
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
各
生
徒
に
見
ら
れ
る
学
習

の
仕
方
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
あ

る
共
通
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
た
（
デ
ー
タ
２
）。

そ
れ
は
、
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
、「
た

だ
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
理
解
し
て
覚
え
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
る
」
や
「
習
っ
た
こ
と
同
士
の

関
連
を
つ
か
む
よ
う
に
し
て
い
る
」
な
ど
、
学
習

内
容
を
俯
瞰
的
に
捉
え
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
生
徒
の
割
合
が
、
３
年
生
の
春
ま

で
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
特
に
、
２
年

生
の
春
に
「
Ａ
」
に
上
が
り
、
そ
の
ま
ま
の
成
績

を
キ
ー
プ
し
た
「
先
行
維
持
パ
タ
ー
ン
」
の
生
徒

は
、「
た
だ
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
理
解
し
て

覚
え
る
」
と
い
う
学
習
の
仕
方
を
、
よ
り
早
く
意

識
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
高
い
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
学
習
時
間

の
確
保
だ
け
で
な
く
、
学
ぶ
内
容
の
意
味
的
な
つ

な
が
り
や
学
ぶ
べ
き
順
序
を
自
分
で
考
え
る
と

い
っ
た
、「
質
の
高
い
学
習
」
の
仕
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
点
を
生
徒
に
伝
え
る

際
の
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
、
本
デ
ー
タ
を
お
役
立

て
い
た
だ
き
た
い
。

注１）2016年度高１、2017年度高２、2018年度高３、2019年度４月進学の生徒のうち、１年生秋、２年生春、２年生秋、３年生春の「スタディーサポート」
と入試結果調査の５地点のデータのある48,866人のデータを基に算出。　注２）表内の（％）の値は、それぞれの質問に対しての「とてもそう思う」と「ややそ
う思う」の回答率の合計。　注３）表内の（分）の値は、平日の自主学習時間の回答の平均値。

GTZ「B」から「A」に成績が伸びた生徒の３つのパターンデータ１

成長パターン別・学習の仕方と自主学習時間の推移〈２年生春→２年生秋→３年生春の推移〉　データ２

＊　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。B3からB1までの「Ｂ」ゾーンの目安となるレベルは「４年制大挑戦レベル」
から「国公立・中堅私立大挑戦レベル」、A3からA1までの「Ａ」ゾーンの目安となるレベルは「国公立・中堅私立大合格レベル」から「ブロック大合格レベル」。
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 60

P. 42

P. 50

P. 56

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

言語技術教育　
東京都・私立芝浦工業大学附属中学高校

目標９	 産業と技術革新の基盤をつくろう	 P.50

目標 10	 人や国の不平等をなくそう	

目標９	 高知工科大学	 P.52

	 システム工学群　知能機械工学専攻　知能ロボティクス研究室
目標 10	 東洋大学　	 P.54
	 社会学部　社会福祉学科　加山ゼミ

生徒の将来に影響する社会の動きが「暮らす」「働く」「学ぶ」の視点で分かる

トレンド・ワード　DX（デジタルトランスフォーメーション）

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

大
学
の
学
び

解
説S D G s の

視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

現代文　北海道・市立札幌平岸高校　對
つし

馬
ま

光
こう

揮
き

	 P.42

自ら問いを立て、考察してきた１年間の
集大成として、「学ぶとは何か」と問いかける

地理　宮城県宮城第一高校　三浦　学	 P.46

自分の疑問を基にした「問いづくり」と探究で、
知識の習得と問題解決能力の育成を図る

日本語の４技能を体系的に学ぶプログラムで、
思考と論理の基礎を身につける

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

［
対
象
・
教
科
・
科
目
］
２
年
生
／
国
語
／
現
代
文
Ｂ
　［
分
野
・
単
元
］
小
説
／
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』　

［
設
定
時
数
］
全
15
時
間
の
う
ち
の
15
時
間
目
（
Ｐ
．45
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］『
こ
こ
ろ
』
に
つ
い
て
生
徒
が
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
素
材
文
と
し
た
読
解
問
題
に
取
り
組
ま
せ
、「
問

い
」
へ
の
意
識
を
持
た
せ
て
か
ら
、
現
代
文
の
１
年
間
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
、「
学
び
を
実
感
し
た
時
」「
学
ぶ

と
は
何
か
」に
つ
い
て
個
人
で
考
察
。
そ
の
後
、４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
で
各
自
の
考
え
を
出
し
合
い
、共
有
し
た
。

生徒のレポートを素材文とした問題を解く

グループで考えを共有

生徒はまず、對馬先生作成の読解問題に取り組んだ。素
材文は生徒が書いた『こころ』に関するレポートで、そ
れを基に對馬先生が２題作問した。解答時間は５分間。
答え合わせの後、素材文が生徒のレポートであることを
明かし、問いは自身の中から生まれることを実感させた。

４人１組で２つの問いについて考えを述べ合った。「根拠
や論理が大切だと思う」「知識が増えるほど、他教科と関
連していることに気づく」「社会で目標に向かって進んで
いくための準備になる」など、生徒はメンバーの考えを聞
きながら、大事だと思う点をワークシートに書き留めた。

10:45

11:14

本時の概要

つしま・こうき　教職歴５年。同校に赴任して６年目。国語科。「総合的な探究の時間」
の統括も担当。従来の授業スタイルに課題意識を持ち、本質的な学びを追究している。

学校概要
◎ 1950 年に設置された北海道月

つき

寒
さむ

高校石山分校が前身。教育標語に「For the Best」
を掲げる。2005 年度、普通科にデザインアートコースを設置。15 年度、ユネスコスクー
ルに加盟し、カンボジアスタディツアーや寺子屋プロジェクトなどに取り組む。
◎設立　 1980（昭和 55）年
◎形態　全日制／普通科（普通コース・デザインアートコース）／共学　
◎生徒数　１学年約 320 人
◎2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、小樽商科大、北見工業大、北海
道教育大、室蘭工業大、弘前大、釧路公立大、公立千歳科学技術大、公立はこだて未来
大などに 29 人が合格。私立大は、札幌学院大、北星学園大、北海学園大、北海道医療大、
北海道科学大、女子美術大、多摩美術大、桐朋学園大、東洋大などに延べ 300 人が合格。

授 業 実 践

現
代
文

自
ら
問
い
を
立
て
、
考
察
し
て
き
た
１
年
間
の

集
大
成
と
し
て
、「
学
ぶ
と
は
何
か
」
と
問
い
か
け
る

北
海
道
・
市
立
札
幌
平
岸
高
校
　

對つ
し

馬ま

光こ
う

揮き

発問・課題設定をキーに見る
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　初
任
時
か
ら
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を

目
指
す
授
業
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
原

点
は
、
大
学
時
代
の
研
究
活
動
の
中
で
経

験
し
た
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
す
。
そ
こ
で
は
、

自
分
で
問
い
を
立
て
、
必
要
な
情
報
を
収

集
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
、
人
に
伝
わ
る

よ
う
に
表
現
し
ま
す
。
そ
の
過
程
に
は
、

自
ら
思
考
す
る
と
い
う
学
び
の
本
質
が
あ

り
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を
つ
け
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
し

た
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す
授
業
に

す
る
こ
と
で
、
高
校
で
の
学
び
を
、
大
学

へ
の
通
過
点
で
は
な
く
、
社
会
へ
の
入
り

口
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　学
習
内
容
が
学
び
の
本
質
か
ら
外
れ
な

い
よ
う
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
の
が
、

学
習
指
導
要
領
で
す
。
単
元
の
目
標
は
、

学
習
指
導
要
領
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
で

設
定
し
て
い
ま
す
。
授
業
が
資
質
・
能
力

の
育
成
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
不
安
な
時

は
、
学
習
指
導
要
領
に
立
ち
返
り
ま
す
。

学
び
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
つ

つ
、
私
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
や
、
生
徒

の
興
味
・
関
心
が
あ
り
そ
う
な
こ
と
を
授

業
に
盛
り
込
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

2

56

●
私
が
目
指
す
授
業

学
び
の
本
質
を
追
究
し
つ
つ
、

自
分
ら
し
い
授
業
を
す
る

問いを立てる大切さを伝える

對馬先生の講評本時の振り返り

對馬先生は、本時のメッセージである「問いは、人から与え
られるものではなく、自分で生み出すもの」を提示。『山月記』
『こころ』、人種差別問題に関する評論の読解などに取り組
んだ 1年間の授業を振り返り、「授業では問いが与えられる
が、社会では自ら問いを立てる力が求められる」と伝えた。

對馬先生は、グループワーク中に机間指導を行った。その
中で聞かれた声として、「簡単に納得しない」「疑うことが大
事」「視野を広げる」などを紹介した。そして、先生自身が
考える９つの学びの要素として、「興味関心・疑問・情報収集・
知識・多角的・課題発見・課題解決・表現・愛」を挙げた。

各自、本時で感じたことをワークシートに記入して提出。
生徒は、「自分の考えを他者と共有できるのは幸せなことだ
と感じた」「複数の意見を知ることは、他者を傷つけない
想像力を持つことにもつながると思った」「自分は学んでい
るんだという実感を持てた」など、様々な気づきを書いた。

10:55

11:2311:30

3「学ぶとは何か」を考察

「現代文の授業で学びを実感した時」「学ぶとは何か」とい
う２つの問いについて、個人で考察。「作者の伝えたいこ
とを、以前よりも理解できた時」「知識を使って自分で新
しい発想を生み出すこと」など、生徒は自身の考えをそれ
ぞれワークシートに記入した。

本時のキー課題

11:00
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私
の
授
業
は
、
本
時
の
中
心
に
据
え
た

「
問
い
は
自
分
で
生
み
出
す
も
の
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
。

普
段
の
授
業
か
ら
、
生
徒
自
身
が
問
い
を

立
て
、
解
決
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
単
元
で
は
、『
こ
こ
ろ
』
の
主
人
公
や

登
場
人
物
の
Ｋ
に
関
す
る
疑
問
点
を
個
人

で
考
え
た
後
、
４
人
１
組
で
テ
ー
マ
を
決

め
、
情
報
収
集
・
整
理
を
行
い
、
読
み
取
っ

た
内
容
を
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
Ｋ
が
自
殺
し
た
理
由
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
点
に
着
目
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、

「
Ｋ
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」
に
つ
い
て
追

究
し
、
Ｋ
が
「
道
」
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と

に
重
き
を
置
き
、
仏
教
の
八は

っ
し
ょ
う
ど
う

正
道
の
思
想

を
切
り
口
に
考
察
を
深
め
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
そ
う
し
た
問
い
を
最
初
か
ら

立
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

年
次
は
、
私
が
提
示
し
た
問
い
を
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
考
え
、「G
PS-A

cadem
ic

」

（
＊
）
を
利
用
し
た
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ

て
、
視
野
を
広
げ
る
練
習
を
積
み
重
ね
ま

し
た
（
図
１
）。

　
思
考
を
深
め
る
た
め
に
最
も
重
視
し
て

い
る
の
が
、
授
業
の
最
後
に
課
す
レ
ポ
ー

ト
で
す
。
自
分
と
の
対
話
は
他
者
と
の
対

点
に
知
見
を
広
げ
、
考
察
を
深
め
て
き

た
１
年
間
の
授
業
を
振
り
返
り
、「
国
語
」

と
い
う
具
体
か
ら
「
学
習
」
と
い
う
抽
象

に
転
換
し
ま
し
た
。
他
教
科
・
科
目
を
含

め
た
今
後
の
学
習
や
日
常
生
活
で
の
学
び

に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
た
め
に
、「
学
ぶ

と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
ま
し
た
。

　『
こ
こ
ろ
』
に
は
、
Ｋ
の
自
殺
を
知
っ
た

話
と
同
様
に
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
が

思
考
や
読
解
の
深
さ
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
単
元
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
に
、
個
人
の
レ

ポ
ー
ト
を
自
由
な
テ
ー
マ
で
書
か
せ

た
と
こ
ろ
、「
な
ぜ
テ
ー
マ
設
定
が

う
ま
く
で
き
な
い
の
か
」
を
問
い
に

し
、
小
説
の
文
章
構
造
に
原
因
が
あ

る
と
分
析
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

た
生
徒
が
い
ま
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
評
価
は
、
３
段
階
と
し

て
い
ま
す（
図
２
）。
問
い（
テ
ー
マ
）

そ
の
も
の
は
、
評
価
対
象
に
し
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
収
集
し
た
情
報
や
根

拠
の
確
か
さ
、思
考
の
深
ま
り
な
ど
、

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
の
質
を
見
ま
す
。

　
定
期
考
査
で
は
、
教
科
書
の
素
材
文
だ

け
で
は
な
く
、
当
該
作
品
に
関
す
る
評
論

な
ど
を
素
材
文
と
し
て
出
題
し
、
汎
用
的

な
読
解
力
を
測
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
科
横
断
型
授
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。特
に
、表
現
や
ア
ー
ト
を
通
し
て
読

解
を
深
め
た
り
、
感
性
を
磨
い
た
り
す
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
美

術
科
と
連
携
し
、
１
年
次
に
は
『
羅
生
門
』

の
場
面
を
絵
で
表
現
す
る
活
動
を
、
２
年

次
に
は
『
伊
勢
物
語
絵
巻
』
を
使
っ
て
場

面
や
心
情
の
読
み
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
英
語
科
と
連
携
し
、
イ

ギ
リ
ス
人
翻
訳
者
と
日
本
人
翻
訳
者
が
そ

れ
ぞ
れ
英
訳
し
た
『
こ
こ
ろ
』
を
提
示
し
、

両
者
の
表
現
の
違
い
か
ら
語
句
の
意
味
や

文
脈
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
。
例

え
ば
、
作
品
中
の
「
き
ま
り
が
悪
い
」
と

い
う
表
現
を
、
イ
ギ
リ
ス
人
翻
訳
者
は

「em
barrassed

（
恥
）」
と
、
日
本
人

翻
訳
者
は
「shy

（
内
気
）」
と
訳
し
て
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
適
切
か
を
問
う
と
、

生
徒
は
「
前
者
は
道
徳
的
な
恥
ず
か
し
さ
、

後
者
は
経
験
的
な
恥
ず
か
し
さ
な
の
で
、

こ
こ
で
は
『shy
』
が
適
切
で
は
な
い
か
」

と
、
根
拠
を
も
っ
て
解
答
し
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、
生
徒
が
立
て
た
問
い
を
起

＊　ベネッセのアセスメントの１つで、問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

図１　思考力の育成

図２　レポートの評価方法

レポートは、３段階で評価する。生徒が資質・能力を身につけられな
いまま学習が終わってしまっては、教師が責任を果たしたことになら
ないと考え、Ｃだった生徒は個別に指導し、レポートを再提出させて
必ずＢまで引き上げる。Ｂだった生徒は、書き直して評価基準に達し
ていればＡに引き上げる。一度で基準に達しなくても、努力次第で評
価を上げられると思わせることで、学習意欲を高めるのがねらいだ。
なお、レポートの評価が評定に占める比率は３割。

評価基準

A
授業の内容や収集した情報を踏まえて、根拠を示しながら自
分の意見を記すことができている。

B 授業の内容を踏まえて自分の意見を記すことができている。

C 授業の内容を踏まえて自分の意見を記すことができていない。

※図 1・2とも、對馬先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

同校では、ベネッセの思考力測定アセスメント「GPS-Academic」を
年１回実施している。對馬先生はそれを活用し、現代文で思考力（批
判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）の育成を目的としたグルー
プワークやGPSの事前・事後ワークなどを行っている。

グループワークの例
•ある行動を取る際のメリットとデメリットを比較する。
•犯罪捜査と情報開示についての素材文を読み、自身の主張を論じる。
•ＡＩに取って代わられる仕事は何かを考える。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
立
て
た
問
い
を

自
分
た
ち
で
追
究
す
る

●
成
果
と
展
望

授
業
で
の
気
づ
き
を

生
活
や
社
会
で
生
か
し
て
ほ
し
い
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主体的・対話的で深い学び

主
人
公
が
「
ふ
る
え
だ
し
た
」
場
面
が
あ

り
ま
す
。
英
語
科
と
の
教
科
横
断
型
授
業

で
は
、「
ふ
る
え
る
」
の
英
訳
を
『sh

ake

』

『trem
ble

』『shudder

』
の
い
ず
れ

を
用
い
る
べ
き
か
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
「
問
い
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論

さ
せ
ま
し
た
。
本
時
の
生
徒
の
振
り
返
り

に
は
、「
様
々
な
分
野
の
知
識
を
取
り
入

れ
る
と
、
さ
ら
に
考
え
が
広
が
り
深
ま
る

と
思
っ
た
」「
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝

え
る
時
、
も
っ
と
丁
寧
に
言
葉
を
選
び
た

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

Ｋ
が
語
る
「
道
」
を
、
倫
理
の
授
業
で
学

ん
だ
道
教
の
「
道
（
タ
オ
）」
と
結
び
つ

け
て
考
え
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
授
業
で

の
学
び
を
普
段
の
生
活
や
社
会
で
の
活
動
、

他
教
科
・
科
目
の
学
び
に
生
か
す
こ
と
も

意
図
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
生
徒
の

内
省
を
見
る
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
一

層
引
き
出
す
こ
と
で
す
。
レ
ポ
ー
ト
の
評

価
が
Ｂ
の
生
徒
は
、
書
き
直
し
て
基
準
に

達
す
れ
ば
Ａ
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
が
、

自
ら
次
の
行
動
に
移
す
生
徒
は
ま
だ
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
深
く
考
え
た
い
、

上
手
に
自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
い
と
思

い
、
率
先
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
よ

う
な
主
体
性
を
引
き
出
す
授
業
を
、
こ
れ

か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】国語・現代文Ｂ　【分野・単元】小説　【テーマ・作品】夏目漱石『こころ』　【設定時数】全15時間の中の15 時間目
【単元目標】目的や課題に応じて、収集した様々な情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表現する。 

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
〜
３

教 科 書に掲 載
されている素材
文の 前 段 を読
み、 登 場 人 物
の 設 定と関 係
性を読み取る。

文章を読み、構
成や展開を的確
に捉える。

【知識、技能、判
断力、主体性】

①教科書本文の前段から抜粋した文章を読
む。

②「私」「Ｋ」「お嬢さん」の人物設定と関係
性を把握する。

【主体的な学び】本単元の全体像を説
明し、見通しを持たせた上で、各活動
の目的と意味を伝える。

• ワーク
シート

4
着 目し た 文 や
疑 問 点 を 整 理
する。

主体的・批判的
に文章を読む。

【技能、思考力、
判断力、主体性】

①教科書本文を読む。
②「『私』の発言、または『私』について」「『Ｋ』

の発言、または『Ｋ』について」「その他」
の 3 項目について、着目したことや疑問点
を整理する。

【対話的な学び】解釈に正解はないこ
とを伝える。

• ワーク
シート

13
・
14

教 科 横 断 型 授
業 を 通 じ て、
語句に着目し、
文 脈 を 捉 え 直
し た 上 で 効 果
的に表現する。

語 句 に 着 目 し、
文脈を捉え直し
た上で効果的に
表現する。

【知識、技能、思
考 力、 判 断 力、
表現力、主体性、
多様性、協働性】

①『こころ』のイギリス人翻訳者と日本人翻
訳者の英訳の一部を記載したプリントを配
布し、日本語と英語の表現を比較する。

②「きまりが悪い」という表現を、イギリス
人翻訳者は「embarrassed（恥）」と、日
本人翻訳者は「shy（内気）」と、異なる
訳をしているのはなぜか、どちらが適切か
を、個人で考えた後、グループで議論する。

③各グループの代表が発表する。
④「私はがたがたふるえだした」という表

現の英訳として適切な語句は、「shake」
「tremble」「shudder」のいずれであるかを、
個人で考えた後、グループで議論する。

⑤各グループの代表が発表する。
⑥２つの問いについて、自分の考えを再度整

理して、ワークシートに書く。

【主体的な学び】今回の学習が本時に
とどまらず、今後の学習にも関連する
ことを伝える。

【対話的な学び】個人で思考する時間
を十分に確保してから、意見交換を行
う。

【深い学び】教師による説明を通じて
知識を与え、個人で思考し、他者と意
見交換した後に、再度個人で考える活
動に戻すことによって、視野の広がり
を実感させる。

• 活動の
様子

• ワーク
シート

15

こ れ ま で の 授
業を振り返り、

「 学 ぶ と は 何
か」を考える。

ものの見方、感
じ方、考え方を
深め、人生を豊
かにする態度を
育てる。

【思考力、判断力、
表現力、主体性、
多様性、協働性】

①素材文は生徒が書いたレポートであるこ
とを伏せて、読解問題に取り組ませる。

②答え合わせをしてから、素材文の種明か
しをし、問いは自分の中にあることを説明
する。

③ 1 年間の授業を通じて学びを実感したタ
イミングでこれまでの学習を振り返り、「学
ぶとは何か」を考える。

④ 4 人１組となり、各自の「学ぶ」を発表する。
⑤グループワークで上がった声を紹介する

とともに、教師自身の「学ぶ」も伝える。
⑥本時の振り返りを書く。

【主体的な学び】生徒が書いたレポー
トを素材文にした読解問題で好奇心を
刺激し、学習を自分ごととして捉えら
れるようにする。

【対話的な学び】同じ体験でも、人に
よって感じ方が異なることを実感する
とともに、「学ぶ」についても多様な
捉え方があることに気づく。

【深い学び】自己の振り返りと他者と
の意見交換によって、これまで感覚的
に捉えていた事柄を明確にし、自己の
内にあった「学ぶ」を再発見させる。

• 活動の
様子

• ワーク
シート

※對馬先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 15 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。
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1

4

授 業 実 践

みうら・まなぶ　教職歴 20 年。同校に赴任して１年目。地理歴史・公民科（地理）。
２学年担任。情報化推進リーダー。様々な書籍や外部研修、他校視察を通じて研鑽を
積み、現在の指導スタイルに至る。

学校概要
◎仙台市高等女学校として開校し、県の女子教育の中核を担う。2008 年度、男女共
学・単位制に移行し、現校名に改称。少人数授業・習熟度別授業を実施し、生徒の希
望進路実現を支援している。宮城県教育委員会が推進する ICT 活用事業を導入し、20
年度からはタブレット端末を利活用した教科指導を推進している。
◎設立　 1897（明治 30）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学　
◎生徒数　１学年約 280 人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、宮城教育大、
山形大、筑波大、お茶の水女子大、東京農工大、宮城大などに 129 人が合格。私立大は、
東北医科薬科大、東北学院大、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 532 人が合格。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

［
対
象
・
教
科
・
科
目
］
２
年
生
／
地
理
歴
史
／
地
理
Ａ

［
分
野
・
単
元
］
１
年
間
の
学
習
の
振
り
返
り
　
　［
設
定
時
数
］
全
２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
問
題
解
決
能
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
生
徒
は
、
前
時
に
作
成
し
た
問
い
を
、
問
い
づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
て
見
直
す
ペ
ア
活
動
を
行
っ

た
。
そ
し
て
、
見
直
し
た
問
い
の
う
ち
、
特
に
考
え
た
い
問
い
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
以
下
、

Ｏ
Ｑ
）
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｃ
Ｑ
）
に
、
Ｃ
Ｑ
は
Ｏ
Ｑ
に
ペ
ア
で
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。

問いづくりの視点を提示

問いの転換に取り組む

三浦先生は、「地球温暖化につながる行動は何か」「あな
たの日常生活でちょっと工夫をすれば地球温暖化防止に
つながる行動は何か」と２つの問いを例示。生徒に文の
構成や表現の違いに目を向けさせ、「回答者のことを考え
た整理と表現を意識して、問いをつくろう」と説明した。

優先順位の高い３つの問いを、ＯＱはＣＱに、ＣＱはＯＱに
転換する課題に取り組んだ。三浦先生は「思考回路を切り
替え、見方を変えよう」と呼びかけた。「教え合うことの意
味と重要性は何か」というＯＱを、「教え合う授業は面白いか」
というＣＱにするなど、ペアで話し合いながら取り組んだ。

9:40

10:00

本時の概要

本時のキー課題

地
理

自
分
の
疑
問
を
基
に
し
た「
問
い
づ
く
り
」と
探
究
で
、

知
識
の
習
得
と
問
題
解
決
能
力
の
育
成
を
図
る

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

　三
浦
　学

発問・課題設定をキーに見る
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前
任
校
で
授
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、
書
籍
や
外

部
研
修
、
他
校
視
察
を
通
じ
て
知
見
を
広

げ
、
授
業
改
善
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
目
指
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
が
社
会

と
つ
な
が
る
授
業
で
す
。
新
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
生
徒
は
持
続

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
、
そ
の
担
い
手

で
す
。
学
校
教
育
の
目
的
は
、
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
生

徒
に
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
教
科
学
習

で
も
、
教
科
の
知
識
・
技
能
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
社
会
で
役
立
つ
資
質
・
能
力
が

身
に
つ
く
学
び
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
担
当
す
る
地
理
の
授
業
で
は
、

地
理
の
知
識
に
加
え
て
、
対
話
や
表
現
の

方
法
の
習
得
、
思
考
力
や
問
題
解
決
能

力
、
協
働
性
な
ど
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
で
扱
う
題
材
に
は
、

生
徒
が
自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
や
、
自

分
と
社
会
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
ら
れ
る

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
生
徒
が
社
会
人
に
な
っ
た
時
、「
こ

の
授
業
で
学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

く
れ
れ
ば
本
望
で
す
。

23

56

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
の
す
べ
て
の
学
び
が

社
会
へ
と
つ
な
が
る
授
業
に

前時に作成した問いを見直す問いを分類し、優先順位をつける

問いの転換のためのヒントを出す１年間の振り返りをまとめる

生徒は、前時に作成した問いを見直す活動にペアで取り組
んだ。「相手が解答を具体的に考えられるよう、問いの意
図が明確に伝わる文にしよう」と三浦先生。タブレット端末
から、三浦先生や生徒同士で参照可能なシートに問いを入
力し、ペアの相手に意見をもらい、問いの文を練り直した。

自身のタブレット端末で生徒のシートへの入力状況を確認
しつつ、生徒の表情などを観察する三浦先生。入力が滞っ
ていた生徒のタブレット端末の画面をのぞき込み、「『砂漠
が』という文で始めたら？」とヒントを出した。生徒はし
ばらく考えた後、何かを思いついたように入力し始めた。

「ヨーロッパの気候に大きく影響している風と海流名は？」
「地図記号は新しく作られているか」などの問いを作成し
た生徒たち。それらの問いを自由に解答できるＯＱと、「は
い・いいえ」など、解答が限定されるＣＱに分類し、ペア
で相談をしながら考えてみたい問いの優先順位をつけた。

１年間の授業で学んだことをタブレット端末からシートに
入力した。地理の知識だけでなく、ペアワークや問いづく
りから学んだことを入力する生徒が多かった。「新年度に
向けて一言」の項目では、「『受験』というワードは禁止」
とし、生徒に大学入試以外の学びを意識させた。

9:479:55

10:1010:15
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授
業
の
軸
と
し
て
い
る
の
は
、
教
科
書

を
読
ん
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
生
徒
自

身
が
問
い
の
形
に
し
、
そ
の
問
い
の
答
え

を
自
分
で
調
べ
、
分
か
っ
た
こ
と
を
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
に
向
け
て
発
表
・
共
有
す
る
活

動
で
す
。
主
体
的
な
学
び
は
、
疑
問
を
持

つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
疑

問
の
解
明
の
た
め
に
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ

で
対
話
的
な
学
び
を
実
践
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
現
実
の
様
々
な
問
題
解
決
の
過
程
と

同
じ
で
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
深

い
学
び
に
到
達
し
、
社
会
で
役
立
つ
力
が

磨
か
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
い
づ
く
り
は
、
Ｑ
Ｆ
Ｔ
（
図
１
）
の

手
順
で
行
い
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
活
動

は
、
本
時
の
キ
ー
課
題
に
挙
げ
た
「
問
い

の
転
換
」
で
す
。
作
成
し
た
問
い
を
、
解

答
が
限
定
さ
れ
る
Ｃ
Ｑ
と
、
自
由
に
解
答

で
き
る
Ｏ
Ｑ
に
分
類
し
、
Ｃ
Ｑ
は
Ｏ
Ｑ
に
、

Ｏ
Ｑ
は
Ｃ
Ｑ
に
転
換
し
ま
す
。

　
問
い
を
転
換
す
る
た
め
に
は
、
メ
タ
認

知
能
力
や
多
面
的
な
思
考
力
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
教
科
学
習
の
観
点
で
は
、
Ｏ

Ｑ
を
Ｃ
Ｑ
に
転
換
す
る
た
め
に
は
地
理
の

知
識
が
、
Ｃ
Ｑ
を
Ｏ
Ｑ
に
す
る
た
め
に
は

知
識
を
広
い
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
求
め

　
本
時
は
、
授
業
で
の
１
年
間
の
学
び
を

生
徒
自
身
が
メ
タ
認
知
し
、
３
年
次
の
学

び
に
生
か
せ
る
よ
う
、
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
図
１
）

で
段
階
的
に
思
考
を
促
し
、
内
省
を
言
語

化
す
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
（
図
３
）

を
使
い
ま
し
た
。
生
徒
の
内
省
の
過
程
を

把
握
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
授
業

改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
記
入
内
容
を
見
る
と
、「
新
し

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
転
換
も
、
新
し
い

視
点
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
地
理
の
見
方
・

考
え
方
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
生

徒
は
、「
北
ア
メ
リ
カ
西
岸
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
南
部
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
南
西
部
、

チ
リ
の
中
部
に
分
布
す
る
気
候
区
の
名
前

と
そ
の
理
由
を
答
え
な
さ
い
」
と
い
う
Ｃ

Ｑ
を
、「
緯
度
や
山
脈
の
影
響
を
受
け
て

地
中
海
性
気
候
が
形
成
さ
れ
る
と
あ
る

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
や
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
南
西
部
に
は
め
ぼ
し
い
山
脈
が

な
い
の
に
ど
う
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
」

と
い
う
Ｏ
Ｑ
に
転
換
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、
１
年
間
の
授
業
を
通
じ
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
を
基
に
作
成
し
た
問
い
を
転
換
す
る

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
生

徒
が
作
成
し
た
問
い
を
見
る
と
、
地
理
の

知
識
に
関
す
る
問
い
以
外
に
も
、
授
業
形

態
に
つ
い
て
の
問
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
定
期
考
査
は
、
授
業
を
踏
ま
え
、
地
図

や
デ
ー
タ
な
ど
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報

を
読
み
取
り
、
考
察
し
て
解
答
す
る
問
題

が
中
心
で
す
。
各
問
題
に
は
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
明
記
し
、
記
述
式
問
題
に

は
評
価
基
準
も
示
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

図１　問いづくりと振り返りの方法

図２　定期考査の出題例

定期考査では、資料から必要な情報を読み取り、考察して解答する
問題を中心に、約 50 問を出題する。各問題には、「知識・理解」「思
考力」「表現力」「創造力」「資料活用力」と、どのような資質・能力
が求められるかを明示。さらに、「表現力」を求める記述式問題には、
評価基準も示している（出題例は下記参照）。生徒は、「定期考査は、
暗記は通用せず、思考力が問われる問題ばかりです。資料を読み解
いて答える問題が多い大学入学共通テストへの対応にもつながって
いると思います」と語り、定期考査の出題の意図を理解していた。

◎定期考査の出題例
大問１問２（２）地図６のＡの地域に「今津町深清水」という地名が
ついた理由を、扇状地の特徴から想像し、解答しなさい。解答にあたっ
ては、扇状地の特色を説明すること。［知識・理解、思考力、表現力］

評価基準

０点 白紙解答。地名からの予想しか解答していない。

１点 教科書や資料集の扇央の説明程度の解答である。

２点
扇状地での人々の生活について「水」「河川」と関連させ、
自分の言葉で扇状地の３つの地域区分を解答している。

＊１　『たった一つを変えるだけ　クラスも教師も自立する「質問づくり」』（新評論）、及び「設計と実践のためのワークショップ」（主催：ハテナソン共創ラボ）
を参考にした三浦先生による説明。　＊２　「PBL 実践のためのテーマ別講座：問いづくり編」（主催：こども国連環境会議推進協会）を参考にした三浦先生によ
る説明。

QFT（The Question Formulation Technique ／＊１）
問いづくりの方法の１つで、①問いを出し合う、②問いを分類する、
③問いを転換する、④優先順位をつける、⑤問いを見直す／答えを探る、
というプロセスから成る。本時では、③と④を入れ替えた。

ORID（＊２）
事 実（Objective Question）、 感 情（Reflective Question）、 解 釈

（Interpretive Question）、決定（Decisional Question）のステップで
思考を促していく振り返りの方法。本時に行った１年間の振り返りで
は、①授業で印象に残ったことは何ですか、②その時、どのように感
じましたか、③そのことからどのようなことを学びましたか、④その
学びをどのように生かしますか、という質問項目で段階的に振り返り
が行えるようにして内省を促し、次の学習行動を具体的に考えられる
ようにした。

※三浦先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

※三浦先生提供資料と取材を基に編集部で作成。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

自
身
で
立
て
た
問
い
の
転
換
が
、

生
徒
を
深
い
学
び
に
誘
う

●
成
果
と
展
望

生
徒
の
内
省
の
過
程
を
把
握
し
、

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
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主体的・対話的で深い学び

図３　本時で活用したリフレクションシート　生徒の記入例

く
学
ぶ
内
容
で
も
、
既
習
事
項
を
思
い
浮

か
べ
、
関
連
づ
け
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
問
い
の
転
換
で
は
、
ど
の
言
葉
を

使
え
ば
よ
り
適
切
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
れ
は
、記
述
力
に
つ
な
が
る
と

思
う
」
な
ど
と
自
己
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
作
成
し
た
問
い
や
定
期
考
査
の

解
答
、
振
り
返
り
の
内
容
か
ら
、
生
徒
が

知
識
を
構
造
化
し
て
捉
え
る
意
識
を
持

ち
、
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
を
身
に
つ

け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
あ
る

生
徒
は
、「
川
か
ら
堆
積
物
が
流
れ
て
こ

の
地
形
が
で
き
、
だ
か
ら
こ
の
作
物
が
栽

培
に
適
し
て
い
る
の
だ
と
、
学
習
内
容
を

関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
し
、
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
「
地
理
Ｂ
」
に
取
り
組
ん
だ
生
徒

は
、「
知
識
が
十
分
で
な
く
て
も
、
地
図

や
デ
ー
タ
を
よ
く
読
み
、
考
え
た
ら
、
解

答
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
21
年
度
の
課
題
は
、
本
時
の
冒
頭
で
生

徒
に
伝
え
た
よ
う
に
、
文
の
構
成
や
表
現

を
さ
ら
に
意
識
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
問

い
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
生
徒
間
で
の
意
見
の
共
有
や
調

べ
学
習
な
ど
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
効

率
よ
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、

生
徒
が
社
会
と
つ
な
が
る
活
動
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「４．１年間のリフレク
ション」では、授業
で学んだことや授業
形態に関する内容の
ほかに、カードゲー
ム「2030SDGs」（ 一
般社団法人イマココラ
ボ）を行った際に考え
たことを挙げる生徒が
目立った。同ゲームを
授業で行ったのは、生
徒に地理と社会の接点
を考えさせるととも
に、自分が社会・世界
とかかわっていること
を意識してほしいとい
う意図からだ。同ゲー
ムを行って学んだこと
は、「経済と環境の両
立の難しさが分かっ
た」「発展途上国も先
進国も、バランスを考
えないと世界全体の発
展にならない」などと、
その学びを生かしたい
ことは、「いろいろな
視点で社会を見ていき
たい」などと書かれて
おり、三浦先生のねら
い通りに、生徒は社会
に目を向けていること
が分かった。なお、リ
フレクションシート
は、Googleのスプレッ
ドシートを利用し、ペ
アで１枚のシートに書
き込む。そのため、「４．
１年間のリフレクショ
ン」は２人分ある。

※三浦先生提供資料を基
に編集部で作成。

３つの問いを選び、OQ は
CQ に、CQ は OQに転換
（本時のキー課題）

もっと知りたいことや
疑問に思ったことを記入

転換した問いの答えを記入
（本時では後日提出）

２の記入内容を基に問いを
つくり、OQとCQ に分類

ORIDで１年間の授業を振り
返り、次の学びにつなげる

授 業 実 践
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S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
産
業
の
基
盤
づ
く
り
を
目
指
す
目
標
９
と
、
不
平
等
の
是
正
を
目
指
す
目
標
10
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
9
は
高
知
工
科
大
学
、
目
標
10
は
東
洋
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
目
標
10
で
は
、
所
得
格
差
の
縮
小
に
加

え
、
年
齢
や
性
別
、
障
害
、
人
種
な
ど
に

か
か
わ
り
な
く
、
適
切
な
法
律
や
政
策
、

行
動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
機
会
均
等

を
確
保
し
、
成
果
の
不
平
等
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
社
会
に
お
け
る
所
得
の
不
平
等
さ
を
測

る
指
標
で
あ
る
ジ
ニ
係
数
（
＊
２
）
を
見

る
と
、
2
0
1
0
〜
1
７
年
の
間
、
国

連
が
調
査
し
て
き
た
84
か
国
の
う
ち
、
38

か
国
で
ジ
ニ
係
数
の
値
は
低
下
し
て
い
る

が
、25
か
国
で
は
上
昇
し
て
お
り（
＊
１
）、

所
得
の
不
平
等
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課

題
だ
。
国
家
間
の
不
平
等
を
縮
小
す
る
た

め
、
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
や
直
接

海
外
投
資
等
の
促
進
も
目
標
10
に
含
ま
れ

て
い
る
が
、
開
発
途
上
国
へ
の
援
助
額
は

十
分
で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
弱
い
立
場
の
人
の
雇

用
や
教
育
な
ど
に
支
障
が
出
て
い
る
。
経

済
活
動
が
停
滞
し
、
国
際
的
な
資
金
の
流

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
さ
ら
に
広
が
る
格
差

世
界
の
状
況

解　説

目
標

10 
各
国
内
及
び
各
国
間
の
不
平
等
を
是
正
す
る

解　説

※プロフィールは2021年 3月時点のものです。　　＊1　国際連合　持続可能な開発目標（SDGs）報告2019。　＊２　所得などの分布の均等度合を示す指標。係数が0に
近づくほど所得格差が小さく、1に近づくほど所得格差が拡大していることを示す。　＊３　平成 29年版　厚生労働白書

目
標
９ 

強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
、

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
産
業
化
の
促
進
及
び

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る

　
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、
電
気
や

水
道
、
交
通
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。
イ
ン

フ
ラ
が
整
う
と
産
業
は
活
性
化
し
、
技
術

革
新
が
促
進
さ
れ
、
さ
ら
な
る
社
会
の
発

展
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
途
上
国
の
一
部
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

水
な
ど
の
安
定
供
給
が
依
然
と
し
て
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
世
界
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
人
の
割
合
は

５
人
に
１
人
未
満
で
あ
る
（
＊
１
）。
　

　
特
に
、
後
発
開
発
途
上
国
で
は
産
業
化

が
遅
れ
て
お
り
、
製
造
業
に
お
け
る
1

人
あ
た
り
の
付
加
価
値
（
2
0
１
８
年
）

は
、
欧
米
が
４
９
３
８
米
ド
ル
に
対
し
、

後
発
開
発
途
上
国
は
１
１
４
米
ド
ル
に
過

ぎ
な
い
（
＊
１
）。
そ
の
た
め
、
目
標
９

で
は
、
途
上
国
に
対
す
る
金
融
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
支
援
を
強
化
し
た
り
、
各
国
が

持
続
可
能
な
産
業
の
確
立
に
向
け
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

生
活
や
産
業
の
基
盤
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
地
域
が
残
る

世
界
の
状
況
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れ
が
縮
小
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
先

進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
格
差
が
一
層
広

が
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
ジ
ニ
係
数
の
値
は
、
ア
メ
リ
カ

よ
り
は
小
さ
い
が
、
北
欧
や
ド
イ
ツ
よ
り

も
大
き
く
、
経
済
格
差
は
小
さ
く
な
い
と

言
え
る
（
＊
３
）。
　

　
た
だ
、
社
会
福
祉
の
観
点
で
見
る
と
、

障
害
者
差
別
解
消
法
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
な
ど
の
法
整
備
に
よ
り
、
格
差
是

正
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
法
が
改

正（
＊
４
）さ
れ
た
こ
と
が
転
換
点
に
な
っ

た
と
、
東
洋
大
学
社
会
学
部
の
加
山
弾だ

ん

教

授
は
指
摘
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
制
度
は
、
介

護
や
障
害
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
な
ど
、

分
野
ご
と
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
改
正
に
よ
っ
て
、『
８
０
５
０

問
題
』（
＊
５
）
な
ど
、
分
野
横
断
的
な

問
題
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
、
市
町
村

が
柔
軟
に
整
備
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

　
加
山
教
授
は
そ
う
し
た
法
整
備
に
加

え
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
＊
６
）
な
ど
の
専
門
職
を
地
域
に

配
置
し
、
例
え
ば
、
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
な

ど
、
地
域
に
潜
在
す
る
社
会
資
源
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
、
包
括
的
な
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
へ
の
支

援
も
重
要
だ
と
、加
山
教
授
は
説
明
す
る
。
　
　
　

　「
入
国
し
た
外
国
人
に
対
す
る
管
理
政

策
は
あ
っ
て
も
、
医
療
や
福
祉
、
労
働
、

教
育
な
ど
の
公
的
支
援
が
不
十
分
で
あ

り
、
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

東
洋
大
学

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
　教
授

加
山 

弾

か
や
ま
・
だ
ん

専
門
分
野
は
、
社
会
福
祉
学
（
地
域
福
祉
論
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
論
）。
関
西
学
院
大
学
大

学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
人
間
福
祉
）。
関
西
学
院
大
学

助
手
を
経
て
、
2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。

日本の状況　解説者
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

分
野
横
断
的
な
支
援
の
充
実
を

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

52
〜
53
で
、
目
標
９
の
達
成
に
向

け
た
［
高
知
工
科
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｐ．
　

54
〜
55
で
、
目
標
10
の
達
成
に
向

け
た
［
東
洋
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

＊４ 2020 年「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が成立。　＊５　80 代の親が、引きこもりなどで収入のない 50 代の子どもと同居し
て生活を支えているなどの社会的孤立の問題。　＊６ 分野を超えた支援が求められる問題に対して、必要な分野を結びつけて支援を行う専門職。

　
目
標
９
に
「
強
靭
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）

な
イ
ン
フ
ラ
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

自
然
災
害
な
ど
が
起
き
た
後
、
イ
ン
フ
ラ

を
す
ぐ
に
元
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人
や

物
の
行
き
来
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
製
造
業
や

交
通
業
、
運
輸
業
な
ど
が
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。
い
か
に
国
際
協
調
を
強
め
て
、
正

常
な
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
、
支
え
て
い
く

か
が
、
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
生
活
や
産
業
の
基
盤
と
な

る
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
る
。

目
標
９
は
、
日
本
が
達
成
し
て
い
る
と
評

価
さ
れ
る
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
あ

る
。

　
中
で
も
、
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
日
本

で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
へ
の
対
策
を
課

題
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
に

整
備
さ
れ
た
道
路
や
橋
な
ど
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
管
理
な
ど

の
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
目
標
９
の
達
成
に
向
け
て
、日
本
に
は
、

各
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
高
知
工
科
大

学
シ
ス
テ
ム
工
学
群
の
王お

う

碩せ
き

玉ぎ
ょ
く

教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
、
様
々
な
産

業
の
自
動
化
や
効
率
化
、
省
力
化
に
貢
献

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
研
究
は
、
日
本
が
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
研
究
費
の
増
額
や

研
究
環
境
の
整
備
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
さ
ら
な
る
国
際
貢
献
が
期
待
さ

れ
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
」

高
知
工
科
大
学

シ
ス
テ
ム
工
学
群

教
授王 

碩
玉

お
う
・
せ
き
ぎ
ょ
く

専
門
分
野
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
制
御
工
学
。
山

形
大
学
工
学
部
助
教
授
、
高
知
工
科
大
学
工
学
部

助
教
授
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
２
年
か
ら
現
職
。

18
年
よ
り
、
同
大
学
総
合
研
究
所
・
ア
ド
バ
ン
ス

ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
。

日本の状況　解説者
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
な
ど
を
強
化
し
、

技
術
革
新
の
牽
引
を

日
本
の
状
況
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高
知
工
科
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
群
は
、

「
も
の
づ
く
り
」
の
専
門
技
術
を
備
え
、

社
会
の
基
盤
構
築
に
資
す
る
技
術
者
を
育

成
す
る
学
群
だ
。「
知
能
機
械
工
学
」「
航

空
宇
宙
工
学
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
」「
電

子
・
光
工
学
」「
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
」

の
５
専
攻
を
設
置
。
１
、２
年
次
は
５
分

野
の
土
台
と
な
る
基
礎
を
広
く
学
び
、
関

心
の
あ
る
専
門
分
野
を
見
定
め
て
い
く
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
色
は
、
学

び
の
自
由
度
を
高
め
る
た
め
に
必
修
科
目

を
設
け
ず
、
全
科
目
選
択
制
と
し
て
い
る

点
だ
。
同
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
群
知
能
機

械
工
学
専
攻
４
年
の
後
藤
遼
太
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
好
き
な
数
学
を
学
び
な
が
ら
、
幅
広

い
工
学
分
野
の
中
か
ら
自
分
に
合
う
専
門

分
野
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
本
学
を
志

望
し
ま
し
た
。
履
修
科
目
は
、
自
分
の
関

心
と
、
指
導
担
当
（
＊
）
の
教
授
の
助
言

を
踏
ま
え
て
組
み
立
て
ま
し
た
」

　
後
藤
さ
ん
は
、
１
年
次
は
数
学
系
の
科

目
を
多
く
履
修
し
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

幅
広
く
学
ん
だ
。
２
年
次
に
ロ
ボ
ッ
ト
工

学
が
専
門
の
王お

う

碩せ
き

玉ぎ
ょ
く

教
授
か
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
に
は
統
計
学
や
確
率
な
ど
の
数
学

分
野
の
知
識
を
生
か
せ
る
と
聞
い
て
興
味

を
持
ち
、
３
年
次
か
ら
は
知
能
機
械
工
学

専
攻
に
進
ん
だ
。

　
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
基
盤
工
学

専
攻
知
能
機
械
工
学
コ
ー
ス
修
士
課
程
２

年
の
佐
藤
春は

る

陽ひ

さ
ん
は
、
高
校
の
部
活
動

で
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
経
験
し
、
本
格
的
に

大
学
で
研
究
し
た
い
と
考
え
、入
学
し
た
。

　「
要
介
護
の
親
族
が
い
た
私
は
、
介
護

の
大
変
さ
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
時
に
、
本
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
す
る
王
教
授

の
研
究
室
を
知
り
、
私
も
こ
こ
で
研
究
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
同
学
群
で
は
、
専
門
性
の
幅
を
広
げ
る

た
め
、
主
専
攻
の
ほ
か
に
副
専
攻
も
選
択

で
き
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
基

盤
製
作
に
不
可
欠
な
知
識
を
学
ぶ
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
を
主
専
攻
と
し
、

副
専
攻
を
知
能
機
械
工
学
専
攻
と
し
た
。

　
３
年
次
か
ら
研
究
室
に
所
属
し
、
研
究

を
始
め
る
。
２
人
が
所
属
す
る
王
教
授
の

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
や
制
御
工
学
、
Ａ
Ｉ
な
ど
を
生
か

し
、
企
業
と
連
携
し
て
先
端
的
な
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
に
取
り
組
み
、「
目
標
９

　産

業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
の

達
成
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

　
研
究
室
で
は
、
企
業
と
の
共
同
研
究
の

一
例
と
し
て
、
前
田
建
設
工
業
株
式
会

社
I
C
I
総
合
セ
ン
タ
ー
と
有
限
会
社

サ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
と
共
同
で
建
築
現

場
で
資
材
を
自
動
搬
送
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

低
学
年
次
は
５
分
野
に
ま
た
が
る

工
学
の
幅
広
い
知
識
を
習
得

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
現
場
を
再
現
し
て

実
験
を
繰
り
返
し
実
用
化
を
目
指
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

深
い
専
門
性
や
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
、

産
業
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
挑
む

高
知
工
科
大
学 

シ
ス
テ
ム
工
学
群 

知
能
機
械
工
学
専
攻
　

知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室

※ プロフィールは 2021 年３月時点のものです。
＊ 1 年次から各学生に指導担当教員がつき、科目履修の指導などを行う。　

高
知
工
科
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科
基
盤
工
学
専
攻

知
能
機
械
工
学
コ
ー
ス

修
士
課
程
２
年

佐
藤
春
陽

さ
と
う
・
は
る
ひ

シ
ス
テ
ム
工
学
群 

知
能
機
械
工
学
専
攻
４
年

後
藤
遼
太

ご
と
う
・
り
ょ
う
た

兵
庫
県
立
東
播
磨
高
校
卒
業
。
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
に
進
学
予
定
。

香
川
県
立
志
度
高
校
卒
業
。
高
知
工
科
大
学
シ
ス
テ
ム
工

学
群
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

この学びに関する
他の SDGsの目標
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同
大
学
で
は
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
人

材
育
成
の
た
め
、
大
学
と
大
学
院
修
士
課

程
の
教
育
・
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ

「
６
年
一
貫
教
育
型
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

大
学
在
学
中
に
履
修
し
た
修
士
課
程
の
科

目
を
修
了
要
件
と
し
て
認
定
す
る
制
度
が

あ
る
。

　「
４
年
次
に
修
士
課
程
の
科
目
を
履
修

し
、
そ
の
学
び
を
今
の
研
究
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
用
化
に
向
け
て
さ
ら
に
研
究
を
深

め
た
い
と
考
え
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
決

め
ま
し
た
」（
後
藤
さ
ん
）

　
佐
藤
さ
ん
は
、
修
士
課
程
を
修
了
後
、

ト
イ
レ
タ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
し

て
、
工
場
設
備
の
設
計
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
に
携
わ
る
予
定
だ
。

　「
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
と
い
う
明
確
な
目
標

を
持
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
学
を
専
門
的
に
学
び
、
実
用
的
な

技
術
開
発
を
行
う
と
い
う
自
分
の
強
み
を

磨
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
卒
業
後
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
さ
ん
）

　
資
材
搬
送
は
重
労
働
で
あ
る
た
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
が
そ
れ
を
代
替
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
労
働
者
の
負
担
は
大
き
く
軽
減
さ

れ
、
建
築
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
の
課

題
に
も
貢
献
で
き
る
（
目
標
９
）。

　
後
藤
さ
ん
は
、
自
動
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
適
用
を
目
指
し
た
基
礎
研
究
に
取
り
組

む
。
現
在
は
、
建
築
現
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
在
に
走
行
で
き
る
よ
う
、
人
な
ど
の
動

く
障
害
物
を
安
全
に
回
避
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
工
夫

と
動
作
実
験
を
行
っ
て
い
る（
写
真
１
）。
　

　
佐
藤
さ
ん
は
、
寝
た
き
り
の
要
介
護
者

な
ど
の
介
護
を
行
う
ヒ
ト
型
生
活
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大

学
近
隣
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
、
要
介

護
者
の
生
活
状
況
を
再
現
し
、
実
際
に
ロ

ボ
ッ
ト
を
用
い
た
実
験
を
行
っ
て
い
る

（
写
真
２
）。
寝
た
き
り
の
要
介
護
者
は
、

言
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
よ
る
意
思
伝
達

が
難
し
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
可
能
な
限

り
、
単
純
な
指
示
で
要
介
護
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
目
指
し
て

い
る
と
言
う
。

　「
例
え
ば
、
要
介
護
者
が
『
水
が
飲
み

た
い
』『
お
腹
が
空
い
た
』
な
ど
を
意
味

す
る
カ
ー
ド
を
出
し
た
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

そ
れ
を
カ
メ
ラ
で
読
み
取
り
、
規
定
の
動

作
を
行
う
機
能
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
は
、

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
も
た
ら
す

こ
と
（
目
標
３
）
に
も
結
び
つ
く
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
同
研
究
室
に
は
、
各
自
の
研
究
成
果
を

国
内
・
国
際
学
会
で
発
表
す
る
機
会
も
用

意
さ
れ
て
お
り
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な

目
標
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
工
学
の
使
命
は
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
て

人
々
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
も
合
致
し
ま
す
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
者
に
な
る
に
は
、

専
門
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
社
会
問
題

の
本
質
を
捉
え
、
解
決
へ
の
道
筋
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
現
代
社

会
の
問
題
は
、
複
数
の
領
域
に
ま
た
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
学
群
で
は
、
全
科
目
を
選

択
制
と
し
た
り
、
主
専
攻
に
加
え
、
副
専
攻

を
設
け
た
り
し
て
、
柔
軟
に
学
び
を
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
よ
う
に
し
、
多
面
的
に
学
べ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い

る
の
は
、
学
生
の
主
体
性
を
育
み
た
い
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
研
究
室
で
も
、
学

生
自
身
が
社
会
問
題
の
解
決
に
結
び
つ
く
最

先
端
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研
究
を
進

め
、
問
題
解
決
能
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
は
、
知

識
を
獲
得
す
る
こ
と
に
加
え
、
知
識
を
活
用

し
て
問
題
発
見
と
問
題
解
決
を
体
験
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
工
学
群

教
授王 

碩
玉

お
う
・
せ
き
ぎ
ょ
く

社
会
問
題
を
多
面
的
に
捉
え

も
の
づ
く
り
で
解
決
す
る
力
を
育
む

写真２　要介護者の住環境を再現し、学生が要介
護者の役となって、実験を重ねている。要介護者
と介護者の双方の負担を軽減することを目的に開
発を進めている。

写真１　後藤さんは、建築現場でも走行で
きる機能の実用化を目指し、市販ロボット
を用いて、障害物回避のための経路計画と
軌道計画に関する基礎研究を行っている。

学
部
生
の
専
門
性
を
よ
り
高
め
る

修
士
課
程
の
科
目
も
履
修
可
能

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

 高校版  2021 April53

0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 52 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 53 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P52-53_view-next-koukou-4g.indd   53 2021/04/06   10:44



　
東
洋
大
学
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科

は
、
福
祉
の
現
場
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
学
科
４
年
の

藤
井
明あ

理り

沙さ

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
目
指
し
、同
学
科
に
入
学
し
た
。

　「
高
校
３
年
間
、ラ
ク
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
選
手
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
う
ち
に
、『
他
者
の
喜
び
は
、
自

分
の
喜
び
』
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

将
来
は
誰
か
を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
福
祉
の
仕
事
を
志
し
ま
し
た
」

　
同
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

１
年
次
か
ら
少
人
数
制
の
演
習
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
だ
。
１
年
次
は
、
文
献
調
査

や
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
、
大
学
の
学
び
の

基
礎
を
学
ぶ
「
社
会
福
祉
学
基
礎
演
習
」

を
履
修
。
こ
こ
で
は
、
社
会
福
祉
学
の
基

礎
理
論
も
身
に
つ
け
る
。

　
２
年
次
は
、
社
会
福
祉
士
に
必
要
と

な
る
相
談
援
助
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
入
門
演
習
」
を
履

修
。
学
生
は
、
相
談
者
・
支
援
者
役
に
分

か
れ
、
相
談
援
助
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通

じ
て
、
傾
聴
・
受
容
な
ど
の
手
法
を
学
ぶ
。

　
ま
た
、
支
援
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
分
野
・
対
象
者
別
に
、

よ
り
具
体
的
に
学
ぶ
。
藤
井
さ
ん
が
履
修

し
た
加
山
弾だ

ん

教
授
の
「
地
域
福
祉
論
B
」

で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
し
て
大
学
周

辺
の
社
会
資
源
を
調
べ
、
地
域
に
必
要
な

支
援
を
把
握
す
る
地
域
調
査
を
行
っ
た
。
　

　「
地
域
に
入
る
と
、
多
く
の
課
題
に
気

づ
け
る
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
実

践
的
に
学
べ
る
加
山
ゼ
ミ
に
入
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

　　　
３
年
次
か
ら
は
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
各
自

の
専
門
性
を
深
め
て
い
く
。
加
山
ゼ
ミ
で

は
、
貧
困
や
孤
立
、
排
除
な
ど
の
生
き
づ

ら
さ
に
対
す
る
福
祉
的
支
援
の
あ
り
方
を

実
践
的
に
学
び
、「
目
標
10

　人
や
国
の

不
平
等
を
な
く
そ
う
」
の
達
成
に
貢
献
す

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
＊
１
　
以
下
、
社

協
）
で
の
支
援
な
ど
、
４
分
野
（
＊
２
）

に
分
か
れ
て
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
藤
井
さ
ん
は
、
社
協
が
運
営
支
援
す

る
子
ど
も
食
堂
で
、
小
・
中
学
生
の
学
習

支
援
な
ど
を
行
っ
た
（
目
標
１
・
３
）。

　「
子
ど
も
食
堂
に
は
、
塾
に
行
く
機
会

の
な
い
子
や
、
不
登
校
の
子
、
家
庭
で
十

分
な
食
事
を
得
ら
れ
な
い
子
な
ど
が
い
ま

す
。
そ
う
し
た
子
か
ら
、
将
来
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
自
宅
や
学

校
と
は
別
の
居
場
所
と
な
る
『
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
』
を
つ
く
る
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
多
世
代
の
地
域

の
方
が
交
流
す
る
場
（
目
標
11
）
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
」（
写
真
）

　
３
年
生
の
多
く
は
、
社
会
福
祉
士
の
資

低
学
年
か
ら
実
践
を
意
識
し
た

少
人
数
の
演
習
で
学
び
合
う

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

一
人
ひ
と
り
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

社
会
福
祉
分
野
で
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
る

東
洋
大
学
　

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
　
　 

加
山
ゼ
ミ

※プロフィールは 2021 年３月時点のものです。
＊１ 地域福祉の推進を図ることを目的とする公共性の高い民間の福祉団体。　＊２ ①社協が設置・運営する地域のサロン活動、②子ども食堂での学習支援、③若年性認知
症の本人・家族の交流会での支援、④社会福祉法人による農福連携（障害者が農業生産活動に携わる取り組み）での支援。

高
学
年
で
は
、
ゼ
ミ
や
実
習
で

福
祉
の
現
場
を
学
ぶ

この学びに関する
他のSDGsの目標

東
洋
大
学
大
学
院

社
会
福
祉
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
１
年

勝
又
健
太

か
つ
ま
た
・
け
ん
た

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
４
年

藤
井
明
理
沙

ふ
じ
い
・
あ
り
さ

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
校
卒
業
。
卒
業
後
は
、
地
方

公
務
員
と
し
て
福
祉
関
連
業
務
に
携
わ
る
予
定
。

新
潟
県
立
長
岡
商
業
高
校
卒
業
。
東
北
福
祉
大
学
総
合
福

祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
卒
業
。社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
務
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す
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同
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
１
年
の
社
会
人
学
生
・
勝
又

健
太
さ
ん
は
、
高
校
３
年
生
の
時
に
新
潟

県
中
越
地
震
を
経
験
。
復
興
に
向
け
て
助

け
合
う
地
域
の
取
り
組
み
を
目
の
当
た
り

に
し
、
社
会
福
祉
学
を
志
し
た
。
東
北
福

祉
大
学
卒
業
後
、
地
元
に
戻
り
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
勤
務
。
そ
こ
で

感
じ
た
の
は
、
地
域
で
孤
立
す
る
人
の
早

期
発
見
と
介
入
（
＊
４
）
の
重
要
性
だ
。

　
日
本
で
は
、
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
福

祉
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
制
度
を
利
用

し
た
い
人
が
申
請
手
続
き
を
完
了
し
な
け

れ
ば
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
。
中
高
年

の
引
き
こ
も
り
問
題
や
ゴ
ミ
屋
敷
問
題
な

ど
の
当
事
者
は
支
援
を
拒
む
こ
と
が
少
な

く
な
く
、
そ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
制

度
の
利
用
に
は
至
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
勝
又
さ
ん
は
同
大
学
大
学
院

に
入
り
、
加
山
ゼ
ミ
で
、
地
域
か
ら
孤
立

し
た
人
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
学
び
（
目

標
３
）、
望
ま
し
い
介
入
の
あ
り
方
を
研

究
し
て
い
る
。
修
士
論
文
で
は
「『
自
発

的
に
支
援
を
求
め
な
い
住
民
』
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
＊
５
）
に
関
す
る
研
究
」（
図
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
。
現
在
は
、
地
域
で
の

早
期
発
見
の
仕
組
み
を
構
築
中
だ
。

　「
専
門
職
の
支
援
に
加
え
て
、
地
域
で

緩
や
か
な
見
守
り
を
行
う
な
ど
、
重
層
的

な
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
研
究
科
の
加
山
ゼ
ミ
に
は
、
勝
又
さ

ん
の
よ
う
に
、
福
祉
の
現
場
で
働
き
な
が

ら
学
ぶ
社
会
人
の
ほ
か
、留
学
生
も
多
い
。

　「
ゼ
ミ
の
仲
間
と
議
論
を
す
る
と
、
新

し
い
視
点
が
得
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
す
。
今
後
も
、
当
事
者
の
声

な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
福
祉
の
現

場
へ
還
元
し
、
社
会
に
発
信
し
て
い
く
研

究
者
を
目
指
し
た
い
で
す
」（
勝
又
さ
ん
）

＊３ 地域のボランティアなどが主体となって、地域で孤立しがちな高齢者や障害者、子育て中の親子らを集め、仲間づくりや福祉的な活動を自主的に行う場。 ＊４ 
援助者が当事者に行う問題解決のための援助の総称。　＊５ 支援が必要な状態であるにもかかわらず、支援が届いていない人に対して、行政などが積極的に働きかけ
て情報・支援を届けるプロセス。

格
取
得
を
目
指
し
、
夏
季
休
業
中
の
１
か

月
間
、
福
祉
関
連
施
設
で
実
習
を
行
う
。

ゼ
ミ
活
動
に
お
け
る
子
ど
も
食
堂
で
の
地

域
支
援
に
関
心
を
持
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、

社
協
で
行
わ
れ
る
サ
ロ
ン
活
動
（
＊
３
）

で
実
習
に
参
加
し
た
。

　「
実
習
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
サ
ロ
ン

活
動
は
、
支
援
者
に
と
っ
て
も
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
、
将
来
は
地
域
で
の
支
え
合

い
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
２
０
２
０
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
子
ど
も
食
堂
に
訪
問
で
き
な
か
っ
た
藤

井
さ
ん
だ
が
、
子
ど
も
と
の
つ
な
が
り
を

継
続
し
た
い
と
考
え
作
成
し
た
「
東
洋
大

だ
よ
り
」
を
子
ど
も
に
配
り
、
読
ん
で
も

ら
っ
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
公
務
員
の
福

祉
職
と
し
て
勤
務
予
定
だ
。

　
本
学
科
で
は
、
社
会
福
祉
の
現
場
で
活
躍

で
き
る
よ
う
な
実
践
力
を
鍛
え
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
実
践
力
の
う
ち
特

に
大
切
な
の
が
、多
様
な
価
値
観
を
受
容
し
、

様
々
な
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
力
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
福
祉
を
必
要
と
す

る
人
は
、乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
て
お
り
、
接
す
る

際
に
は
個
別
の
配
慮
が
必
要
で
、
そ
れ
は
想

像
以
上
に
大
変
だ
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
現
場
で
は
、
主
体
的
に
課

題
を
発
見
し
た
り
、
企
画
提
案
し
た
り
す
る

力
も
必
要
な
た
め
、
学
生
主
体
で
課
題
を
見

い
だ
し
、
企
画
・
運
営
を
す
る
よ
う
、
助
言

し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
就
職
先
は
、福
祉
関
連
の
法
人

や
企
業
な
ど
と
一
般
企
業
の
割
合
が
半
々
で

す
が
、今
後
は
、よ
り
多
く
の
学
生
に
福
祉
職

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
祉
分
野
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
書
籍
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
し
た
り
す
る
な

ど
、
ま
ず
は
身
近
な
社
会
福
祉
に
目
を
向
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

社
会
学
部

　

社
会
福
祉
学
科

　教
授

加
山 

弾

か
や
ま
・
だ
ん

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、

現
場
で
活
躍
す
る
人
材
に

孤立した住民へのアウトリーチ （援助プロ
セス）を提案

図

地域で孤立した人を早期発見し、どのように支援するか、地域連
携も含め、研究中。　　　　　　　　　※資料を基に編集部で作成。

援助プロセス

写真　加山教授からアドバイスを受けて、
藤井さんたちは子ども食堂でベトナム料理
を味わえるイベントを企画。地域の多世代
の人が集い、大盛況だった。

Ph1: 早期
発見・予防期 Ph2: 初動期 Ph3:

展開期前期
Ph4:

展開期後期
Ph5:フォロー
アップ期

生成されたカテゴリ
住民との

関係づくり

本人を取り巻く生
活環境の情報収集

予防的支援

支援が動く
タイミング
を逃さず

集中的介入

支援の
出口の
拡充 ニーズの

再発見
機能適切な

機関への
丁寧な
つなぎ

伴走支援

拒否状態の緩和
に向けた働きかけ

見守りネット
ワークの構築

持ちつ持たれ
つによる関係
機関との連携

体制

信頼できる相手と
受け入れてもらう
ための関係づくり

（
終
結
）

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

地
域
で
孤
立
す
る
人
の

権
利
擁
護
に
つ
い
て
学
ぶ
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　「
Ｄ
Ｘ
」
は
、
２
０
０
４
年
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ウ
メ
オ
大
学
の
エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト

ル
タ
ー
マ
ン
教
授
が
、「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
に

よ
っ
て
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で

よ
り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
」
と

し
て
提
唱
し
た
概
念
だ
。

　
そ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
飛
躍
的
に

進
化
し
た
現
在
で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
よ
り
具
体

的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
18
年

に
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た
「
Ｄ
Ｘ
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
Ｄ
Ｘ
を
、「
企

業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に
対

応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

変
革
す
る
と
と
も
に
、
業
務
そ
の
も
の
や
、

組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を

変
革
し
、
競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る

こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
の
現
状
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
の
三
谷
慶
一
郎

氏
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
元
々
、

企
業
の
業
務
（
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
業
務
）
の
省

力
化
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
激
な

進
化
に
よ
っ
て
、
高
性
能
の
機
器
や
高
速
・

デ
ジ
タ
ル
技
術
を

新
た
な
価
値
創
出
の
た
め
に
活
用

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営

研
究
所
　
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

オ
フ
ィ
サ
ー

武
蔵
野
大
学
　

国
際
総
合
研
究
所

客
員
教
授

三
谷
慶
一
郎

　

み
た
に
・
け
い
い
ち
ろ
う

企
業
や
行
政
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略

立
案
等
を
推
進
。『
Ｄ
Ｘ
経
営
戦
略
』

（
監
訳
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
ほ
か
、
共

著
書
多
数
。

トレンド・ワード

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
暮
ら
す
」「
働
く
」「
学
ぶ
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
Ｄ
Ｘ
」
を
取
り
上
げ
る
。

２
０
２
１
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
を
予
定
す
る
な
ど
、
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
化
は
、
こ
れ
ま
で
も
社
会
や
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
そ
れ
ら
と
Ｄ
Ｘ
は
何
が
違
う
の
か
。

Ｄ
Ｘ
の
概
念
や
社
会
へ
の
影
響
、
そ
し
て
Ｄ
Ｘ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
な
ど
に
つ
い
て
、
企
業
や
行
政
機
関
の

デ
ジ
タ
ル
戦
略
立
案
等
を
推
進
す
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
の
三
谷
慶
一
郎
氏
に
話
を
聞
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
出
が
、

社
会
や
文
化
、
人
々
の
意
識
を
も
変
え
て
い
く

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

企業でのデジタル技術活用の変化図１

解
説
者

世の中　　　　　解説

※三谷氏提供資料を基に編集部で作成。

バックエンド
業務

フロント
業務

省力化

従来の
IT 領域

付加価値化

対象

目的

新しい
IT 領域

IT で新しいデジタル
ビジネスを創造する
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大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
極
め
て
低
価

格
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、

『
モ
ノ
消
費
』
か
ら
、
新
し
い
経
験
や
体
験

と
い
っ
た
『
コ
ト
消
費
』
に
シ
フ
ト
し
始

め
て
い
ま
す
。
使
い
や
す
く
な
っ
て
き
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
創

り
出
す
こ
と
、
つ
ま
り
顧
客
接
点
で
あ
る

『
フ
ロ
ン
ト
業
務
』
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を

変
革
し
、
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
が
、

Ｄ
Ｘ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）」

　
世
界
の
企
業
が
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
、
残
念
な
が
ら
日
本
は
出
遅
れ
感
が

否
め
な
い
。
ス
イ
ス
の
国
際
経
営
開
発
研

究
所
が
20
年
に
発
表
し
た
「
世
界
デ
ジ
タ

ル
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
＊
１
）
で
、
日

本
は
63
か
国
・
地
域
中
27
位
だ
っ
た
。
経

済
産
業
省
が
設
定
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
指
標
に

よ
る
企
業
の
自
己
診
断
で
は
、「
Ｄ
Ｘ
に
未

着
手
、
ま
た
は
一
部
の
部
門
で
実
施
」
と
回

答
し
た
企
業
が
約
95
％
に
上
っ
た（
＊
２
）。

　「
効
率
化
を
最
大
の
経
営
戦
略
と
し
て

い
た
日
本
の
企
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

も
、
品
質
の
向
上
な
ど
、
既
存
の
業
務
改

善
の
活
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
消
費
者
が
手
に
す
る
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
に
大
き
な
変
革
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

本
来
の
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性
で
あ
る
、
新
し
い

価
値
の
創
出
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
意
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
そ
の
状
況
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
変
化
を
も

た
ら
し
た
。
非
対
面
・
非
接
触
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
結

果
、
企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
化
が
進
み
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
非
常
識
と
さ
れ
て
き
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
商
談
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
す
っ
か
り
常
識
と
な
り
ま
し
た
」

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
接
触
は
、
リ
ア
ル

な
接
触
と
同
等
の
意
味
を
持
つ
」
と
い
う

こ
と
に
、
社
会
的
な
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

オ
ン
ラ
イ
ン
は
「
新
し
い
リ
ア
ル
」
と
し

て
進
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　「『
⽣
⾝
の
⼈
間
の
活
動
と
し
て
の
リ
ア

ル
』
と
『
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
新
し
い
リ

ア
ル
』
の
２
つ
の
特
性
を
⼗
分
に
理
解
し

た
上
で
、
目
的
に
応
じ
て
自
在
に
使
い
こ

な
す
こ
と
の
で
き
る
、『
オ
ン
ラ
イ
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
』（
図
2
）
が
新
た
な

日
常
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
オ
ン
ラ
イ
ン
経
由
で
自
分
の
⾝
体
感
覚

を
拡
張
で
き
れ
ば
、
例
え
ば
、
入
院
患
者

が
自
宅
に
帰
る
経
験
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で

き
、
そ
れ
が
実
際
の
帰
宅
と
同
等
の
感
覚

を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　「
⼈
間
の
感
覚
を
拡
張
し
た
部
分
も
含

め
て
リ
ア
ル
な
社
会
だ
と
見
な
さ
れ
る
た

め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
だ
け
で

な
く
、
制
度
や
ル
ー
ル
、
社
会
慣
習
も
含
め

た
社
会
全
体
の
変
容
が
必
要
で
し
ょ
う
」

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が
同
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン・フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
に

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
働
く
」「
暮

ら
す
」「
学
ぶ
」
の
３
つ
の
切
り
口
で
、

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
、
社
会
や
生
活
の
変
化

を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

人
々
の
意
識
の
転
換
こ
そ
が

Ｄ
Ｘ
推
進
の
鍵

＊１ デジタル利活用能力を、①知識（新技術を発見・理解・開発するノウハウ）、②技術（デジタル技術の進展）、③将来への準備度合い（DX に対する準備）
の３観点から評価。上位５位は、アメリカ、シンガポール、デンマーク、スウェーデン、香港。　＊２ 経済産業省デジタルトランスフォーメーションの加
速に向けた研究会「DX レポート２（中間とりまとめ）」（2020）。

オンライン・ファースト社会とは？図２

※三谷氏提供資料及び取材を基に編集部で作成。

• 公平なデジタル環境の
整備

• デジタル・リテラシー
の向上

•プライバシー 保 護と
データ活用のバランス
の確保

• 行政から国民へのタイ
ムリーなダイレクトアク
セス

• デジタル環境を前提と
した業務プロセスの再
構築

技術だけでなく、制度・
ルール・社会慣習を
含めた抜本的な改革

オンライン・ファースト社会
オンラインがあたり前の存在として、
社会的活動に溶け込んでいる社会

コロナ禍を耐え忍ぶだけでなく、
現代の様々な社会課題も同時に解決する

コロナ禍での
課題

• 感染症拡大の
抑制

• 社会活動の継
続

デジタル技術の
有用性

•オンライン・ミー
ティング

•オンライン診療
•オンライン申請　

など

◎オンライン・ファースト社会の具体的な姿
• 出張しなくても、代理のロボットが対面し、

遠隔地で操作して対話をする。
• 病院に入院していても、オンラインによっ

て家で過ごす感覚が味わえる。
• 行くことが困難な場所でも、オンラインで

見聞きすることで、旅行した気分になれる。
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DX時代の働き方図 3

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
暮

ら
し
に
溶
け
込
ん
で
き
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

レ
ッ
ス
ン
な
ど
、
こ
れ
ま
で
リ
ア
ル
で
行

う
こ
と
が
あ
た
り
前
だ
っ
た
体
験
や
経
験

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　「
自
動
車
や
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
、
服

や
書
籍
な
ど
を
個
人
間
で
売
買
す
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、『
モ
ノ
』
を
個

人
で
所
有
せ
ず
、
他
者
と
共
有
す
る
シ
ェ

ア
サ
ー
ビ
ス
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ

て
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
こ
そ
普
及
し
た
と
言
え
ま
す
」

　
個
人
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
、
拡
大

が
予
測
さ
れ
る
。
既
に
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
の
購
買
傾
向
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲

覧
履
歴
な
ど
を
分
析
し
、
顧
客
の
好
み
に

合
わ
せ
た
商
品
の
情
報
を
提
供
す
る
「
レ

コ
メ
ン
ド
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

　
こ
れ
ま
で
も
、
時
代
と
と
も
に
消
え
る

職
業
、
新
た
に
生
ま
れ
る
職
業
は
あ
っ
た

が
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
＊
３
）
の
進
展
に

よ
り
、
今
後
十
数
年
間
で
職
業
の
あ
り
方

は
大
き
く
変
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　「
一
時
、『
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
職
業
を
奪
う
』

と
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
少
な
く

と
も
単
純
作
業
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｉ
に
代
替

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。
一
方

で
、
創
造
性
や
協
調
性
、
非
定
型
な
仕
事

（
図
３
）
は
、
人
間
が
行
う
領
域
と
し
て

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
人

材
の
要
件
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
、
同

じ
職
種
で
も
、
定
型
的
な
作
業
し
か
で
き

な
い
人
材
は
淘
汰
さ
れ
、
問
題
解
決
や
価

値
創
造
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」

　
働
き
方
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
を
受
け
て
変
わ
り
始
め
て

い
る
。
同
じ
場
所
に
人
々
が
集
ま
っ
て
仕

事
を
し
な
く
て
も
、
滞
り
な
く
実
務
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
で
、

場
所
や
時
間
に
制
約
さ
れ
な
い
働
き
方

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
も
進
む
と
考
え

＊３　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自
動制御や情報収集などを行うこと。

ら
れ
る
。

　「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
多
く
の
企
業
に
普
及

し
、
子
育
て
中
や
介
護
中
の
人
、
障
害
を

抱
え
る
人
、
高
齢
者
な
ど
が
働
き
や
す
い

環
境
に
な
れ
ば
、
就
労
機
会
の
拡
大
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
」

　
自
宅
等
で
の
勤
務
が
一
般
化
し
、
出
張

等
も
限
定
的
に
な
る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
な
働
き
方
が
広
が
れ
ば
、
労

働
の
価
値
観
の
変
化
も
予
測
さ
れ
る
。

　「
例
え
ば
、
昨
今
の
働
き
方
改
革
で
推

奨
さ
れ
て
い
る
副
業
・
複
業
は
、
Ｄ
Ｘ
で

こ
そ
実
現
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
１
つ
の

仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
は
違
う
場
所
と

つ
な
が
っ
て
別
の
仕
事
を
す
ぐ
に
始
め
ら

れ
る

―
時
間
と
空
間
の
制
約
を
超
え
る

と
い
う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
本
質
的
な
特
長

が
発
揮
さ
れ
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル

の
価
値
を
等
し
く
捉
え
る
考
え
方
が
社
会

に
浸
透
し
て
い
け
ば
、
仕
事
も
枠
組
み
ご

と
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
」

職業の変化

働き方の変化

創造性　抽象的な概念を整理・創出するた
めの能力が要求される職業。

協調性　他者との協調、他者への理解・説得・
ネゴシエーションが求められる職業

非定型　コンテキストによって変化する職業

※野村総合研究所「日本におけるコンピューター化
と仕事の未来」（2015）を基に三谷氏が作成。

◎テレワークの普及

◎オンライン・ファーストな働き方の浸透
•自宅勤務の一般化、出張等の減少
• 時間と場所に制約されない労働ができる

◎女性、高齢者、外国人労働者など、就
業機会の拡大

◎個人の独立性が高くなる

◎副業・複業など、多様な働き方の普及

働
く

オ
ン
ラ
イ
ン・
フ
ァ
ー
ス
ト
で
多
様
な
働
き
方
が
広
が
る

暮
ら
す

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
進
む「
コ
ト
消
費
」と
個
別
最
適
化

※三谷氏への取材を基に編集部で作成。
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※三谷氏への取材を基に編集部で作成。

　
Ｄ
Ｘ
が
「
学
ぶ
」
こ
と
に
及
ぼ
す
影
響

は
、
２
つ
の
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。

　
１
つ
は
、「
学
ぶ
内
容
」
だ
。
前
述
の

よ
う
に
、
仕
事
や
生
活
の
様
々
な
場
面
で

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
に
は
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
須
で
あ
り
、
新
学
習
指

導
要
領
で
「
情
報
Ⅰ
」
が
共
通
必
履
修
科

目
と
な
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
目
的
が
あ
る
。
そ
し
て
、

大
学
で
は
、
学
部
を
問
わ
ず
、「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
」
の
教
育
が
重
点

化
さ
れ
る
。

　
加
え
て
、
自
ら
問
題
を
見
い
だ
し
、
そ

の
解
決
に
向
け
て
前
向
き
に
粘
り
強
く
試

行
錯
誤
す
る
姿
勢
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

新
た
な
教
養
（
図
４
）
に
な
る
と
、
三
谷

氏
は
指
摘
す
る
。

　「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
は
、
単
に
技
術
的

な
知
識
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら

何
か
を
生
み
出
す
力
と
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
、
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
自
ら
考
え
、
そ
れ
を
学
ぶ
力
を
持

ち
得
た
人
材
が
活
躍
す
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
点
か
ら
も
、
初
等
中
等
教
育
で
実

践
さ
れ
始
め
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
や

探
究
学
習
な
ど
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い

問
題
の
解
決
に
教
科
・
科
目
を
横
断
し
て

取
り
組
む
学
び
は
、
大
変
重
要
だ
と
考
え

ま
す
」

　
も
う
１
つ
の
側
面
は
、「
学
ぶ
方
法
」
だ
。

以
前
か
ら
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
使
っ
た
教
育
は
提
供
さ
れ
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
が

一
気
に
広
ま
っ
た
。
今
後
は
、
知
識
の
習

得
を
目
的
と
し
た
学
び
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
で
の
提
供
が
主
流
と
な
り
、
対
面
で

行
う
の
は
実
践
的
な
学
び
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
な
ど
、
学
習
方
法
の
す
み
分

け
が
進
み
そ
う
だ
。

　「
た
だ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
は
で
き
ま
す
し
、
場
所
に
制
約
さ

れ
な
い
分
、
国
内
の
遠
方
の
人
や
海
外
の

人
と
も
つ
な
が
り
、
学
び
合
え
る
と
い
っ

た
利
点
も
あ
り
ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
学

ぶ
方
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
、
一
般
的

に
な
る
で
し
ょ
う
」

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
の
変
化
に

応
じ
て
知
識
・
技
能
を
再
構
築
す
る
「
リ

ス
キ
ル
」
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
時
間
や
場
所
の

制
約
を
受
け
ず
に
学
べ
る
環
境
が
整
え

ば
、
年
齢
や
居
住
地
、
職
業
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、
学
び
た
い
時
に
学
べ
る
よ
う
に

な
り
、
リ
ス
キ
ル
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

な
る
。

　「
学
び
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
も
、
学
習
方
法

の
選
択
肢
が
増
え
る
、
よ
り
効
率
的
に
学

習
で
き
る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
意
義
や
学
び
の

本
質
に
迫
る
よ
う
な
変
革
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
み
、
よ
り
多
様
な
情
報
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
健
康
管
理
や

医
療
な
ど
、
提
供
さ
れ
る
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
の
幅
は
広
が
る
だ
ろ
う
。

　
家
電
な
ど
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
制
御
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
適
化
す
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

や
、
街
全
体
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
し
、
電
力
や
交

通
機
関
な
ど
の
効
率
的
な
運
営
な
ど
を
目

指
す
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
（
＊
４
）
の
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
規
模
の
拡
大

に
よ
り
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

は
、
移
動
や
防
災
な
ど
に
ま
で
及
ぶ
と
考

え
ら
れ
る
。

　「
デ
ー
タ
が
大
量
に
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
の
幅
が
広
が
り
、
質
が
向
上
す

る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
個
人
情
報
の
保

護
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
公
共
の
福
祉
、

個
人
情
報
の
保
護
、
企
業
の
利
益
と
い
う

三
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か

が
、
重
要
な
論
点
と
な
り
ま
す
」

＊４　 『VIEW21』高校版 2020 年８月号の本コーナーで取り上げている（P.52-55 参照）。　＊５　アメリカのスタンフォード大学で発達心理学を教えるキャロル・
S・ドゥエックが提唱する Growth-Mindset のこと。

問題発見　問いを立てる力。データの力で解くべき問いを
見いだす。

試行錯誤　答えのない問題に立ち向かう力。データの力で
よりよい解決策に近づく。

しなやかマインドセット（＊５）　自分の才能や能力は経験
や努力によって向上させることができるという考え。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

学
ぶ

求
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
と
新
し
い
教
養

デジタル時代に求められる教養図 4
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誌上で見学　　　　学びのnext

写真上／中学２年次の最後には、４技能を総合的に発揮す
る活動として、ディベートを実施。
写真下／短時間でもチームで相談して発言をまとめられる
ようになった生徒たちに、２年間の学習の成果が感じられる。

１
　

授
業
の
内
容
は
？

日
本
語
の
「
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
」
を
鍛

え
る
た
め
、
話
型
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム
や
話
を
聞
き

な
が
ら
要
点
を
書
く
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て
考
え
、
ど
ん
な
相

手
で
あ
っ
て
も
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を

相
手
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
話
し
た
り
、

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
で
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

本
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
分
か
り
や
す
く
言

葉
で
説
明
す
る
こ
と
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
社
会
に
出
れ
ば
、
仕
事
で
も

生
活
で
も
他
者
と
の
協
働
が
必
須
で
す
。
対

話
力
を
育
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

言語技術教育
日本語の４技能を体系的に学ぶプログラムで、

思考と論理の基礎を身につける
東京都・私立芝浦工業大学附属中学高校
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『VIEW n-express』では、
同校の言語技術教育について

さらに詳しく紹介！
「ウェブで見学　学びのnext」

もご覧ください

VIEW n-express 検索

　
本
校
で
は
、
中
学
１
・
２
年
次
に
「
言

語
技
術
」
と
い
う
、
２
コ
マ
連
続
の
授
業

を
隔
週
で
行
っ
て
い
ま
す
。
理
工
系
教
育

が
充
実
し
て
い
る
本
校
に
は
、
数
学
や
理

科
は
得
意
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
対
話
や
作

文
に
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
が
多
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
度

に
、
つ
く
ば
言
語
技
術
教
育
研
究
所
の
指

導
に
基
づ
い
て
、
日
本
語
の
４
技
能
を
体

系
的
に
学
ぶ
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
軸
は
、
論
理
力
・
伝

達
力
・
分
析
力
を
育
む
活
動
で
す
（
図
）。

例
え
ば
、「
問
答
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
結
論

を
言
っ
て
か
ら
理
由
を
説
明
す
る
と
い
う

話
型
を
学
び
ま
す
。「
私
は
Ａ
が
好
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
〜
だ
か
ら
で
す
」
と
型
が

あ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
考
え
や
す
く
、
発

言
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
課
題
の
レ
ベ

ル
を
徐
々
に
上
げ
な
が
ら
、
論
拠
を
示
す

方
法
を
加
え
て
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に

表
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　「
言
語
技
術
」で
は
、言
葉
や
表
現
を
扱
い

ま
す
が
、
学
習
内
容
は
国
語
と
い
う
よ
り

実
技
教
科
に
近
く
、練
習
の
積
み
重
ね
が

重
要
で
す
。そ
こ
で
、教
師
の
説
明
は
必
要

最
小
限
に
し
、
生
徒
が
活
動
す
る
時
間
を

多
く
確
保
し
て
い
ま
す
。
中
学
１
年
次
は
、

定
型
を
用
い
て
説
得
力
あ
る
発
言
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
中
学

２
年
次
に
は
、
生
徒
が
自
分
で
型
を
選
ん

で
発
言
す
る
活
動
を
増
や
し
、
集
大
成
と

し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
ま
す
（
写
真
）。

　
授
業
で
は
、明
確
な
根
拠
を
基
に
し
た

思
考
・
判
断
を
徹
底
さ
せ
、「
何
と
な
く
」

は
認
め
ま
せ
ん
。
自
分
の
発
言
が
聞
き
手

に
伝
わ
る
こ
と
を
あ
た
り
前
と
思
わ
ず
、

聞
き
手
に
甘
え
る
よ
う
な
表
現
を
し
な
い

意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
そ
れ

が
浸
透
す
る
と
、聞
き
手
に
な
っ
た
時
、他

者
の
発
言
の
優
れ
て
い
る
点
や
、
説
得
力

を
増
す
た
め
に
改
善
す
べ
き
表
現
な
ど
を

指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

19
年
度
中
学
３
年
生
が
卒
業
に
際
し
て

行
っ
た
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
文
章
で

表
現
し
、発
表
す
る
活
動
で
は
、社
会
的
な

課
題
を
批
判
的
思
考
で
見
い
だ
し
、
そ
れ

を
将
来
自
分
が
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か

を
論
理
的
に
考
え
て
説
明
で
き
て
お
り
、

本
授
業
の
成
果
の
表
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　「
言
語
技
術
」
で
培
う
論
理
力
・
伝
達
力
・

分
析
力
は
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
で
求

め
ら
れ
る
力
で
も
あ
り
ま
す
。
21
年
度
、

中
学
１
年
次
か
ら
探
究
学
習
を
実
施
す
る

本
校
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
授
業

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「言語技術」で行う主な活動図

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

ディベートでは、
判定の材料とす
るため、各チーム
の主張を聞きな
がら、その要点を
書き留める。「再
話」などで培って
きた力を発揮す
る場面となる。

論理的な説明の仕方の１つである、「結論を言っ
てから理由を説明する」という話型を身につけ
るゲームで、言語技術の土台となる力を養う。
性質や具体例など、論拠を示す方法を加え、内
容やレベルを上げながら活動を繰り返す。

読み上げられた文を聞きながらメモを取り、聞
き終わった後、メモを基に話の内容を書き起こ
す。要点を捉える力、論理的な文章構成力を養
う。

多くの情報を相手に分かりやすく伝えるための
方法を検討する活動。情報を分類・整理する力、
全体から部分へと分かりやすく説明する方法を
学ぶ。

いつ、どこで、何をしているかなど、絵に描か
れた内容を分析して表現する。根拠が明確であ
れば答えは無数にあり、観察力や分析力を磨く。

問答
ゲーム

再話

情報
伝達

絵の
分析

※学校資料を基に編集部で作成。

学
校
概
要

◎
育
成
を
目
指
す
人
物
像
は
、「
科
学
技
術
を
通
し
て

世
界
に
貢
献
で
き
る
技
術
者
・
研
究
者
」。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
や
大
学
と
の
連
携
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
な

ど
を
軸
に
、
理
工
系
教
育
に
力
を
入
れ
る
。
以
前
は
男

子
校
だ
っ
た
が
、
高
校
は
２
０
１
７
年
度
に
、
中
学
校

は
21
年
度
に
共
学
化
。

◎
設
立
　 

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
　

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
　

◎
生
徒
数
　
中
学
校
１
学
年
約
１
６
０
人
／
高
校
１
学

年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
宇
都
宮
大
、
埼
玉
大
、
東
京
外
国
語
大
、

東
京
農
工
大
、
横
浜
国
立
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
芝
浦
工
業
大
、
上
智
大
、
東

京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
０
２
人
が
合
格
。

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国
語
科
。

言
語
技
術
科
主
任

白
鳥
　

新
　

し
ろ
と
り
・
あ
ら
た

話
型
の
習
得
か
ら
始
め
て
、

説
得
力
あ
る
伝
え
方
を
身
に
つ
け
る

他
者
の
発
言
の
よ
い
点
・
改
善
点
も

明
確
に
指
摘
す
る
生
徒
た
ち
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　　　　　高校版、『VIEW21』高校 版
2020年４月号〜21年 2月号は、電子ブッ
クでご覧いただけます。ベネッセ教育総合
研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

誌面の先生方と対話をしている気持ちに
　２月号の特別企画で、『VIEW21』の軌跡と先生方の思いを載せた記事
を読み、今あまりできていない対話を先生方としている気持ちになった。
改めて、学校外においてもアンテナを張ることで、自身の見識を広める
ことがとても大切だと感じた。 � 埼玉県・私立東京農業大学第三高校　小堀健一

生徒総会での校則改正の議論の参考に
　２月号の特集の宮崎県立宮崎大宮高校の記事は、本校の生徒総会が目
標とする状態を示しており、参考になった。本校では、同校の携帯電話
の議論と同様に、生徒総会で「置き勉」（教科書を自宅に持ち帰らないこと）
禁止を解除する校則改正について議論中だ。生徒会長に本記事を早速渡
し、参考にするよう伝えるのと同時に、２０２２年度の入学希望者向け学
校説明会で、生徒会活動について説明しようと提案した。
� 大阪府立八尾高校　中村泰造

特別活動は扇の「要」
　２月号の特集の座談会で長野県蘇

そ
南
なん
高校の小川幸司校長が述べていた、

特別活動での生徒の努力や成長について言語化することの有用性にとて
も共感した。新学習指導要領の解説にある通り、特別活動は各教科・科
目を束ねる扇の「要」であり、非常に重要だ。生徒への指導では、教師
自身の専門分野だけではなく、そこで培った知識や力を生かす特別活動
でも自分の能力を発揮したい。� 北海道　匿名希望

安心して意見を述べられる雰囲気が不可欠
　ホームルーム活動の他校の取り組みを知る機会は少ないので、２月号
の特集で紹介された事例は参考になった。主体的・対話的で深い学びを
促す授業を行うためには、安心して意見を述べられる雰囲気をクラスに
醸成することが不可欠。ホームルーム活動は、若手教師への指導も含めて、
学校全体として取り組むべきだろう。 � 千葉県立銚子商業高校　田中三郎

若手教師が自由に語り合う場が大切
　２月号の「若手教師・教育創造MTG」にあった「自由に語り合える場」
は、どの職場でも大切なことである。臨時休業によって対面授業ができ
ない状況下で柔軟に対応したのは若手教師だった。オンライン授業を工
夫・改善し、周りの教師に教えたり、アドバイスを求めたりと、中心となっ
て活躍していた。柔軟さで勝る若手教師が自由に語り合える場は、学校
経営に大いに役に立つ。� 富山県　匿名希望

国や地域の独自性を際立たせるグローバル化
　２月号の「これからの進路指導のための世の中トレンド解説」を読み、
「グローバル化は、世界の同質化を推し進める半面、それぞれの国や地域
の独自性を際立たせる一面もある」という解説に新たな気づきをもらっ
た。例えば、海外の留学生と日本人学生の間には、前向きな行動力やハ
ングリー精神などで差があると感じている。普段、高校生に何を教育し
ていくかを考えさせられた。� 静岡県　匿名希望

2021年２月号へのご意見

先生方からの
ご意見を
紹介します

６月21日発刊
（予定）

『VIEW�next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2021年6月号

　『VIEW�next』高校版の創刊号である本号
の表紙は、『VIEW21』高校版 2020 年４月
号以来１年ぶりに、教師・生徒の写真が飾
りました。撮影時の課題となったのが、ソー
シャルディスタンスの確保です。そこで活
躍したのが、学校にあったちょうど１メー
トルの長さの棒。構図やポーズを変える度
に、カメラマンが発する「チェックお願い
します！」の呼びかけに編集部員が走って
いき、先生・生徒それぞれが距離を保てて
いるか、その棒を使って確認をしながら撮
影しました。その甲斐あってか（？）、物理
的な距離は保ちつつも、先生と生徒の心の
距離の近さが感じられる表紙に仕上がった
のではないかと思っています。（朝比奈）

https://berd.benesse.jp
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　平素は、弊社並びに弊社の学校事業活動にご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。

　１９７４年に前身の『進研ニュース』が産声を上げ、学校現場や教育機関に
お届けしてまいりました弊社の教育情報誌『VIEW２１』が、2021 年４月、

『VIEW next』へと名称を変更し、新たなスタートを切りました。

　現代は、新型コロナウイルスの感染拡大に象徴されるように、何が起こる
のか、予想がつかない時代です。しかし、予測困難だからこそ、今をしっかり
と見つめ、自らの手で未来を描くことが求められるのではないでしょうか。

　２１世紀のその先も、学校や先生方の今に寄り添い続け、ともに学校教育
の未来を描く、そうした学校教育のパートナーとなることを目指すという決
意を示すべく、新しい名称を『VIEW next』とすることにいたしました。 そ
して、学校や先生方、教育委員会の皆様はもちろん、保護者や地域など、「社
会に開かれた教育課程」実現の担い手と言われるすべての方々にとって、学
校現場の今を捉え、未来を描く際のよりどころのような存在となることを目
指してまいります。

　本誌『VIEW next』高校版におきましては、教育課題の多様化を踏まえ、
多角的な情報を提供するとともに、各情報が、それを必要とする先生方に
しっかりとお届けできるよう、対象読者を明確化したコーナー・誌面構成に
いたしました。また、ご校務・ご指導でお忙しい先生方にとっても読みやす
い誌面となるよう、デザインの面でも様々な工夫を施しております。

　さらに、本誌を基点としたウェブコンテンツを一層充実させることで、情
報発信の質・量の向上を図るとともに、ウェブの特長の１つである速報性を
生かし、情報発信のスピードも向上させてまいります。

　そうした様々な形での情報発信活動の中で、学校や生徒の今を捉え、教育
の未来につながるメッセージを先生方と一緒に創造し、発信することを目指
す『VIEW next』にご期待をいただくとともに、引き続きのご指導、ご教示
のほど、よろしくお願い申し上げます。

編集部 統括責任者　柏木　崇

創刊
創
刊
の
ご
挨
拶

編集部からのお知らせ

2021 年３月にオンラインで開催した「　　　　　創刊記念セミナー」は、
大変多くの方にご視聴をいただきました。将棋棋士の羽生善治九段や國學院
大學の田村学教授の講演など、当日の内容をリポートします。

全国の中高生が取り組む探究・研究を発表
し、学び合うオンラインイベントを、2021
年３月に開催。1,600 回を超える再生数と
なり、大きな注目を集めた中高生の発表内
容や、意見交換の様子を報告します。

今号の「誌上で見学　学びの
next」で紹介した東京都・私
立芝浦工業大学附属中学高
校の「言語技術教育」につい
て、授業内容や生徒の様子、
教師の指導体制・工夫などを
さらに詳しくお伝えします。

「 創刊記念セミナー」リポート

「ベネッセ STEAM
フェスタ」リポート

今後リリース予定のコンテンツ

I N F O R M A T I O N

変化が激しく、将来の予測が困難な社会において必要な
教育とは、そしてそれを実現するための手立てとは─こ
れからの時代、教育にかかわる多くの人が考え続ける問い
だと思います。その答えは１つではなく、それ自体変化して
いくものだからこそ、タイムリーな情報提供が必要である
と考えました。本コーナーでは、最新の教育現場の状況や
取り組み、今求められている情報、現場の教師や識者のオ
ピニオンなどを「express＝速達」でお伝えします。

アクセスはこちら！

ウェブで見学
学びのnext

https://berd.benesse.jp/magazine/express/

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナーの『VIEW21 express』が

にリニューアル！

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

毎月更新

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！
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生徒より

2021 April

山
形
県
立

山
形
東
高
校

P
hoto Session a

t C
over

創刊号

次
に
踏
み
出
す

 「
や
り
た
い
」を

支
え
た
い

Tanam
ura Yoshihiko

棚
村
好
彦
先
生

山
形
県
立
山
形
東
高
校

生
徒
が
、や
り
た
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦

で
き
る
よ
う
に
す
る

��そ
れ
が
、私
が

学
年
主
任
を
務
め
る
２
学
年
の
基
本
方
針
で
す
。

　
本
校
は
、２
０
１
８
年
度
に
探
究
科
を
設
置

し
、普
通
科
も
含
め
、全
校
で
探
究
学
習
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
探
究
科
の
設
置
に
際
し
、
私
は

全
国
の
探
究
学
習
の
先
進
校
を
訪
れ
、
そ
の
手

法
を
学
ぶ
役
割
を
担
い
、
山や

ま
と
う東

ら
し
い
探
究
学

習
の
進
め
方
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
、

生
徒
の
意
欲
を
後
押
し
す
る
環
境
づ
く
り
で
す
。

高
校
は
、
大
学
で
の
学
び
や
社
会
を
見
据
え
、

生
徒
が
自
分
の
軸
を
探
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の

軸
は
多
様
な
体
験
を
通
じ
て
こ
そ
見
つ
か
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
が
一
歩
引
く
こ
と
で
、

生
徒
が
時
間
に
も
心
に
も
余
裕
を
持
ち
、
や
り

た
い
こ
と
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
次
の
課
題
研
究
は
、
生
徒
が
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み

ま
す
。20
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
で

思
う
よ
う
に
研
究
を
進
め
ら
れ

な
い
状
況
で
し
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、「
ど
う
思
う
の
？
」「
な

ぜ
、
そ
う
し
た
の
？
」
と
問
い

か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
内
省

し
、
納
得
の
い
く
研
究
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
途
中
報

告
も
含
め
、
３
回
行
っ
た
研
究

発
表
会
で
は
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
、
生
徒
は
根
拠
を
示
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
自
分
の

考
え
を
聞
き
手
に
伝
わ
る
よ

う
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿
に
、

頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
年
度
末
、
２
年
生
全
員
に
書

か
せ
た
志
望
理
由
書
を
読
む
と
、

文
章
は
稚
拙
で
も
、
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
の「
や
り
た
い
！
」と
い
う
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
自
分
の
納
得
の
い
く
道

を
選
び
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く

��

卒
業
ま
で
の
あ
と
１
年
、
生
徒
の「
や
り
た
い
」

を
見
守
り
つ
つ
、
支
え
て
い
き
ま
す
。

た
な
む
ら
・
よ
し
ひ
こ
　
教
職
歴
15
年
。
同

校
に
赴
任
し
て
8
年
目
。
2
学
年
主
任
。
理
科

（
化
学
）。

山
形
県
立
山
形
東
高
校
　
全
日
制
／
普
通

科
・
探
究
科（
理
数
探
究
科
・
国
際
探
究
科
）

／
共
学
／
１
学
年
約
２
４
０
人
／
２
０
２
１

年
度
入
試
合
格
実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大

は
、北
海
道
大
、東
北
大
、山
形
大
、東
京
大
な

ど
に
１
４
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義

塾
大
、東
京
理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

１
０
０
人
が
合
格
。

山
東
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
と

思
う
の
は
、
自
分
の
興
味
を

と
こ
と
ん
追
究
で
き
る
気
風
が
あ

る
こ
と
で
す
。
模
擬
国
連
や
化
学

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
、
様
々
な
活
動
へ

の
参
加
を
通
じ
て
、
自
分
の
学
び
た

い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
課
題
研
究
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
着
手
が
遅
れ
、
思
う
よ
う
に
実

験
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生

方
に
も
相
談
し
、
今
で
き
る
工
夫
を

し
て
、
納
得
の
い
く
結
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
状
況
で

も
、
環
境
の
せ
い
に
せ
ず
、
自
分
で

責
任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、２
０
２
１
年
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

新
教
育
課
程

編
成

特
集

ブ
ラッ
シュアッ
プ
に

向
け
た

３
つ
の
視
点

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

埼
玉
県
立
鴻こ

う
の

巣す

高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

現
代
文

北
海
道
・
市
立
札
幌
平
岸
高
校

對つ

し

馬ま

光こ

う

揮き

地
理

宮
城
県
宮
城
第
一
高
校

三
浦 

学 2
0
2
1
年

4
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号

［
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版

［
ビ
ュ
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ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版
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